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第48回  通常総代会を開催しました特別企画

笑顔はじける農業づくりと地域づくり
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美味しい
トウモロコシの選び方
実が先まで詰まっていて、ふっ
くら、ツヤのあるものを選び
ましょう。皮が付いている場
合は、皮の色が濃い緑のもの
が良いです。ひげが褐色なら、
よく熟している証拠です。

コーンなにおいしい
トウモロコシはいかが？
コーンなにおいしい
トウモロコシはいかが？

こうかのオリジナルレシピ

お好みでお酢とからしを
つけるとさっぱり♪

 直売所 花野果市から

旬だより

　世
界
三
大
穀
物
の
一
つ
で
も
あ
る
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
、
青
果
用
や
加
工
用
な
ど
い
く

つ
か
の
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち

が
一
番
な
じ
み
深
く
食
べ
て
い
る
の
は
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
中
で
も
甘
い
「
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
」
と
い
う
品
種
で
す
。

　ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
糖
や
デ
ン
プ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物
が
多
く
、
野

菜
の
中
で
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
材
で
す
。
粒
の
つ
け
根
の
白
っ
ぽ
い
部

分
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、Ｂ
１
、Ｂ
２
、
カ
リ
ウ
ム
、
亜
鉛
、
鉄
な
ど
の

栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
食
物
繊
維
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
時
間
と
と
も
に
栄
養
や
甘
み
が
失
わ
れ
や
す
い
も

の
。
鮮
度
が
命
だ
か
ら
こ
そ
、
朝
採
れ
野
菜
が
並
ぶ
当
Ｊ
Ａ
の
直
売

所
で
、
ぜ
ひ
新
鮮
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
お
求
め
く
だ
さ
い
♪

材 料 （30個分）

ボウルに❶と豚ひき肉、Aを入れ、粘りが
出るまでよく混ぜ合わせる。できたタネを
しゅうまいの皮で包む。

2.

❷を蒸し器に並べ、中火で約6分蒸す。中ま
で火が通ったらできあがり♪

3.

1.トウモロコシの皮を剥いて、実をそぎ取る。
タマネギと大葉を細かくみじん切りにする。

A

せいろで簡単！ 
　甘みはじけるコーンしゅうまい
せいろで簡単！ 
　甘みはじけるコーンしゅうまい

食育ソムリエが
教えます　
食育ソムリエが
教えます　！！
花野果市水口店　副店長

　平井 彩也香
花野果市水口店　副店長

　平井 彩也香

皮で包む
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６
月
27
日（
土
）、Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、書
面
出
席
を
含
む
総
代

４
８
６
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、第
48
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
事
の
前
に
、当
Ｊ
Ａ
の
事
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
組
合
員
の
方
々
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、国
会
議
員
、甲
賀・
湖
南
の
両
市
長
、地
元
選
出
の
県
議

会
議
員
の
ほ
か
、甲
賀
農
業
農
村
振
興
事
務
所
長
を
お
迎
え
し
、武
村
展

英
衆
議
院
議
員
、小
寺
裕
雄
衆
議
院
議
員
、小
鑓
隆
史
参
議
院
議
員
、宮

本
和
宏
参
議
院
議
員
、岩
永
裕
貴
甲
賀
市
長
、田
中
松
太
郎
県
議
会
議
員

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、信
楽
地
区
の
寺
田
伊
平
氏
と
大
谷
則
子
氏
を
選
任
い
た
だ

き
、全
６
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。第
１
号
議
案
で
は
、令
和
７
年
度
事
業

報
告
と
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て
、第
２
号
議
案
で
は
、第
17
次

３
ヵ
年
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
、第
３
号
議
案
で
は
、令
和
８
年
度
事
業
計

画
の
設
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、採
決
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。第
４

号
議
案
で
は
、宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
他
、全
６
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、議
事
終
了
後
、松
本
筆
頭
理
事
か
ら「
持
続
可
能
な
地
域
農
業

の
確
立
に
向
け
た
決
議
」が
読
み
上
げ
ら
れ
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。総

代
会
資
料
『
協
同
活
動
の
成
果
』
の
本
冊
子
が
ご
入
用
の
場
合

は
、
各
支
所
に
備
え
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　令
和
７
年
度
に
お
い
て
、特
に
Ｊ
Ａ
こ
う
か
の
事
業
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
左
記
の
組
合
員
の
方
々
を
ご
紹
介

し
、表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 （
順
不
同
、敬
称
略
）

特
別
表
彰

【
第
15
回
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

 

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
】

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

山
田
牧
場

　

 

代
表

　
山
田

　
保
高

【
滋
賀
県
茶
業
コ
ン
ク
ー
ル
第
50
回
荒
茶
品
評
会
】

煎
茶
の
部

　
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

武
田

　
達
生

営
農
集
団
実
践
活
動
優
良
農
家

小
島

　
孝
市

稲
作
経
営
改
善
モ
デ
ル
優
良
農
家

木
田

　
和
夫

片
山

　
竹
雄

野
菜
共
販
・
青
果
卸
売
市
場
出
荷
利
用
優
良
農
家

宿
谷

　
忠
五

集
落
営
農
集
団
実
践
活
動
優
良
団
体

農
事
組
合
法
人

　

こ
さ
じ

令
和
７
年
度

表
彰
者

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

を
開
催
し
ま
し
た

第４8回

特別
企画
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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
当
組
合
の
事
業
運
営

に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
の
農
業
情
勢
を
顧
み
ま
す
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
に
代
表
さ
れ
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
拡
大
に
端

を
発
し
た
生
産
資
材
価
格
や
燃
料
費
の
高
止
ま
り
に
加
え
、

米
需
給
の
急
激
な
逼ひ
っ

迫ぱ
く
に
よ
る
米
価
高
騰
と
そ
の
後
の
下
落

な
ど
、
食
料
生
産
の
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
不
透
明
で
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
は
『
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
』
の
改
正
に
お
い
て
、
食
料
安
全
保
障

の
強
化
を
最
優
先
課
題
と
す
る
な
ど
、
食
料
安
全
保
障
の
最

前
線
を
担
う
農
業
の
重
要
性
が
改
め
て
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
約
７
割
を
占
め
る
中
山
間
地
域
の
農
業
は
、
生
産
基

盤
の
維
持
の
み
な
ら
ず
、
国
土
保
全
や
水
源
の
管
理
、
さ
ら
に

は
美
し
い
農
村
景
観
の
継
承
と
い
う
大
き
な
社
会
的
役
割
を

担
って
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
と
いっ
た
課
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
令
和
７
年
度
の

地
区
別
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
計
画
の
現
状
を
共
有

し
、
様
々
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
も

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
展
開
を
検
討
し
、
持
続
可
能
な

地
域
農
業
の
確
立
を
支
援
し
て
い
く
必
要
性
を
さ
ら
に
感
じ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
営
農
・
経
済
・
信
用
・
共
済
と
いっ
た
『
総
合
事
業
』

は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
強
固
な
基

盤
で
も
あ
り
ま
す
。
各
事
業
が
相
互
に
連
携
し
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
営
農
か
ら
生
活
全
般
ま
で
を
包
括
的
に
支
え
て
い
く

こ
と
は
、
協
同
組
合
の
強
み
で
あ
り
、
今
後
も
組
合
員
と
地

域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、
総
合
力
を
結
集
す
る
所
存
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
２
月
に
は
事
業
の
相
互
連
携
や
Ｊ
Ａ
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
に
不
可
欠
な
教
育
文
化
活
動
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、『
家
の
光
文
化
賞
』
と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
総
代
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

参
加
や
参
画
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
成
果
で
あ
り
、
役

職
員
一
同
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
誇
り
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
教
育
文
化
活
動
や
地

域
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
地

域
住
民
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
、
第
17
次
３
ヵ
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

す
。
計
画
に
掲
げ
た
各
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

甲
賀
農
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

池
村
　
　正
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、
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を
賜
り
厚
く
御
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し
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す
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ま
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と
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を
取
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不
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で
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７
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さ
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齢
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互
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た
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や
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連
携
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さ
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。

　
令
和
８
年
度
は
、
第
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次
３
ヵ
年
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画
の
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の
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で

す
。
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た
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取
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に
つ
い
て
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

甲
賀
農
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

池
村

　
　正
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提
案
し
た
全
６
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案	

	

令
和
７
年
度（
第
48
事
業
年
度
）事
業
報
告
、剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に

つ
い
て

	
	

令
和
７
年
度（
第
48
事
業
年
度
）の「
事
業
報
告
」を
承
認
し
、「
剰
余
金
処

分
案
」を
確
定
す
る
。

第
２
号
議
案	

	
第
17
次
３
ヵ
年
計
画（
中
期
経
営
計
画
）の
設
定
に
つ
い
て

	
	

令
和
8
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の「
第
17
次
３
ヵ
年
計
画
」を
設
定

す
る
。

第
３
号
議
案	

	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

	
	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）事
業
計
画
を
設
定
す
る
。

第
４
号
議
案	

	

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

	
	

制
定
後
か
ら
期
間
が
経
過
し
、組
合
員
の
世
代
交
代
や
相
続
、公
共
事
業

に
よ
る
代
替
地
取
得
等
で
、地
区
外
の
農
地
を
所
有
す
る
組
合
員
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、事
業
実
施
地
区
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、組
合
員

の
要
望
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
よ
う
、定
款
の
所
要
の
変
更

を
行
う
。

第
５
号
議
案	

	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）理
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

	
	

地
区
運
営
委
員
会
副
委
員
長
で
構
成
す
る「
役
員
報
酬
審
議
会
」の
答
申

を
踏
ま
え
、総
額
５
︐
６
０
０
万
円
以
内
と
し
、そ
の
範
囲
内
に
お
け
る

各
理
事
の
報
酬
額
、支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

第
６
号
議
案	

	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

	
	

地
区
運
営
委
員
会
副
委
員
長
で
構
成
す
る「
役
員
報
酬
審
議
会
」の
答
申

を
踏
ま
え
、総
額
１
︐
３
０
０
万
円
以
内
と
し
、そ
の
範
囲
内
に
お
け
る

各
監
事
の
報
酬
額
、支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
監
事
の
協
議
に
一
任

す
る
。

附
帯
議
案	
	

こ
の
総
代
会
で
決
議
し
た
事
項
の
う
ち
、権
利
義
務
に
関
係
し
な
い
軽

微
な
事
項
の
修
正
な
ど
に
つ
い
て
は
、そ
の
主
旨
に
反
し
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
、そ
の
変
更
を
理
事
会
に
一
任
す
る
。

報
告
事
項	

１
．	第
48
事
業
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
に
つ
い
て

	

２
．子
会
社
及
び
関
連
会
社
の
決
算
報
告
に
つ
い
て

	

３
．「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

第
48
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

令
和
７
年
度（
第

令
和
７
年
度（
第
4848
事
業
年
度
）

事
業
年
度
）

事
業
報
告

事
業
報
告

 

営
農
経
済
事
業 

（
1
）米・麦・大
豆

　
滋
賀
県
の
水
稲
作
況
単
収
指
数
は
、６
月
中
旬
か

ら
８
月
初
旬
の
高
温
多
照
に
よ
り
、前
年
産
よ
り
多
い

「
１
０
５
」と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、管
内
で
は
梅
雨
明
け
後
の
高
温
に
よ
る

干
ば
つ
や
肥
料
溶
出
の
早
ま
り
に
よ
る
登
熟
後
期
か

ら
の
栄
養
不
足
が
発
生
し
、収
穫
に
影
響
を
受
け
ま

し
た
。ま
た
、出
穂
後
の
高
温
等
に
よ
る
白
未
熟
粒
の

増
加
や
カ
メ
ム
シ
類
の
被
害
も
あ
り
、１
等
米
比
率
は

42
．１
％
と
低
下
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
夏
に
発
生
し
た「
令
和
の
米
騒
動
」に
よ

り
、令
和
７
年
産
米
価
格
が
高
騰
す
る
中
、直
接
販

売
や
縁
故
米
の
増
加
、さ
ら
に
商
系
業
者
と
の
集
荷

競
争
が
激
化
し
た
こ
と
で
、前
年
に
増
し
て
厳
し
い

集
荷
環
境
と
な
り
ま
し
た
。訪
問
集
荷
や
各
種
奨
励

金
の
設
定
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、集
荷
数
量
は

２
０
０
︐０
０
０
袋
の
計
画
に
対
し
て
１
７
１
︐０
３
３

袋（
計
画
比
85
．５
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
麦
に
つ
い
て
は
、米
価
高
騰
に
よ
る
水
稲
へ
の
作
付

け
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、「
び
わ
ほ
な
み
」の
作

付
面
積
は
前
年
比
35‌
ha
減
の
３
７
１
．６
ha
と
な
り
ま

し
た
。生
育
に
つ
い
て
は
、４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

の
低
温
の
影
響
で
収
穫
時
期
が
遅
れ
ま
し
た
。し
か

し
、穂
肥
時
期
等
の
適
切
な
指
導
に
よ
り
、荷
受
重
量

は
前
年
に
比
べ
て
２
７
２
．５
ｔ
多
い
１
︐３
９
９
．５
ｔ

（
前
年
比
１
２
４
．２
％
）と
増
加
し
ま
し
た
。品
質
は

刈
取
り
後
半
の
降
雨
に
よ
り
発
芽
粒
が
発
生
し
た
た

め
、１
等
比
率
は
前
年
を
下
回
る
34
．４
％
（
前
年
69
．

２
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
大
豆
は
、麦
作
付
面
積
の
減
少
の
影
響
か
ら
２
９
１

ha（
前
年
比
86
．５
％
）と
な
り
ま
し
た
。生
育
は
７
月

中
旬
か
ら
８
月
初
旬
に
干
ば
つ
や
カ
メ
ム
シ
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、全
体
と
し
て
は
増
収
傾
向
と
な
り
、

荷
受
重
量
は
前
年
に
比
べ
54
．６
ｔ
増
加
し
、３
４
９
．

９
ｔ（
前
年
比
１
１
８
．５
％
）と
な
り
ま
し
た
。品
質
は

カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
や
紫
斑
粒
、収
穫
時
の
汚
損
粒

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、１
等
比
率
は
20
．８
％
（
前

年
11
．８
％
）と
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
2
）園
芸

　
重
点
野
菜
３
品
目（
白
ネ
ギ・
タ
マ
ネ
ギ・
キ
ャ
ベ

ツ
）を
は
じ
め
、果
樹（
ブ
ド
ウ・ナ
シ・イ
チ
ジ
ク
）、花

卉（
菊・リ
ン
ド
ウ・ユ
ー
カ
リ
）の
生
産
拡
大
に
取
り

組
み
、新
た
に
野
菜
で
８
戸
、果
樹
で
３
戸
、花
卉
で
３

戸
、生
産
者
が
増
加

し
ま
し
た
。ま
た
、ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の

産
地
化
に
向
け
て
開

講
し
た「
栽
培
塾
」を

通
し
て
36
名
の
生
産

者
が
実
践
的
な
技
術

を
習
得
さ
れ
る
な
ど
、

産
地
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま

スナップエンドウ栽培研修会の様子
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し
た
。

　
販
売
面
で
は
、夏
季
の
猛
暑
や
少
雨
等
の
異
常
気
象
に
よ
り

市
場
価
格
は
不
安
定
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、生
産
者
の
生

産
意
欲
を
維
持・
向
上
さ
せ
る
た
め
、事
前
に
生
協
や
量
販
店
、

野
菜
加
工
業
者
等
と
の
直
接
取
引
を
強
化
し
、事
前
に
締
結
し

た
販
売
契
約
に
基
づ
く
買
取
販
売
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
直
売
所
で
は
、出
荷
者
で
あ
る「
花
野
果
倶
楽
部
」会
員
の
増

加
や
果
樹
の
生
産
拡
大
に
よ
り
、品
揃
え
が
充
実
し
ま
し
た
。一

方
、花
卉
類
は
夏
場
の
猛
暑
や
少
雨
に
よ
る
生
育
不
良
の
影
響

を
受
け
、販
売
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
米
販
売
に
つ
い
て
は
、玄
米
の
販
売
を
一
時
休
止
し
て
い
ま
し

た
が
、令
和
７
年
産
の
新
米
流
通
に
よ
り
品
薄
感
が
解
消
し
た

た
め
販
売
を
再
開
し
、再
開
後
は
多
く
の
お
客
様
に
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
３
）茶

　
一
番
茶
は
、前
年
の
猛
暑
と
少
雨
に
よ
る
茶
樹
の
衰
弱
に
加

え
、摘
採
期
の
夜
温
が
低
く
減
産
と
な
り
ま
し
た
。取
引
価
格
は
、

海
外
で
の
抹
茶
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
原
料
で
あ
る「
碾て

ん
茶
」

へ
の
生
産
シ
フ
ト
が
進
ん
だ
結
果
、煎
茶
や
か
ぶ
せ
茶
が
品
薄

と
な
り
、堅
調
な
相
場
を
維
持
し
ま
し
た
。ま
た
、二
番
茶
お
よ

び
秋
冬
番
茶
は
、全
国
的
な
飲
料
水
の
原
料
の
在
庫
不
足
を
背

景
に
、飲
料
関
連
業
者
が
積
極
的
な
集
荷
に
動
い
た
こ
と
か
ら
、

価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。

（
４
）畜
産

　
畜
産
は
、飼
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
高
止
ま
り

が
長
期
化
す
る
中
、牛
乳
販
売
高
は
、酪
農
家
の
廃
業
や
夏
季
の

酷
暑
の
影
響
か
ら
生
乳
出
荷
が
減
り
前
年
か
ら
減
少
し
ま
し
た
。

肉
牛
販
売
高
は
、物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
枝
肉
単
価
は
低
下

し
ま
し
た
が
枝
肉
等
級
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
概
ね
計
画

通
り
推
移
し
ま
し
た
。そ
の
他
の
畜
産
販
売
で
は
、出
荷
頭
数
の

増
頭
に
よ
り
前
年
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。

（
５
）資
材

　
生
産
資
材
で
は
、肥
料
原
料
の
国
際
価
格
の
高
騰
や
、燃
油
価

格
の
上
昇
に
伴
う
製
造
費・
物
流
費
の
増
加
な
ど
昨
年
に
続
き

厳
し
い
環
境
が
続
き
ま
し
た
が
、生
産
者
に
向
け
て
従
来
ど
お
り

資
材
の
予
約
申
込
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
必
要
な
資
材
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、下
期
に
は
米
買
取
価
格
の
高
騰
を
受

け
、昨
年
か
ら
導
入
し
た
低
コ
ス
ト
の
土
壌
改
良
資
材
の
提
案
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
産
水
稲
肥
料・
農
薬
の
予
約
申
込
み
で
は
、Ｊ
Ａ

こ
う
か
特
別
栽
培
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
し
、箱
施
用
剤
お

よ
び
カ
メ
ム
シ
防
除
剤
に
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
成
分
を
含
ま

な
い
農
薬
を
採
用
し
、総
合
的
な
病
害
虫
管
理
を
推
進
し
ま
し

た
。ま
た
、難
防
除
雑
草
へ
の
対
応
に
か
か
る
需
要
が
高
ま
り
、除

草
効
果
の
高
い
品
目
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
ま
し
た
。さ
ら
に
、

令
和
９
年
度
か
ら
の
農
政
改
革
に
よ
り
水
田
政
策
が
大
き
く
見

直
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に

基
づ
く
環
境
配
慮
型
農
業
の
拡
大
に
向
け
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
肥
料
に
代
わ
る
新
た
な
被
覆
肥
料
の
試
験
な
ど
、環
境
に

配
慮
し
た
資
材
の
検
証
を
進
め
ま
し
た
。

　
生
活
資
材
で
は
、近
江
の
茶
カ
ー
ト
カ
ン
や
滋
賀
羽
二
重
糯も

ち
を

使
用
し
た
パ
ッ
ク
赤
飯
な
ど
、地
域
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品

の
提
供
に
加
え
、補
聴
器
な
ど
暮
ら
し
と
健
康
に
役
立
つ
商
品
の

取
り
扱
い
を
強
化
し
ま
し
た
。ま
た
、令
和
７
年
産
米
の
安
定
供

給
に
向
け
て
、年
間
予
約
に
よ
る
消
費
者
向
け
の
定
期
供
給
や
、

需
給
動
向
を
踏
ま
え
た
直
売
所
で
の
店
頭
販
売
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

 

生
活
関
連
事
業

（
１
）資
産
相
談・旅
行

　
資
産
相
談
事
業
は
、財
産
診
断
を
基
に
し
た
相
続
対
策
の
提

案
等
を
行
う
こ
と
に
合
わ
せ
、各
部
署
や
専
門
家
と
連
携
し
て

相
続
発
生
後
の
手
続
き
の
支
援（
相
続
税
の
申
告
、不
動
産
登
記
、

名
義
変
更
手
続
等
）を
行
い
ま
し
た
。税
理
士
に
よ
る
無
料
税
金

相
談
会
に
つ
い
て
も
毎
月
開
催
し
、70
名
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
た
、組
合
員
の
資
産
管
理
を
目
的
と
し
た
住
宅・
賃
貸

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
３
件
実
施
し
ま
し
た
。

　
旅
行
事
業
で
は
、大
阪・関
西
万
博
の
開
催
に
合
わ
せ
た
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー「
２
０
２
５
大
阪・
関
西
万
博
へ
行
こ
う
！
」を
万

博
開
催
期
間
中
に
６
回
実
施
し
、い
ず
れ
も
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、志
摩
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る「
Ｊ
Ａ
こ
う
か

元
気
倶
楽
部
会
員

様
限
定
宿
泊
プ
ラ

ン
」な
ど
特
色
の
あ

る
旅
行
を
実
施
し
、

多
数
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
）葬
祭

　
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
や
甲
賀
斎
苑
、寺
院
葬
な
ど
の
多
様
な
葬
儀
へ
の

対
応
を
進
め
ま
し
た
。葬
儀
の
大
部
分
が
家
族
葬
や
親
族
葬
と

な
る
中
、Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
葬
で
は
小
規
模
化
に
対
応
し
た
小
規
模
葬

プ
ラ
ン
の
提
案
を
強
化
し
、家
族
葬
で
も
利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
え
ま
し
た
。葬
儀
の
取
扱
件
数
は
年
間
で
2
8
9
件
と
な
り
、

葬
儀
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
満
中
陰・年
忌
法
要
の
供

養
品
に
つ
い
て
も
多
く
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ＪＡこうか元気倶楽部会員限定宿泊プラン
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提
案
し
た
全
６
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案	

	

令
和
７
年
度（
第
48
事
業
年
度
）事
業
報
告
、剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に

つ
い
て

	
	

令
和
７
年
度（
第
48
事
業
年
度
）の「
事
業
報
告
」を
承
認
し
、「
剰
余
金
処

分
案
」を
確
定
す
る
。

第
２
号
議
案	

	

第
17
次
３
ヵ
年
計
画（
中
期
経
営
計
画
）の
設
定
に
つ
い
て

	
	

令
和
8
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の「
第
17
次
３
ヵ
年
計
画
」を
設
定

す
る
。

第
３
号
議
案	

	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

	
	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）事
業
計
画
を
設
定
す
る
。

第
４
号
議
案	

	

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

	
	

制
定
後
か
ら
期
間
が
経
過
し
、組
合
員
の
世
代
交
代
や
相
続
、公
共
事
業

に
よ
る
代
替
地
取
得
等
で
、地
区
外
の
農
地
を
所
有
す
る
組
合
員
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、事
業
実
施
地
区
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、組
合
員

の
要
望
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
よ
う
、定
款
の
所
要
の
変
更

を
行
う
。

第
５
号
議
案	

	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）理
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

	
	

地
区
運
営
委
員
会
副
委
員
長
で
構
成
す
る「
役
員
報
酬
審
議
会
」の
答
申

を
踏
ま
え
、総
額
５
︐
６
０
０
万
円
以
内
と
し
、そ
の
範
囲
内
に
お
け
る

各
理
事
の
報
酬
額
、支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

第
６
号
議
案	

	

令
和
８
年
度（
第
49
事
業
年
度
）監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

	
	

地
区
運
営
委
員
会
副
委
員
長
で
構
成
す
る「
役
員
報
酬
審
議
会
」の
答
申

を
踏
ま
え
、総
額
１
︐
３
０
０
万
円
以
内
と
し
、そ
の
範
囲
内
に
お
け
る

各
監
事
の
報
酬
額
、支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
監
事
の
協
議
に
一
任

す
る
。

附
帯
議
案	

	

こ
の
総
代
会
で
決
議
し
た
事
項
の
う
ち
、権
利
義
務
に
関
係
し
な
い
軽

微
な
事
項
の
修
正
な
ど
に
つ
い
て
は
、そ
の
主
旨
に
反
し
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
、そ
の
変
更
を
理
事
会
に
一
任
す
る
。

報
告
事
項	

１
．	第
48
事
業
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
に
つ
い
て

	

２
．子
会
社
及
び
関
連
会
社
の
決
算
報
告
に
つ
い
て

	

３
．「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

第
48
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

令
和
７
年
度（
第

令
和
７
年
度（
第
4848
事
業
年
度
）

事
業
年
度
）

事
業
報
告

事
業
報
告

 

営
農
経
済
事
業 

（
1
）米・麦・大
豆

　
滋
賀
県
の
水
稲
作
況
単
収
指
数
は
、６
月
中
旬
か

ら
８
月
初
旬
の
高
温
多
照
に
よ
り
、前
年
産
よ
り
多
い

「
１
０
５
」と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、管
内
で
は
梅
雨
明
け
後
の
高
温
に
よ
る

干
ば
つ
や
肥
料
溶
出
の
早
ま
り
に
よ
る
登
熟
後
期
か

ら
の
栄
養
不
足
が
発
生
し
、収
穫
に
影
響
を
受
け
ま

し
た
。ま
た
、出
穂
後
の
高
温
等
に
よ
る
白
未
熟
粒
の

増
加
や
カ
メ
ム
シ
類
の
被
害
も
あ
り
、１
等
米
比
率
は

42
．１
％
と
低
下
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
夏
に
発
生
し
た「
令
和
の
米
騒
動
」に
よ

り
、令
和
７
年
産
米
価
格
が
高
騰
す
る
中
、直
接
販

売
や
縁
故
米
の
増
加
、さ
ら
に
商
系
業
者
と
の
集
荷

競
争
が
激
化
し
た
こ
と
で
、前
年
に
増
し
て
厳
し
い

集
荷
環
境
と
な
り
ま
し
た
。訪
問
集
荷
や
各
種
奨
励

金
の
設
定
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、集
荷
数
量
は

２
０
０
︐０
０
０
袋
の
計
画
に
対
し
て
１
７
１
︐０
３
３

袋（
計
画
比
85
．５
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
麦
に
つ
い
て
は
、米
価
高
騰
に
よ
る
水
稲
へ
の
作
付

け
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、「
び
わ
ほ
な
み
」の
作

付
面
積
は
前
年
比
35‌

ha
減
の
３
７
１
．６
ha
と
な
り
ま

し
た
。生
育
に
つ
い
て
は
、４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

の
低
温
の
影
響
で
収
穫
時
期
が
遅
れ
ま
し
た
。し
か

し
、穂
肥
時
期
等
の
適
切
な
指
導
に
よ
り
、荷
受
重
量

は
前
年
に
比
べ
て
２
７
２
．５
ｔ
多
い
１
︐３
９
９
．５
ｔ

（
前
年
比
１
２
４
．２
％
）と
増
加
し
ま
し
た
。品
質
は

刈
取
り
後
半
の
降
雨
に
よ
り
発
芽
粒
が
発
生
し
た
た

め
、１
等
比
率
は
前
年
を
下
回
る
34
．４
％
（
前
年
69
．

２
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
大
豆
は
、麦
作
付
面
積
の
減
少
の
影
響
か
ら
２
９
１

ha（
前
年
比
86
．５
％
）と
な
り
ま
し
た
。生
育
は
７
月

中
旬
か
ら
８
月
初
旬
に
干
ば
つ
や
カ
メ
ム
シ
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、全
体
と
し
て
は
増
収
傾
向
と
な
り
、

荷
受
重
量
は
前
年
に
比
べ
54
．６
ｔ
増
加
し
、３
４
９
．

９
ｔ（
前
年
比
１
１
８
．５
％
）と
な
り
ま
し
た
。品
質
は

カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
や
紫
斑
粒
、収
穫
時
の
汚
損
粒

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、１
等
比
率
は
20
．８
％
（
前

年
11
．８
％
）と
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
2
）園
芸

　
重
点
野
菜
３
品
目（
白
ネ
ギ・
タ
マ
ネ
ギ・
キ
ャ
ベ

ツ
）を
は
じ
め
、果
樹（
ブ
ド
ウ・ナ
シ・イ
チ
ジ
ク
）、花

卉（
菊・リ
ン
ド
ウ・ユ
ー
カ
リ
）の
生
産
拡
大
に
取
り

組
み
、新
た
に
野
菜
で
８
戸
、果
樹
で
３
戸
、花
卉
で
３

戸
、生
産
者
が
増
加

し
ま
し
た
。ま
た
、ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の

産
地
化
に
向
け
て
開

講
し
た「
栽
培
塾
」を

通
し
て
36
名
の
生
産

者
が
実
践
的
な
技
術

を
習
得
さ
れ
る
な
ど
、

産
地
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま

スナップエンドウ栽培研修会の様子
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し
た
。

　
販
売
面
で
は
、夏
季
の
猛
暑
や
少
雨
等
の
異
常
気
象
に
よ
り

市
場
価
格
は
不
安
定
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、生
産
者
の
生

産
意
欲
を
維
持・
向
上
さ
せ
る
た
め
、事
前
に
生
協
や
量
販
店
、

野
菜
加
工
業
者
等
と
の
直
接
取
引
を
強
化
し
、事
前
に
締
結
し

た
販
売
契
約
に
基
づ
く
買
取
販
売
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
直
売
所
で
は
、出
荷
者
で
あ
る「
花
野
果
倶
楽
部
」会
員
の
増

加
や
果
樹
の
生
産
拡
大
に
よ
り
、品
揃
え
が
充
実
し
ま
し
た
。一

方
、花
卉
類
は
夏
場
の
猛
暑
や
少
雨
に
よ
る
生
育
不
良
の
影
響

を
受
け
、販
売
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
米
販
売
に
つ
い
て
は
、玄
米
の
販
売
を
一
時
休
止
し
て
い
ま
し

た
が
、令
和
７
年
産
の
新
米
流
通
に
よ
り
品
薄
感
が
解
消
し
た

た
め
販
売
を
再
開
し
、再
開
後
は
多
く
の
お
客
様
に
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
３
）茶

　
一
番
茶
は
、前
年
の
猛
暑
と
少
雨
に
よ
る
茶
樹
の
衰
弱
に
加

え
、摘
採
期
の
夜
温
が
低
く
減
産
と
な
り
ま
し
た
。取
引
価
格
は
、

海
外
で
の
抹
茶
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
原
料
で
あ
る「
碾て

ん
茶
」

へ
の
生
産
シ
フ
ト
が
進
ん
だ
結
果
、煎
茶
や
か
ぶ
せ
茶
が
品
薄

と
な
り
、堅
調
な
相
場
を
維
持
し
ま
し
た
。ま
た
、二
番
茶
お
よ

び
秋
冬
番
茶
は
、全
国
的
な
飲
料
水
の
原
料
の
在
庫
不
足
を
背

景
に
、飲
料
関
連
業
者
が
積
極
的
な
集
荷
に
動
い
た
こ
と
か
ら
、

価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。

（
４
）畜
産

　
畜
産
は
、飼
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
高
止
ま
り

が
長
期
化
す
る
中
、牛
乳
販
売
高
は
、酪
農
家
の
廃
業
や
夏
季
の

酷
暑
の
影
響
か
ら
生
乳
出
荷
が
減
り
前
年
か
ら
減
少
し
ま
し
た
。

肉
牛
販
売
高
は
、物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
枝
肉
単
価
は
低
下

し
ま
し
た
が
枝
肉
等
級
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
概
ね
計
画

通
り
推
移
し
ま
し
た
。そ
の
他
の
畜
産
販
売
で
は
、出
荷
頭
数
の

増
頭
に
よ
り
前
年
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。

（
５
）資
材

　
生
産
資
材
で
は
、肥
料
原
料
の
国
際
価
格
の
高
騰
や
、燃
油
価

格
の
上
昇
に
伴
う
製
造
費・
物
流
費
の
増
加
な
ど
昨
年
に
続
き

厳
し
い
環
境
が
続
き
ま
し
た
が
、生
産
者
に
向
け
て
従
来
ど
お
り

資
材
の
予
約
申
込
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
必
要
な
資
材
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、下
期
に
は
米
買
取
価
格
の
高
騰
を
受

け
、昨
年
か
ら
導
入
し
た
低
コ
ス
ト
の
土
壌
改
良
資
材
の
提
案
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
産
水
稲
肥
料・
農
薬
の
予
約
申
込
み
で
は
、Ｊ
Ａ

こ
う
か
特
別
栽
培
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
し
、箱
施
用
剤
お

よ
び
カ
メ
ム
シ
防
除
剤
に
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
成
分
を
含
ま

な
い
農
薬
を
採
用
し
、総
合
的
な
病
害
虫
管
理
を
推
進
し
ま
し

た
。ま
た
、難
防
除
雑
草
へ
の
対
応
に
か
か
る
需
要
が
高
ま
り
、除

草
効
果
の
高
い
品
目
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
ま
し
た
。さ
ら
に
、

令
和
９
年
度
か
ら
の
農
政
改
革
に
よ
り
水
田
政
策
が
大
き
く
見

直
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に

基
づ
く
環
境
配
慮
型
農
業
の
拡
大
に
向
け
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
肥
料
に
代
わ
る
新
た
な
被
覆
肥
料
の
試
験
な
ど
、環
境
に

配
慮
し
た
資
材
の
検
証
を
進
め
ま
し
た
。

　
生
活
資
材
で
は
、近
江
の
茶
カ
ー
ト
カ
ン
や
滋
賀
羽
二
重
糯も

ち
を

使
用
し
た
パ
ッ
ク
赤
飯
な
ど
、地
域
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品

の
提
供
に
加
え
、補
聴
器
な
ど
暮
ら
し
と
健
康
に
役
立
つ
商
品
の

取
り
扱
い
を
強
化
し
ま
し
た
。ま
た
、令
和
７
年
産
米
の
安
定
供

給
に
向
け
て
、年
間
予
約
に
よ
る
消
費
者
向
け
の
定
期
供
給
や
、

需
給
動
向
を
踏
ま
え
た
直
売
所
で
の
店
頭
販
売
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

 

生
活
関
連
事
業

（
１
）資
産
相
談・旅
行

　
資
産
相
談
事
業
は
、財
産
診
断
を
基
に
し
た
相
続
対
策
の
提

案
等
を
行
う
こ
と
に
合
わ
せ
、各
部
署
や
専
門
家
と
連
携
し
て

相
続
発
生
後
の
手
続
き
の
支
援（
相
続
税
の
申
告
、不
動
産
登
記
、

名
義
変
更
手
続
等
）を
行
い
ま
し
た
。税
理
士
に
よ
る
無
料
税
金

相
談
会
に
つ
い
て
も
毎
月
開
催
し
、70
名
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
た
、組
合
員
の
資
産
管
理
を
目
的
と
し
た
住
宅・
賃
貸

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
３
件
実
施
し
ま
し
た
。

　
旅
行
事
業
で
は
、大
阪・関
西
万
博
の
開
催
に
合
わ
せ
た
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー「
２
０
２
５
大
阪・
関
西
万
博
へ
行
こ
う
！
」を
万

博
開
催
期
間
中
に
６
回
実
施
し
、い
ず
れ
も
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、志
摩
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る「
Ｊ
Ａ
こ
う
か

元
気
倶
楽
部
会
員

様
限
定
宿
泊
プ
ラ

ン
」な
ど
特
色
の
あ

る
旅
行
を
実
施
し
、

多
数
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
）葬
祭

　
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
や
甲
賀
斎
苑
、寺
院
葬
な
ど
の
多
様
な
葬
儀
へ
の

対
応
を
進
め
ま
し
た
。葬
儀
の
大
部
分
が
家
族
葬
や
親
族
葬
と

な
る
中
、Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
葬
で
は
小
規
模
化
に
対
応
し
た
小
規
模
葬

プ
ラ
ン
の
提
案
を
強
化
し
、家
族
葬
で
も
利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
え
ま
し
た
。葬
儀
の
取
扱
件
数
は
年
間
で
2
8
9
件
と
な
り
、

葬
儀
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
満
中
陰・年
忌
法
要
の
供

養
品
に
つ
い
て
も
多
く
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ＪＡこうか元気倶楽部会員限定宿泊プラン

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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金
融
事
業

（
１
）信
用

　
貯
金
は
市
場
金
利
が
上
昇

基
調
に
転
じ
、各
金
融
機
関
が

高
金
利
の
定
期
貯
金
を
販
売
し

た
こ
と
等
に
よ
り
年
度
当
初
は

減
少
し
ま
し
た
が
、令
和
７
年

６
月
に「
忍
×
忍 

忍
び
の
里
定

期
貯
金
」、令
和
７
年
11
月
に
は

「
家
計
応
援
定
期
貯
金
」お
よ

び「
五
ツ
星
定
期
積
金
」を
販
売

し
、多
く
の
利
用
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。期
末
の
個
人
貯
金
残
高
は
前
期
末
か
ら
40
億
７
︐８
０

０
万
円
増
加
し
て
１
︐５
７
０
億
２
︐４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。元
気
倶
楽
部
の
活
動
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
や
健

康
保
養
旅
行
等
を
実
施
し
、合
わ
せ
て
1
︐０
９
７
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
や
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
、地
区
別
に
特
色
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
開
催
し
ま
し

た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、元
気
倶
楽
部
会
員
は
1 

1
︐

３
９
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
貸
出
金
は
融
資
担
当
者
が
管
内
の
担
い
手
や
農
業
法
人
等

を
訪
問
し
、資
金
需
要
の
聞
き
取
り
や
融
資
提
案
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、農
業
関
連
資
金
は
年
間
で
３
億
６
︐

０
０
０
万
円
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。住
宅
関
連
資
金
に
つ

い
て
は
、住
宅
業
者
へ
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
の
特
徴
を
提
案
し
、事

前
審
査
申
込
案
件
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
し
た
。貸
出
金
の
新

規
実
行
金
額
は
年
間
で
32
億
３
︐５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
産
形
成
業
務
は
、新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
中
心
に
資
産
形
成
の

提
案
活
動
に
取
り
組
み
、期
末
の
投
資
信
託
残
高
は
７
億
４
︐

８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）共
済

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
機
を
活
用
し
た
保
障
内
容
の
点
検
運
動

「
あ
ん
し
ん
チ
ェッ
ク
」に
よ
り
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
保

障
提
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、活
動
の
質
と
量
の
向
上
を

図
り
、組
合
員・利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
全
共
連
の
推
進
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
ま
し
た
。利

便
性
の
向
上
に
向
け
て
は「
Ｗｅ
ｂ
マ
イ
ペ
ー
ジ
」の
情
報
提
供
運

動
を
実
施
し
、多
く
の
登
録
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
、大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
に
備
え
た
建
物

の
保
障
提
案（
保
障
点
検
活
動
）に
取
り
組
み
、特
に
、自
然
災
害

に
関
す
る
支
払
要
件
等
の
確
認
を
通
し
て
、必
要
な
保
障
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、組
合
員・利
用
者
の
安
全
と
安
心
を

守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
前
年
に
引
き
続
き
、組
合
員
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
共

栄
火
災
海
上
保
険
㈱（
※
）の
標
準
傷
害
保
険「
Ｊ
Ａ
安
心
倶
楽

部
」を
販
売
し
、累
計
契
約
件
数
１
︐３
６
９
件
の
契
約
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
※
）   

共
栄
火
災
海
上
保
険
㈱
は
、全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

子
会
社
で
す
。当
組
合
は
、代
理
店
と
し
て
共
栄
火
災
海
上
保
険
㈱

の
保
険
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

 

指
導
事
業

（
１
）営
農
指
導

　
生
産
指
導
や
農
業
経
営
支
援
に
つ
い
て
甲
賀
地
域
農
業
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、作
物
別
研
修
会
や
農
業
経
営
支
援
に
か
か
る

研
修
会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
水
稲
で
は
、選
択
制
の
あ
る
米
づ
く
り
と
し
て
、土
壌
診
断
の

実
施
や「
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
Ａ
」

を
目
指
し
た
現
地
研
修
会
を

開
催
し
、良
食
味
米
の
生
産

に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

滋
賀
県
の
新
品
種「
き
ら
み

ず
き
」に
つ
い
て
は
、環
境
こ

だ
わ
り
米
よ
り
さ
ら
に
進
ん

だ
取
り
組
み
と
し
て
、化
学

肥
料
や
殺
虫・
殺
菌
剤
を
使

用
し
な
い
栽
培
方
法
や
穂
肥
研
修
な
ど
の
技
術
指
導
を
行
い
ま

し
た
。生
産
者
数
は
23
名
と
な
り
、面
積
は
16
．７
ha
と
前
年
か

ら
倍
増
し
ま
し
た
。

　
品
質
向
上
対
策
で
は
、高
温
耐
性
品
種
へ
の
転
換
を
継
続
し
て

推
進
し
、「
み
ず
か
が
み
」３
４
３
．９
ha
、「
き
ぬ
む
す
め
」３
６
８
．

９
ha
、新
た
な
品
種
の
取
り
組
み
と
し
て「
に
じ
の
き
ら
め
き
」が

91
．６
ha
と
な
り
、「
き
ら
み
ず
き
」も
含
め
る
と
合
計
８
２
１
．１

ha
と
な
り
ま
し
た
。

　
麦
は
、新
品
種「
び
わ
ほ
な
み
」へ
の
全
面
転
換
を
し
た
こ
と
に

伴
い
、赤
か
び
病
対
策
な
ど
３
回
の
栽
培
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。大
豆
で
は
、品
質
向
上
に
向
け
た
土
づ
く
り
や
、排
水
対

策
の
啓
発
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
芸
は
、園
芸
指
導
員
に
よ
る
農
家
訪
問
や
作
物
別
研
修
会

を
随
時
開
催
し
、甲
賀
の
野
菜・
果
樹・
花
卉
の
生
産
拡
大・
増

収・品
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
茶
で
は
、荒
茶
成
分
分
析
や
土
壌
診
断
、防
除
研
修
会
を
実

施
し
、品
質
向
上
に
向
け
た
施
肥・防
除
指
導
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、計
画
的
な
茶
園
改
植
の
推
進
と
個
別
相
談
や
茶
園
改
植

事
業
に
係
る
経
費
支
援
を
行
い
、11
戸
で
３
．１
ha
の
改
植
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

米栽培現地研修会
（あぜみちモーニングスクール）の様子

元気倶楽部　グラウンド・ゴルフ大会

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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（
２
）生
活
指
導

　
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
活
動
で
は
、管
内
の
小
学
生
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
し
た「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
キ
ッ
ズ
倶
楽
部
」と
し
て
農
業

体
験
と
栽
培
教
室
を
実
施
し
、小
学
生
と
そ
の
ご
家
族
合
計
61

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、甲
賀
市
、湖
南
市
の
全
小
学
校
へ
食
農
教
育
を
す
す
め

る
雑
誌「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を
寄
贈
し
、５
年
生
の
夏
休
み
の
選
択
課

題
の
一
つ
と
し
て「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
感
想
文
」全
２
６
３
編
の
応
募

を
い
た
だ
き
、４
名
の
児
童
が
入
賞
を
さ
れ
ま
し
た
。組
合
員
の

健
康
と
く
ら
し
を
支
え
る
活
動
で
は
、滋
賀
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
と
の
連
携
に
よ
り
組
合
員
健
診
を
実
施
し
、延
べ

２
０
９
名
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
こ
う
か
女
性
部
で
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
や
活
動
の
活
性

化
に
よ
り
参
加
を
促
進
し
、部
員
数
は
前
年
か
ら
79
名
増
加
し
、

８
２
４
名
と
な
り
ま
し
た
。19
の
倶
楽
部
活
動
を
は
じ
め
、食
の

つ
ど
い
や
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、身
近
な
絆
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
地
区
別
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、教
育
文
化
活
動
の

取
り
組
み
が
創
意
工
夫
に
富

み
、活
発
な
Ｊ
Ａ
運
動
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、全
国

４
９
４
Ｊ
Ａ
の
中
か
ら
、令
和

７
年
度
全
国
家
の
光
大
会
で

「
家
の
光
文
化
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

 

審
査
・
監
査
・
管
理
部
門

（
１
）審
査
部
門

　
研
修
の
充
実
や
支
所
へ
の
臨
店
指
導
を
通
し
て
、融
資・
査
定

担
当
者
の
貸
出
審
査
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、厳
正
な

資
産
査
定
を
実
施
し
、健
全
か
つ
適
正
な
資
産
管
理
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

（
２
）監
査
部
門

　
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
監
査
に
加
え
、Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会
、業
務

執
行
部
門
の
帯
同
に
よ
り
内
部
監
査
業
務
の
高
度
化（
質
の
向

上
）に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
計
監
査
人
監
査・
監
事
監
査・
中
央
会
監
査
と
密
接

に
連
携
す
る
こ
と
で
監
査
の
効
率
性・有
効
性
を
高
め
、内
部
統

制
の
検
証
と
改
善
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

（
３
）管
理
部
門

　
地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
会
を
中
心
と
し
た
地
区
別
の
く
ら
し
の

活
動
の
展
開
や
、地
区
だ
よ
り
の
発
行
、新
規
加
入
組
合
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
や
懇
談
会
の
実
施
な
ど
、Ｊ
Ａ
の
様
々
な
組
織

活
動
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
の
拡
大
と
組
合
員
加
入
の
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
強
化
し
、W
e
b
広
報
紙

の
発
行
や
L
I
N
E
会
員
の
拡

大
に
取
り
組
み
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
員

数
は
５
︐７
６
２
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
広
報
活
動
で
は
、日
本
農
業

新
聞
へ
の
記
事
送
稿
数
が
年
間

で
２
０
２
本
と
な
り
、管
内
の
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
の
身
近
な
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
ま
し
た
。積

極
的
な
情
報
発
信
が
評
価
さ
れ
、

滋
賀
県
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
に
お
い
て「
組
合
員
向
け

広
報
紙
の
部
」で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
人
事
労
務
管
理・人
権
対
策
】

　
近
年
、職
員
の
心
身
の
健
康
管
理
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、職
員
１
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
健

康
状
態
に
気
づ
き
、ス
ト
レ
ス
や
不
調
に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ

う
、全
職
員
を
対
象
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス・セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、組
合
員・
利
用
者
に
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
満
足
し
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
、昨
年
度
に
引
き
続
き

日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
主
催
の
電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、電
話
応
対
マ
ナ
ー
や
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　
職
場
環
境
に
お
い
て
は
、管
理
職
が
部
下
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
、風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、傾

聴
ス
キ
ル
の
更
な
る
向
上
を
目
的
と
し
た
１
on
１（
面
談
）研
修

を
実
施
し
、部
下
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
効
果
的
な

傾
聴
能
力
を
身
に
つ
け
た
管
理
職
の
育
成
に
継
続
し
て
取
組
み

ま
し
た
。

　
人
権
教
育
で
は
、職
場
単
位
の
人
権
問
題
実
践
研
修
や
長
時

間・短
時
間
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、組
合
員
に
向
け
て
は
、

広
報
紙
を
通
じ
た
啓
発
な
ど
、人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
た
。

地区ふれあい委員会活動（信楽地区味噌づくり教室）の様子

全国家の光文化賞受賞の様子

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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金
融
事
業

（
１
）信
用

　
貯
金
は
市
場
金
利
が
上
昇

基
調
に
転
じ
、各
金
融
機
関
が

高
金
利
の
定
期
貯
金
を
販
売
し

た
こ
と
等
に
よ
り
年
度
当
初
は

減
少
し
ま
し
た
が
、令
和
７
年

６
月
に「
忍
×
忍 

忍
び
の
里
定

期
貯
金
」、令
和
７
年
11
月
に
は

「
家
計
応
援
定
期
貯
金
」お
よ

び「
五
ツ
星
定
期
積
金
」を
販
売

し
、多
く
の
利
用
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。期
末
の
個
人
貯
金
残
高
は
前
期
末
か
ら
40
億
７
︐８
０

０
万
円
増
加
し
て
１
︐５
７
０
億
２
︐４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。元
気
倶
楽
部
の
活
動
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
や
健

康
保
養
旅
行
等
を
実
施
し
、合
わ
せ
て
1
︐０
９
７
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
や
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
、地
区
別
に
特
色
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
開
催
し
ま
し

た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、元
気
倶
楽
部
会
員
は
1 

1
︐

３
９
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
貸
出
金
は
融
資
担
当
者
が
管
内
の
担
い
手
や
農
業
法
人
等

を
訪
問
し
、資
金
需
要
の
聞
き
取
り
や
融
資
提
案
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、農
業
関
連
資
金
は
年
間
で
３
億
６
︐

０
０
０
万
円
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。住
宅
関
連
資
金
に
つ

い
て
は
、住
宅
業
者
へ
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
の
特
徴
を
提
案
し
、事

前
審
査
申
込
案
件
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
し
た
。貸
出
金
の
新

規
実
行
金
額
は
年
間
で
32
億
３
︐５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
産
形
成
業
務
は
、新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
中
心
に
資
産
形
成
の

提
案
活
動
に
取
り
組
み
、期
末
の
投
資
信
託
残
高
は
７
億
４
︐

８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）共
済

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
機
を
活
用
し
た
保
障
内
容
の
点
検
運
動

「
あ
ん
し
ん
チ
ェッ
ク
」に
よ
り
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
保

障
提
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、活
動
の
質
と
量
の
向
上
を

図
り
、組
合
員・利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
全
共
連
の
推
進
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
ま
し
た
。利

便
性
の
向
上
に
向
け
て
は「
Ｗｅ
ｂ
マ
イ
ペ
ー
ジ
」の
情
報
提
供
運

動
を
実
施
し
、多
く
の
登
録
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
、大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
に
備
え
た
建
物

の
保
障
提
案（
保
障
点
検
活
動
）に
取
り
組
み
、特
に
、自
然
災
害

に
関
す
る
支
払
要
件
等
の
確
認
を
通
し
て
、必
要
な
保
障
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、組
合
員・利
用
者
の
安
全
と
安
心
を

守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
前
年
に
引
き
続
き
、組
合
員
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
共

栄
火
災
海
上
保
険
㈱（
※
）の
標
準
傷
害
保
険「
Ｊ
Ａ
安
心
倶
楽

部
」を
販
売
し
、累
計
契
約
件
数
１
︐３
６
９
件
の
契
約
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
※
）   

共
栄
火
災
海
上
保
険
㈱
は
、全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

子
会
社
で
す
。当
組
合
は
、代
理
店
と
し
て
共
栄
火
災
海
上
保
険
㈱

の
保
険
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

 

指
導
事
業

（
１
）営
農
指
導

　
生
産
指
導
や
農
業
経
営
支
援
に
つ
い
て
甲
賀
地
域
農
業
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、作
物
別
研
修
会
や
農
業
経
営
支
援
に
か
か
る

研
修
会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
水
稲
で
は
、選
択
制
の
あ
る
米
づ
く
り
と
し
て
、土
壌
診
断
の

実
施
や「
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
Ａ
」

を
目
指
し
た
現
地
研
修
会
を

開
催
し
、良
食
味
米
の
生
産

に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

滋
賀
県
の
新
品
種「
き
ら
み

ず
き
」に
つ
い
て
は
、環
境
こ

だ
わ
り
米
よ
り
さ
ら
に
進
ん

だ
取
り
組
み
と
し
て
、化
学

肥
料
や
殺
虫・
殺
菌
剤
を
使

用
し
な
い
栽
培
方
法
や
穂
肥
研
修
な
ど
の
技
術
指
導
を
行
い
ま

し
た
。生
産
者
数
は
23
名
と
な
り
、面
積
は
16
．７
ha
と
前
年
か

ら
倍
増
し
ま
し
た
。

　
品
質
向
上
対
策
で
は
、高
温
耐
性
品
種
へ
の
転
換
を
継
続
し
て

推
進
し
、「
み
ず
か
が
み
」３
４
３
．９
ha
、「
き
ぬ
む
す
め
」３
６
８
．

９
ha
、新
た
な
品
種
の
取
り
組
み
と
し
て「
に
じ
の
き
ら
め
き
」が

91
．６
ha
と
な
り
、「
き
ら
み
ず
き
」も
含
め
る
と
合
計
８
２
１
．１

ha
と
な
り
ま
し
た
。

　
麦
は
、新
品
種「
び
わ
ほ
な
み
」へ
の
全
面
転
換
を
し
た
こ
と
に

伴
い
、赤
か
び
病
対
策
な
ど
３
回
の
栽
培
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。大
豆
で
は
、品
質
向
上
に
向
け
た
土
づ
く
り
や
、排
水
対

策
の
啓
発
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
芸
は
、園
芸
指
導
員
に
よ
る
農
家
訪
問
や
作
物
別
研
修
会

を
随
時
開
催
し
、甲
賀
の
野
菜・
果
樹・
花
卉
の
生
産
拡
大・
増

収・品
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
茶
で
は
、荒
茶
成
分
分
析
や
土
壌
診
断
、防
除
研
修
会
を
実

施
し
、品
質
向
上
に
向
け
た
施
肥・防
除
指
導
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、計
画
的
な
茶
園
改
植
の
推
進
と
個
別
相
談
や
茶
園
改
植

事
業
に
係
る
経
費
支
援
を
行
い
、11
戸
で
３
．１
ha
の
改
植
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

米栽培現地研修会
（あぜみちモーニングスクール）の様子

元気倶楽部　グラウンド・ゴルフ大会

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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（
２
）生
活
指
導

　
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
活
動
で
は
、管
内
の
小
学
生
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
し
た「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
キ
ッ
ズ
倶
楽
部
」と
し
て
農
業

体
験
と
栽
培
教
室
を
実
施
し
、小
学
生
と
そ
の
ご
家
族
合
計
61

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、甲
賀
市
、湖
南
市
の
全
小
学
校
へ
食
農
教
育
を
す
す
め

る
雑
誌「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を
寄
贈
し
、５
年
生
の
夏
休
み
の
選
択
課

題
の
一
つ
と
し
て「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
感
想
文
」全
２
６
３
編
の
応
募

を
い
た
だ
き
、４
名
の
児
童
が
入
賞
を
さ
れ
ま
し
た
。組
合
員
の

健
康
と
く
ら
し
を
支
え
る
活
動
で
は
、滋
賀
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
と
の
連
携
に
よ
り
組
合
員
健
診
を
実
施
し
、延
べ

２
０
９
名
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
こ
う
か
女
性
部
で
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
や
活
動
の
活
性

化
に
よ
り
参
加
を
促
進
し
、部
員
数
は
前
年
か
ら
79
名
増
加
し
、

８
２
４
名
と
な
り
ま
し
た
。19
の
倶
楽
部
活
動
を
は
じ
め
、食
の

つ
ど
い
や
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、身
近
な
絆
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
地
区
別
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、教
育
文
化
活
動
の

取
り
組
み
が
創
意
工
夫
に
富

み
、活
発
な
Ｊ
Ａ
運
動
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、全
国

４
９
４
Ｊ
Ａ
の
中
か
ら
、令
和

７
年
度
全
国
家
の
光
大
会
で

「
家
の
光
文
化
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

 

審
査
・
監
査
・
管
理
部
門

（
１
）審
査
部
門

　
研
修
の
充
実
や
支
所
へ
の
臨
店
指
導
を
通
し
て
、融
資・
査
定

担
当
者
の
貸
出
審
査
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、厳
正
な

資
産
査
定
を
実
施
し
、健
全
か
つ
適
正
な
資
産
管
理
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

（
２
）監
査
部
門

　
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
監
査
に
加
え
、Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会
、業
務

執
行
部
門
の
帯
同
に
よ
り
内
部
監
査
業
務
の
高
度
化（
質
の
向

上
）に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
計
監
査
人
監
査・
監
事
監
査・
中
央
会
監
査
と
密
接

に
連
携
す
る
こ
と
で
監
査
の
効
率
性・有
効
性
を
高
め
、内
部
統

制
の
検
証
と
改
善
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

（
３
）管
理
部
門

　
地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
会
を
中
心
と
し
た
地
区
別
の
く
ら
し
の

活
動
の
展
開
や
、地
区
だ
よ
り
の
発
行
、新
規
加
入
組
合
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
や
懇
談
会
の
実
施
な
ど
、Ｊ
Ａ
の
様
々
な
組
織

活
動
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
の
拡
大
と
組
合
員
加
入
の
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
強
化
し
、W
e
b
広
報
紙

の
発
行
や
L
I
N
E
会
員
の
拡

大
に
取
り
組
み
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
員

数
は
５
︐７
６
２
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
広
報
活
動
で
は
、日
本
農
業

新
聞
へ
の
記
事
送
稿
数
が
年
間

で
２
０
２
本
と
な
り
、管
内
の
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
の
身
近
な
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
ま
し
た
。積

極
的
な
情
報
発
信
が
評
価
さ
れ
、

滋
賀
県
Ｊ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
に
お
い
て「
組
合
員
向
け

広
報
紙
の
部
」で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
人
事
労
務
管
理・人
権
対
策
】

　
近
年
、職
員
の
心
身
の
健
康
管
理
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、職
員
１
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
健

康
状
態
に
気
づ
き
、ス
ト
レ
ス
や
不
調
に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ

う
、全
職
員
を
対
象
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス・セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、組
合
員・
利
用
者
に
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
満
足
し
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
、昨
年
度
に
引
き
続
き

日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
主
催
の
電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、電
話
応
対
マ
ナ
ー
や
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　
職
場
環
境
に
お
い
て
は
、管
理
職
が
部
下
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
、風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、傾

聴
ス
キ
ル
の
更
な
る
向
上
を
目
的
と
し
た
１
on
１（
面
談
）研
修

を
実
施
し
、部
下
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
効
果
的
な

傾
聴
能
力
を
身
に
つ
け
た
管
理
職
の
育
成
に
継
続
し
て
取
組
み

ま
し
た
。

　
人
権
教
育
で
は
、職
場
単
位
の
人
権
問
題
実
践
研
修
や
長
時

間・短
時
間
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、組
合
員
に
向
け
て
は
、

広
報
紙
を
通
じ
た
啓
発
な
ど
、人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
た
。

地区ふれあい委員会活動（信楽地区味噌づくり教室）の様子

全国家の光文化賞受賞の様子

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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科　　　目 金　　　額
（　資　産　の　部　）

1 信用事業資産 175,959,958175,959,958
⑴ 現　　金 978,736
⑵ 預　　金 124,681,880

系 統 預 金 124,678,069
系統外預金 3,811

⑶ 有価証券 20,500,464
国　　　債 7,764,950
地　方　債 4,272,010
政府保証債 783,550
社　　　債 7,560,076

⑷ 貸 出 金 29,334,583
⑸ その他の信用事業資産 466,063

未収収益 298,495
その他の資産 167,568

⑹ 貸倒引当金 △ 1,767
2 共済事業資産 9,6549,654

⑴ その他の共済事業資産 9,654
3 経済事業資産 2,581,3102,581,310

⑴ 経済事業未収金 602,515
⑵ 経済受託債権 27,279
⑶ 棚 卸 資 産 1,859,034

購　買　品 260,601
販　売　品 1,504,356
宅　地　等 540
その他の棚卸資産 93,538

⑷ その他の経済事業資産 92,520
⑸ 貸倒引当金 △ 39

4 雑　資　産 465,357465,357
⑴ 雑　資　産 465,857
⑵ 貸倒引当金 △ 500

5 固定資産 3,337,6053,337,605
⑴ 有形固定資産 3,331,067

建 　 　 物 5,683,315
機 械 装 置 1,879,746
土 　 　 地 1,204,253
その他の有形固定資産 1,594,821
減価償却累計額 △ 7,031,067

⑵ 無形固定資産 6,538
6 外部出資 6,836,9286,836,928

⑴ 外部出資 6,836,928
系 統 出 資 6,434,234
系統外出資 158,304
子会社等出資 244,390

7 繰延税金資産 306,216306,216
資 産 の 部 合 計 189,497,027189,497,027

科　　　目 金　　　額
（　負　債　の　部 　）

1 信用事業負債 180,750,172180,750,172
⑴ 貯　　　金 179,866,214
⑵ その他の信用事業負債 880,920

未払費用 151,548
その他の負債 729,373

2 共済事業負債 873,525873,525
⑴ 共 済 資 金 494,781
⑵ 未経過共済付加収入 377,666
⑶ 共済未払費用 927
⑷ その他の共済事業負債 152

3 経済事業負債 504,406504,406
⑴ 経済事業未払金 318,563
⑵ 経済受託債務 11,727
⑶ その他の経済事業負債 174,117

4 雑　負　債 730,211730,211
⑴ 未払法人税等 14,842
⑵ 資産除去債務 11,479
⑶ その他の負債 703,889

5 諸引当金 1,106,7691,106,769
⑴ 賞与引当金 63,395
⑵ 退職給付引当金 840,231
⑶ 役員退職慰労引当金 53,102
⑷ 特例業務負担引当金 150,041
負 債 の 部 合 計 183,965,082183,965,082

（　純　資　産　の　部　）
1 組合員資本 10,087,19910,087,199

⑴ 出　資　金 2,587,470
⑵ 資本準備金 112,281
⑶ 利益剰余金 7,430,803

利益準備金 2,154,869
その他利益剰余金 5,275,935

施設修繕等積立金 595,604
有価証券価格変動積立金 201,334
税効果調整積立金 307,145
情報システム・ＤＸ対策積立金 300,000
経営健全化積立金 100,000
固定資産減損積立金 300,000
特別積立金 2,417,391
当期未処分剰余金 1,054,461

（うち当期剰余金） （186,221）
⑷ 処分未済持分 △ 43,355

2 評価・換算差額等 △ 4,555,254△ 4,555,254
⑴ その他有価証券評価差額金 △ 4,555,254
純 資 産 の 部 合 計 5,531,9455,531,945
負債及び純資産の部合計 189,497,027189,497,027

貸借対照表
第48事業年度　〔令和８年３月31日現在〕� （単位：千円）
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損益計算書
第48事業年度　〔令和７年４月１日から令和８年３月31日まで〕� （単位：千円）

科　　　目 金　　　額
１　事業総利益 2,995,4422,995,442
　　事業収益 6,924,9336,924,933
　　事業費用 3,929,4913,929,491
⑴　信用事業収益 1,645,116
　　　　資金運用収益 1,440,102
　　　　（うち預金利息） （747,064）
　　　　（うち有価証券利息） （248,407）
　　　　（うち貸出金利息） （337,854）
　　　　（うちその他受入利息） （106,777）
　　　　役務取引等収益 63,733
　　　　その他事業直接収益 9,746
　　　　その他経常収益 131,535
⑵　信用事業費用 488,267
　　　　資金調達費用 254,268
　　　　（うち貯金利息） （245,079）
　　　　（うち給付補填備金繰入） （4,231）
　　　　（うちその他支払利息） （4,684）
　　　　役務取引等費用 15,107
　　　　その他事業直接費用 140,765
　　　　その他経常費用 78,127
　　　　（うち貸倒引当金繰入） （92）

信 用 事 業 総 利 益 1,156,8481,156,848
⑶　共済事業収益 861,873
　　　　共済付加収入 800,968
　　　　その他の収益 60,905
⑷　共済事業費用 56,772
　　　　共済推進費 50,514
　　　　その他の費用 6,258

共 済 事 業 総 利 益 805,101805,101
⑸　購買事業収益 1,376,675
　　　　購買品供給高 1,359,875
　　　　購買手数料 12,017
　　　　その他の収益 4,783
⑹　購買事業費用 1,124,982
　　　　購買品供給原価 1,118,585
　　　　購買品供給費 3,468
　　　　その他の費用 2,929
　　　　（うち貸倒引当金戻入益） （△ 1）

購 買 事 業 総 利 益 251,692251,692
⑺　販売事業収益 2,101,317
　　　　販売品販売高 1,975,529
　　　　販売手数料 104,192
　　　　その他の収益 21,596
⑻　販売事業費用 1,742,494
　　　　販売品販売原価 1,691,255
　　　　販売費 16,331
　　　　その他の費用 34,907
　　　　（うち貸倒引当金繰入） （6）

販 売 事 業 総 利 益 358,824358,824
⑼　保管事業収益 3,892
⑽　保管事業費用 3,749

保 管 事 業 総 利 益 142142

科　　　目 金　　　額
⑾　加工事業収益 136,834
⑿　加工事業費用 120,195

加 工 事 業 総 利 益 16,63916,639
⒀　利用事業収益 653,702
⒁　利用事業費用 270,737

利 用 事 業 総 利 益 382,965382,965
⒂　宅地等供給事業収益 95,162
⒃　宅地等供給事業費用 62,196

宅地等供給事業総利益 32,96632,966
⒄　その他事業収益 3,183
⒅　その他事業費用 1,442

そ の 他 事 業 総 利 益 1,7411,741
⒆　指導事業収入 47,180
⒇　指導事業支出 58,657

指 導 事 業 収 支 差 額 △ 11,477△ 11,477
２　事業管理費 2,874,7802,874,780
⑴　人件費 1,826,769
⑵　業務費 495,566
⑶　諸税負担金 94,688
⑷　施設費 436,941
⑸　その他事業管理費 20,816

事 業 利 益 120,663120,663
３　事業外収益 149,520149,520
⑴　受取出資配当金 95,736
⑵　賃貸料 34,239
⑶　償却債権取立益 16,025
⑷　雑収入 3,520
４　事業外費用 29,52629,526
⑴　支払雑利息 3,304
⑵　寄付金 783
⑶　業務外減価償却費 6,443
⑷　雑損失 18,996

経 常 利 益 240,656240,656
５　特別利益 652,140652,140
⑴　固定資産処分益 22,076
⑵　一般補助金 602,464
⑶　子会社等出資売却益 27,600
６　特別損失 667,863667,863
⑴　固定資産処分損 20,118
⑵　固定資産圧縮損 579,124
⑶　減損損失 14,249
⑷　固定資産解体撤去費用 54,372

税 引 前 当 期 利 益 224,933224,933
法人税、住民税及び事業税 33,839
法人税等調整額 4,874

法 人 税 等 合 計 38,71338,713
当 期 剰 余 金 186,221186,221

当期首繰越剰余金 158,861
施設修繕等積立金取崩額 704,396
税効果調整積立金取崩額 4,984

当 期 未 処 分 剰 余 金 1,054,4611,054,461
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科　　　目 金　　　額
（　資　産　の　部　）

1 信用事業資産 175,959,958175,959,958
⑴ 現　　金 978,736
⑵ 預　　金 124,681,880

系 統 預 金 124,678,069
系統外預金 3,811

⑶ 有価証券 20,500,464
国　　　債 7,764,950
地　方　債 4,272,010
政府保証債 783,550
社　　　債 7,560,076

⑷ 貸 出 金 29,334,583
⑸ その他の信用事業資産 466,063

未収収益 298,495
その他の資産 167,568

⑹ 貸倒引当金 △ 1,767
2 共済事業資産 9,6549,654

⑴ その他の共済事業資産 9,654
3 経済事業資産 2,581,3102,581,310

⑴ 経済事業未収金 602,515
⑵ 経済受託債権 27,279
⑶ 棚 卸 資 産 1,859,034

購　買　品 260,601
販　売　品 1,504,356
宅　地　等 540
その他の棚卸資産 93,538

⑷ その他の経済事業資産 92,520
⑸ 貸倒引当金 △ 39

4 雑　資　産 465,357465,357
⑴ 雑　資　産 465,857
⑵ 貸倒引当金 △ 500

5 固定資産 3,337,6053,337,605
⑴ 有形固定資産 3,331,067

建 　 　 物 5,683,315
機 械 装 置 1,879,746
土 　 　 地 1,204,253
その他の有形固定資産 1,594,821
減価償却累計額 △ 7,031,067

⑵ 無形固定資産 6,538
6 外部出資 6,836,9286,836,928

⑴ 外部出資 6,836,928
系 統 出 資 6,434,234
系統外出資 158,304
子会社等出資 244,390

7 繰延税金資産 306,216306,216
資 産 の 部 合 計 189,497,027189,497,027

科　　　目 金　　　額
（　負　債　の　部 　）

1 信用事業負債 180,750,172180,750,172
⑴ 貯　　　金 179,866,214
⑵ その他の信用事業負債 880,920

未払費用 151,548
その他の負債 729,373

2 共済事業負債 873,525873,525
⑴ 共 済 資 金 494,781
⑵ 未経過共済付加収入 377,666
⑶ 共済未払費用 927
⑷ その他の共済事業負債 152

3 経済事業負債 504,406504,406
⑴ 経済事業未払金 318,563
⑵ 経済受託債務 11,727
⑶ その他の経済事業負債 174,117

4 雑　負　債 730,211730,211
⑴ 未払法人税等 14,842
⑵ 資産除去債務 11,479
⑶ その他の負債 703,889

5 諸引当金 1,106,7691,106,769
⑴ 賞与引当金 63,395
⑵ 退職給付引当金 840,231
⑶ 役員退職慰労引当金 53,102
⑷ 特例業務負担引当金 150,041
負 債 の 部 合 計 183,965,082183,965,082

（　純　資　産　の　部　）
1 組合員資本 10,087,19910,087,199

⑴ 出　資　金 2,587,470
⑵ 資本準備金 112,281
⑶ 利益剰余金 7,430,803

利益準備金 2,154,869
その他利益剰余金 5,275,935

施設修繕等積立金 595,604
有価証券価格変動積立金 201,334
税効果調整積立金 307,145
情報システム・ＤＸ対策積立金 300,000
経営健全化積立金 100,000
固定資産減損積立金 300,000
特別積立金 2,417,391
当期未処分剰余金 1,054,461

（うち当期剰余金） （186,221）
⑷ 処分未済持分 △ 43,355

2 評価・換算差額等 △ 4,555,254△ 4,555,254
⑴ その他有価証券評価差額金 △ 4,555,254
純 資 産 の 部 合 計 5,531,9455,531,945
負債及び純資産の部合計 189,497,027189,497,027

貸借対照表
第48事業年度　〔令和８年３月31日現在〕� （単位：千円）
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損益計算書
第48事業年度　〔令和７年４月１日から令和８年３月31日まで〕� （単位：千円）

科　　　目 金　　　額
１　事業総利益 2,995,4422,995,442
　　事業収益 6,924,9336,924,933
　　事業費用 3,929,4913,929,491
⑴　信用事業収益 1,645,116
　　　　資金運用収益 1,440,102
　　　　（うち預金利息） （747,064）
　　　　（うち有価証券利息） （248,407）
　　　　（うち貸出金利息） （337,854）
　　　　（うちその他受入利息） （106,777）
　　　　役務取引等収益 63,733
　　　　その他事業直接収益 9,746
　　　　その他経常収益 131,535
⑵　信用事業費用 488,267
　　　　資金調達費用 254,268
　　　　（うち貯金利息） （245,079）
　　　　（うち給付補填備金繰入） （4,231）
　　　　（うちその他支払利息） （4,684）
　　　　役務取引等費用 15,107
　　　　その他事業直接費用 140,765
　　　　その他経常費用 78,127
　　　　（うち貸倒引当金繰入） （92）

信 用 事 業 総 利 益 1,156,8481,156,848
⑶　共済事業収益 861,873
　　　　共済付加収入 800,968
　　　　その他の収益 60,905
⑷　共済事業費用 56,772
　　　　共済推進費 50,514
　　　　その他の費用 6,258

共 済 事 業 総 利 益 805,101805,101
⑸　購買事業収益 1,376,675
　　　　購買品供給高 1,359,875
　　　　購買手数料 12,017
　　　　その他の収益 4,783
⑹　購買事業費用 1,124,982
　　　　購買品供給原価 1,118,585
　　　　購買品供給費 3,468
　　　　その他の費用 2,929
　　　　（うち貸倒引当金戻入益） （△ 1）

購 買 事 業 総 利 益 251,692251,692
⑺　販売事業収益 2,101,317
　　　　販売品販売高 1,975,529
　　　　販売手数料 104,192
　　　　その他の収益 21,596
⑻　販売事業費用 1,742,494
　　　　販売品販売原価 1,691,255
　　　　販売費 16,331
　　　　その他の費用 34,907
　　　　（うち貸倒引当金繰入） （6）

販 売 事 業 総 利 益 358,824358,824
⑼　保管事業収益 3,892
⑽　保管事業費用 3,749

保 管 事 業 総 利 益 142142

科　　　目 金　　　額
⑾　加工事業収益 136,834
⑿　加工事業費用 120,195

加 工 事 業 総 利 益 16,63916,639
⒀　利用事業収益 653,702
⒁　利用事業費用 270,737

利 用 事 業 総 利 益 382,965382,965
⒂　宅地等供給事業収益 95,162
⒃　宅地等供給事業費用 62,196

宅地等供給事業総利益 32,96632,966
⒄　その他事業収益 3,183
⒅　その他事業費用 1,442

そ の 他 事 業 総 利 益 1,7411,741
⒆　指導事業収入 47,180
⒇　指導事業支出 58,657

指 導 事 業 収 支 差 額 △ 11,477△ 11,477
２　事業管理費 2,874,7802,874,780
⑴　人件費 1,826,769
⑵　業務費 495,566
⑶　諸税負担金 94,688
⑷　施設費 436,941
⑸　その他事業管理費 20,816

事 業 利 益 120,663120,663
３　事業外収益 149,520149,520
⑴　受取出資配当金 95,736
⑵　賃貸料 34,239
⑶　償却債権取立益 16,025
⑷　雑収入 3,520
４　事業外費用 29,52629,526
⑴　支払雑利息 3,304
⑵　寄付金 783
⑶　業務外減価償却費 6,443
⑷　雑損失 18,996

経 常 利 益 240,656240,656
５　特別利益 652,140652,140
⑴　固定資産処分益 22,076
⑵　一般補助金 602,464
⑶　子会社等出資売却益 27,600
６　特別損失 667,863667,863
⑴　固定資産処分損 20,118
⑵　固定資産圧縮損 579,124
⑶　減損損失 14,249
⑷　固定資産解体撤去費用 54,372

税 引 前 当 期 利 益 224,933224,933
法人税、住民税及び事業税 33,839
法人税等調整額 4,874

法 人 税 等 合 計 38,71338,713
当 期 剰 余 金 186,221186,221

当期首繰越剰余金 158,861
施設修繕等積立金取崩額 704,396
税効果調整積立金取崩額 4,984

当 期 未 処 分 剰 余 金 1,054,4611,054,461
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目的積立金に関する注記

⑴　施設修繕等積立金
積 立 目 的 事業用施設および共用施設の固定資産投資および修繕等にかかる資金流出に備えるため
取 崩 基 準 一施設にかかる固定資産投資額および修繕費・解体費の合計額が3,000万円を超える事業年度に相当額を取り崩す
積 立 目 標 1,300,000千円
当期末残高 595,604千円

⑵　有価証券価格変動積立金
積 立 目 的 有価証券の著しい価格変動に伴う損失発生に備えるため
取 崩 基 準 時価の著しい下落に伴う評価損計上（減損処理）等により、当期剰余金に重要な影響を与える事業年度に当該減損処理

等相当額を取り崩す
積 立 目 標 有価証券の期末帳簿残高（取得原価又は償却原価）の１/100
当期末残高 201,334千円

⑶　税効果調整積立金
積 立 目 的 税効果会計による繰延税金資産（法人税等の前払部分）について、回収時まで剰余金処分を留保するため
取 崩 基 準 法人税等の前払金額が回収された事業年度において回収相当額を取り崩す
積 立 目 標 繰延税金資産相当額
当期末残高 307,145千円

⑷　情報システム・ＤＸ対策積立金
積 立 目 的 将来の県域基幹システムの更改、業務の効率化に向けた業務システムの導入・更改および必要な機器導入等にかかる支

出に充てるため
取 崩 基 準 積立の目的に合致する資産の取得および必要な経費の支出があった年度に要した金額を取り崩す
積 立 目 標 500,000千円
当期末残高 300,000千円

⑸　経営健全化積立金
積 立 目 的 資産査定における破綻懸念先・実質破綻先・破綻先の債権処理にかかる損失について経営に及ぼす影響を軽減するため
取 崩 基 準 破綻懸念先・実質破綻先・破綻先に対する債権処理にかかる損失が当期剰余金に重要な影響を与える事業年度に相当額

を取り崩す
積 立 目 標 100,000千円
当期末残高 100,000千円

⑹　固定資産減損積立金
積 立 目 的 固定資産の遊休化やキャッシュフローの減少等による減損損失の発生について経営に及ぼす影響を軽減するため
取 崩 基 準 減損損失が当期剰余金に重要な影響を与える事業年度に相当額を取り崩す
積 立 目 標 300,000千円
当期末残高 300,000千円

組合員資本 �（単位：千円）

種　　類 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
出　資　金 2,622,115 97,555 132,200 2,587,470
資本準備金 112,281 ─ ─ 112,281
利益剰余金 7,277,777 1,355,601 1,202,575 7,430,803

　

利益準備金 2,094,869 60,000 ─ 2,154,869
その他利益剰余金 5,182,909 1,295,601 1,202,575 5,275,935

施設修繕等積立金 1,300,000 ─ 704,396 595,604
有価証券価格変動積立金 201,334 ─ ─ 201,334
税効果調整積立金 312,129 ─ 4,984 307,145
情報システム・ＤＸ対策積立金 100,000 300,000 100,000 300,000
経営健全化積立金 100,000 ─ ─ 100,000
固定資産減損積立金 300,000 ─ ─ 300,000
特別積立金 2,417,391 ─ ─ 2,417,391
当期未処分剰余金 452,055 995,601 393,194 1,054,461

処分未済持分 △ 44,775 △ 43,355 △ 44,775 △ 43,355
合　　計 9,967,3989,967,398 1,409,8011,409,801 1,290,0001,290,000 10,087,19910,087,199

特別企画
第48回通常総代会を開催しました

16.45％（令和８年３月31日現在）単体自己資本比率
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種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
生
産
資
材

肥 料 417,418 429,083 102.8
農 薬 225,822 225,642 99.9
飼 料 29,880 33,531 112.2
その他生産資材 155,497 176,501 113.5

計 828,616828,616 864,758864,758 104.4104.4
生
活
物
資

食
品

米 283,150 291,772 103.0
一 般 食 品 204,021 207,737 101.8

日用 保 健 雑 貨 111,505 114,235 102.4
計 598,675598,675 613,744613,744 102.5102.5

合　計 1,427,2921,427,292 1,478,5021,478,502 103.6103.6

⑶　購買事業　購買品供給高� （単位：千円、％）

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
生

命

総

合

共

済

終 身 共 済 128,863,513 121,640,230 94.4
定 期 生 命 共 済 5,270,850 5,955,070 113.0
養 老 生 命 共 済 34,924,545 30,030,689 86.0

うちこども共済 14,362,631 13,157,914 91.6
医 療 共 済 1,178,750 1,034,750 87.8
が ん 共 済 295,000 274,500 93.1
定 期 医 療 共 済 448,100 413,700 92.3
介 護 共 済 5,102,104 5,280,932 103.5
年 金 共 済 1,228,200 1,013,200 82.5

建 物 更 生 共 済 215,812,351 212,553,150 98.5
合　計 393,123,415393,123,415 378,196,223378,196,223 96.296.2

⑵　共済事業　長期共済保有高� （単位：千円、％）

事業別の明細
⑴　信用事業� （単位：千円、％）

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
貯 金 175,613,151 179,866,214 102.4

当 座 性 貯 金 83,809,489 82,818,293 98.8
定 期 貯 金 88,930,458 93,935,863 105.6
定 期 積 金 2,873,205 3,112,059 108.3

貸 出 金 25,717,483 29,334,583 114.1
手 形 貸 付 金 51,646 44,892 86.9
証 書 貸 付 金 25,524,911 29,167,288 114.3
当 座 貸 越 140,926 122,403 86.9

預 金 126,347,407 124,681,880 98.7
系 統 預 金 126,343,420 124,678,069 98.7
系 統 外 預 金 3,987 3,811 95.6

有 価 証 券 21,672,667 20,500,464 94.6
国 債 8,030,930 7,764,950 96.7
地 方 債 4,446,130 4,272,010 96.1
政 府 保 証 債 865,170 783,550 90.6
社債・受益証券 8,330,437 7,679,954 92.2

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
麦 25,512 39,944 156.6

豆 ・ 雑 穀 137,472 196,487 142.9
野 菜 類 539,858 531,274 98.4

茶 164,028 205,266 125.1
そ の 他 農 産 物 762 773 101.4
花 卉 類 4,960 3,307 66.7
牛 乳 459,631 425,702 92.6
肉 用 牛 196,598 185,563 94.4
そ の 他 畜 産 物 24,383 26,919 110.4

合　計 1,553,2041,553,204 1,615,2361,615,236 104.0104.0

⑷　販売事業　①受託販売品取り扱い高� （単位：千円、％）

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
米 1,765,447 1,652,041 93.6

雑 穀 1,771 2,726 153.9
野 菜 類 261,768 244,872 93.5

茶 49,535 42,534 85.9
その 他 農 畜 産 物 30,974 32,998 106.5
花 卉 類 736 357 48.5

合　計 2,110,2312,110,231 1,975,5291,975,529 93.693.6

　　　　　　　②買取販売品取り扱い高� （単位：千円、％）

項　目 令和６年度 令和７年度 前年比
収

益

保 管 料 2,930 2,245 76.6
その 他 の 収 益 1,506 1,647 109.4

計 4,4364,436 3,8923,892 87.787.7
費

用

保 管 資 材 費 398 527 132.4
保 管 電 力 費 3,192 3,215 100.7
その 他 の 費 用 52 7 ─

計 3,6423,642 3,7493,749 102.9102.9
保管事業総利益 794794 142142 17.917.9

⑸　保管事業� （単位：千円、％）

項　目 令和６年度 令和７年度 前年比
収

益

製 茶 収 益 291 210 72.2
再 製 茶 収 益 113,368 136,624 120.5

計 113,659113,659 136,834136,834 120.4120.4
費

用

製 茶 費 用 127 148 116.5
再 製 茶 費 用 98,114 120,047 122.4

計 98,24298,242 120,195120,195 122.3122.3
加工事業総利益 15,41815,418 16,63916,639 107.9107.9

⑹　加工事業� （単位：千円、％）

（単位：円）
科　　目 金　額

１．当期未処分剰余金 1,054,461,2541,054,461,254
２．任意積立金取崩額 201,333,740201,333,740
　　有価証券価格変動積立金 201,333,740

計 1,255,794,9941,255,794,994
３．剰余金処分額 1,118,055,5421,118,055,542
　　⑴　利益準備金 50,000,000
　　⑵　任意積立金 1,030,000,000
　　　　有価証券価格変動積立金 1,000,000,000
　　　　地域農業次世代対策積立金 30,000,000
　　⑶　出資配当金 38,055,542
４．次期繰越剰余金 137,739,452137,739,452

注記
１． 出資配当金は、年1.5％の割合とし、

各組合員の指定口座に振込みます。
なお、令和７年度内の払込分について
は、日割り計算とします。

２． 次期繰越剰余金には、営農・生活・文
化改善に充てるための教育情報繰越
金15,000,000円が含まれています。

剰余金処分案
（第48事業年度）

（※） 出資配当金は、各組合員の指定口座に
令和８年７月７日（火）に振り込みました。

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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目的積立金に関する注記

⑴　施設修繕等積立金
積 立 目 的 事業用施設および共用施設の固定資産投資および修繕等にかかる資金流出に備えるため
取 崩 基 準 一施設にかかる固定資産投資額および修繕費・解体費の合計額が3,000万円を超える事業年度に相当額を取り崩す
積 立 目 標 1,300,000千円
当期末残高 595,604千円

⑵　有価証券価格変動積立金
積 立 目 的 有価証券の著しい価格変動に伴う損失発生に備えるため
取 崩 基 準 時価の著しい下落に伴う評価損計上（減損処理）等により、当期剰余金に重要な影響を与える事業年度に当該減損処理

等相当額を取り崩す
積 立 目 標 有価証券の期末帳簿残高（取得原価又は償却原価）の１/100
当期末残高 201,334千円

⑶　税効果調整積立金
積 立 目 的 税効果会計による繰延税金資産（法人税等の前払部分）について、回収時まで剰余金処分を留保するため
取 崩 基 準 法人税等の前払金額が回収された事業年度において回収相当額を取り崩す
積 立 目 標 繰延税金資産相当額
当期末残高 307,145千円

⑷　情報システム・ＤＸ対策積立金
積 立 目 的 将来の県域基幹システムの更改、業務の効率化に向けた業務システムの導入・更改および必要な機器導入等にかかる支

出に充てるため
取 崩 基 準 積立の目的に合致する資産の取得および必要な経費の支出があった年度に要した金額を取り崩す
積 立 目 標 500,000千円
当期末残高 300,000千円

⑸　経営健全化積立金
積 立 目 的 資産査定における破綻懸念先・実質破綻先・破綻先の債権処理にかかる損失について経営に及ぼす影響を軽減するため
取 崩 基 準 破綻懸念先・実質破綻先・破綻先に対する債権処理にかかる損失が当期剰余金に重要な影響を与える事業年度に相当額

を取り崩す
積 立 目 標 100,000千円
当期末残高 100,000千円

⑹　固定資産減損積立金
積 立 目 的 固定資産の遊休化やキャッシュフローの減少等による減損損失の発生について経営に及ぼす影響を軽減するため
取 崩 基 準 減損損失が当期剰余金に重要な影響を与える事業年度に相当額を取り崩す
積 立 目 標 300,000千円
当期末残高 300,000千円

組合員資本 �（単位：千円）

種　　類 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
出　資　金 2,622,115 97,555 132,200 2,587,470
資本準備金 112,281 ─ ─ 112,281
利益剰余金 7,277,777 1,355,601 1,202,575 7,430,803

　

利益準備金 2,094,869 60,000 ─ 2,154,869
その他利益剰余金 5,182,909 1,295,601 1,202,575 5,275,935

施設修繕等積立金 1,300,000 ─ 704,396 595,604
有価証券価格変動積立金 201,334 ─ ─ 201,334
税効果調整積立金 312,129 ─ 4,984 307,145
情報システム・ＤＸ対策積立金 100,000 300,000 100,000 300,000
経営健全化積立金 100,000 ─ ─ 100,000
固定資産減損積立金 300,000 ─ ─ 300,000
特別積立金 2,417,391 ─ ─ 2,417,391
当期未処分剰余金 452,055 995,601 393,194 1,054,461

処分未済持分 △ 44,775 △ 43,355 △ 44,775 △ 43,355
合　　計 9,967,3989,967,398 1,409,8011,409,801 1,290,0001,290,000 10,087,19910,087,199

特別企画
第48回通常総代会を開催しました

16.45％（令和８年３月31日現在）単体自己資本比率
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種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
生
産
資
材

肥 料 417,418 429,083 102.8
農 薬 225,822 225,642 99.9
飼 料 29,880 33,531 112.2
その他生産資材 155,497 176,501 113.5

計 828,616828,616 864,758864,758 104.4104.4
生
活
物
資

食
品

米 283,150 291,772 103.0
一 般 食 品 204,021 207,737 101.8

日用 保 健 雑 貨 111,505 114,235 102.4
計 598,675598,675 613,744613,744 102.5102.5

合　計 1,427,2921,427,292 1,478,5021,478,502 103.6103.6

⑶　購買事業　購買品供給高� （単位：千円、％）

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
生

命

総

合

共

済

終 身 共 済 128,863,513 121,640,230 94.4
定 期 生 命 共 済 5,270,850 5,955,070 113.0
養 老 生 命 共 済 34,924,545 30,030,689 86.0

うちこども共済 14,362,631 13,157,914 91.6
医 療 共 済 1,178,750 1,034,750 87.8
が ん 共 済 295,000 274,500 93.1
定 期 医 療 共 済 448,100 413,700 92.3
介 護 共 済 5,102,104 5,280,932 103.5
年 金 共 済 1,228,200 1,013,200 82.5

建 物 更 生 共 済 215,812,351 212,553,150 98.5
合　計 393,123,415393,123,415 378,196,223378,196,223 96.296.2

⑵　共済事業　長期共済保有高� （単位：千円、％）

事業別の明細
⑴　信用事業� （単位：千円、％）

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
貯 金 175,613,151 179,866,214 102.4

当 座 性 貯 金 83,809,489 82,818,293 98.8
定 期 貯 金 88,930,458 93,935,863 105.6
定 期 積 金 2,873,205 3,112,059 108.3

貸 出 金 25,717,483 29,334,583 114.1
手 形 貸 付 金 51,646 44,892 86.9
証 書 貸 付 金 25,524,911 29,167,288 114.3
当 座 貸 越 140,926 122,403 86.9

預 金 126,347,407 124,681,880 98.7
系 統 預 金 126,343,420 124,678,069 98.7
系 統 外 預 金 3,987 3,811 95.6

有 価 証 券 21,672,667 20,500,464 94.6
国 債 8,030,930 7,764,950 96.7
地 方 債 4,446,130 4,272,010 96.1
政 府 保 証 債 865,170 783,550 90.6
社債・受益証券 8,330,437 7,679,954 92.2

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
麦 25,512 39,944 156.6

豆 ・ 雑 穀 137,472 196,487 142.9
野 菜 類 539,858 531,274 98.4

茶 164,028 205,266 125.1
そ の 他 農 産 物 762 773 101.4
花 卉 類 4,960 3,307 66.7
牛 乳 459,631 425,702 92.6
肉 用 牛 196,598 185,563 94.4
そ の 他 畜 産 物 24,383 26,919 110.4

合　計 1,553,2041,553,204 1,615,2361,615,236 104.0104.0

⑷　販売事業　①受託販売品取り扱い高� （単位：千円、％）

種　類 令和６年度 令和７年度 前年比
米 1,765,447 1,652,041 93.6

雑 穀 1,771 2,726 153.9
野 菜 類 261,768 244,872 93.5

茶 49,535 42,534 85.9
その 他 農 畜 産 物 30,974 32,998 106.5
花 卉 類 736 357 48.5

合　計 2,110,2312,110,231 1,975,5291,975,529 93.693.6

　　　　　　　②買取販売品取り扱い高� （単位：千円、％）

項　目 令和６年度 令和７年度 前年比
収

益

保 管 料 2,930 2,245 76.6
その 他 の 収 益 1,506 1,647 109.4

計 4,4364,436 3,8923,892 87.787.7
費

用

保 管 資 材 費 398 527 132.4
保 管 電 力 費 3,192 3,215 100.7
その 他 の 費 用 52 7 ─

計 3,6423,642 3,7493,749 102.9102.9
保管事業総利益 794794 142142 17.917.9

⑸　保管事業� （単位：千円、％）

項　目 令和６年度 令和７年度 前年比
収

益

製 茶 収 益 291 210 72.2
再 製 茶 収 益 113,368 136,624 120.5

計 113,659113,659 136,834136,834 120.4120.4
費

用

製 茶 費 用 127 148 116.5
再 製 茶 費 用 98,114 120,047 122.4

計 98,24298,242 120,195120,195 122.3122.3
加工事業総利益 15,41815,418 16,63916,639 107.9107.9

⑹　加工事業� （単位：千円、％）

（単位：円）
科　　目 金　額

１．当期未処分剰余金 1,054,461,2541,054,461,254
２．任意積立金取崩額 201,333,740201,333,740
　　有価証券価格変動積立金 201,333,740

計 1,255,794,9941,255,794,994
３．剰余金処分額 1,118,055,5421,118,055,542
　　⑴　利益準備金 50,000,000
　　⑵　任意積立金 1,030,000,000
　　　　有価証券価格変動積立金 1,000,000,000
　　　　地域農業次世代対策積立金 30,000,000
　　⑶　出資配当金 38,055,542
４．次期繰越剰余金 137,739,452137,739,452

注記
１． 出資配当金は、年1.5％の割合とし、

各組合員の指定口座に振込みます。
なお、令和７年度内の払込分について
は、日割り計算とします。

２． 次期繰越剰余金には、営農・生活・文
化改善に充てるための教育情報繰越
金15,000,000円が含まれています。

剰余金処分案
（第48事業年度）

（※） 出資配当金は、各組合員の指定口座に
令和８年７月７日（火）に振り込みました。

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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項　目 令和６年度 令和７年度 前年比

収

　
　
　益

育 苗 収 益 168,099 166,958 99.3
カントリー収 益 126,168 116,108 92.0
ライスセンター収益 ─ ─ －
観光利用収益 873 782 89.6
葬祭利用収益 322,389 302,312 93.8
その他利用収益 56,096 67,542 120.4

計 673,626673,626 653,702653,702 97.097.0

費

　
　
　用

育 苗 費 用 50,031 50,885 101.7
カントリー費 用 29,365 30,785 104.8
ライスセンター費用 335 346 103.3
観光利用費用 321 20 6.2
葬祭利用費用 190,859 183,849 96.3
その他利用費用 5,340 4,851 90.8

計 276,251276,251 270,737270,737 98.098.0
利用事業総利益 397,375397,375 382,965382,965 96.496.4

⑺　利用事業� （単位：千円、％）
項　目 令和６年度 令和７年度 前年比

収

　
　
　入

指導事業補助金 1,170 598 51.1
営農実費収入 979 790 80.7
畜産実費収入 25,505 26,436 103.7
生活実費収入 6,108 5,613 91.9
指 導 雑 収 入 10,077 13,743 136.4

計 43,83943,839 47,18047,180 107.6107.6

支

　
　
　出

営農改善指導費 1,986 2,401 120.9
畜産改善指導費 21,781 22,832 104.8
生活文化改善指導費 8,492 9,144 107.7
広 報 活 動 費 19,158 16,553 86.4
組 織 指 導 費 5,368 4,677 87.1
農 政 活 動 費 2,445 2,403 98.3
指 導 雑 費 569 648 113.9

計 59,79859,798 58,65758,657 98.198.1
指導事業収支差額 △ 15,959△ 15,959 △ 11,477△ 11,477 128.1128.1

⑻　指導事業� （単位：千円、％）

─ 第17次３ヵ年計画の策定にあたって ─
　第17次３ヵ年計画では、第16次３ヵ年計画の取り組み状況と課題をふまえ、甲賀市並びに湖南市の農業とＪＡを取り巻く環境
変化に対応し、当組合の３つのビジョンである、夢のある地域農業づくり、心豊かで安心して暮らせる地域づくり、元気なＪＡづくり
に向かって事業と組織活動のさらなる魅力向上に取り組みます。
　そのため、組合員のみなさまとの対話を通じて自己改革の取り組みの評価を把握し、次の取り組みに繋げることで、総合事業を
基本とした不断の自己改革を実践します。� 【★印の項目は新たな取り組み計画です】

Ⅰ．夢のある地域農業づくり
　近年の農業情勢は、気候変動や国際情勢の影響による生
産コストの上昇、農業従事者の高齢化と担い手不足、さら
には消費者ニーズの多様化など、かつてない変化と多様な
課題に直面しています。こうした状況を受け、政府は農業
経営基盤強化促進法の改正やみどりの食料システム戦略な
ど、経営の効率化、食料安全保障の強化や環境負荷低減を
柱とした農政の転換を進めており、持続可能で競争力のあ
る農業の実現に向けて、今まさに大きな変革期を迎えてい
ます。
　管内においても、約７割を占める中山間地域では、条件
不利地により、労力の増加に係る負担が大きくのしかかり、
多くの集落において近い将来、担い手が急激に減少すると
いった深刻な担い手不足が見込まれています。また、高温
等により主産品である米の品質が低下するなど気候変動の
影響を大きく受けています。一方、園芸では、重点品目や
果樹等で新たな生産者の定着もあり、これまで中心として
いた生産指導の取り組みについて、より専門性の高い指導体制の実践と、新たな販売戦略の策定等が必要となっています。
　第17次３ヵ年は、地域農業の変革期であることを認識し、これまでの多様な農業者に対応した選択制のある農業メニューづくりを
継続しつつも、特に、管内の滋賀羽二重糯の特産化や園芸品のブランド力向上（販売力強化）に向けた取り組みと、農業者の減少
を見据えた担い手づくりの取り組みを柱とします。さらに、気候変動に対応した新たな米品種の推進や、省力化に向けたドローン�
防除の拡大等、環境変化に対応した農業を推進します。
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特別企画
第48回通常総代会を開催しました

12

１ ．管内農産物の特産化に向けた取り組みの強化
⑴ 　滋賀羽二重糯の特産化に取り組みます。
　管内で生産されている滋賀羽二重糯は、県内で
も需要が高く、令和７年産においては生産量が不
足している状況です。また、令和７年産うるち米
の価格高騰により販売価格の差は縮小したとはい
え、糯米の販売価格はうるち米と比較して高い水準です。このため、持続可能な地域農業を進めていく上で、生産者の農業所得向
上への取り組みの一つとして滋賀羽二重糯のさらなる特産化に向けた生産拡大に取り組みます。あわせて、生産者のうるち米との
コンタミ防止にかかる手間等を削減するため、糯米専用の乾燥調製施設の整備を進めます。

⑵ 　茶・野菜・果樹・花卉等の地域ブランド力
向上に取り組みます。
　野菜や果樹等の生産者と連携した契約指導員
制度の構築により、新たな生産者への実践的な
生産指導に取り組みます。これにより職員の力
を生産指導だけでなく販売力の強化へシフトし
ていくことで地域ブランド力を高めます。

２．担い手づくりの取り組みの促進
⑴ 　農業サービス事業体（※１）の設立準備室を設置し、事業化に取り組みます。
　令和７年度に開催した地区別運営委員会のグループワークでご意見をいただ
いた地域計画の実態や課題では、中山間地域を中心とした担い手不足や農作業
の労力負担の増加により、集落内の農業者だけでは地域農業を維持していくこと
が困難になることも見込まれます。このため、農業サービス事業体の設立準備
室を設置し、地域農業は地域で守るを基本として地域の農業者だけでなく地域住
民とも連携した上で、農作業支援や土地利用型の新規就農者の育成等、スマー
ト農業を駆使した様々な農業関連サービスの事業化に取り組みます。
（※１）　�農業サービス事業体とは、持続可能な地域農業の実現のため、集落（地域）単位などでの農作

業支援（人材派遣含む）、中山間地域等の農地保全、土地利用型の新規就農者の育成、ＪＡの
共同利用施設の運営受託等、地域で必要とされる農業関連サービスを提供する事業体です

⑵ 　集落の次世代担い手による組織活動への参加を
促進します。
　集落の営農法人が地域農業を担っている集落で
は、法人の次世代役員となる人材の育成が持続的な地域農業に不可欠です。このため、地域営農組織次世代部会への各法人から
の参加を促進することで、法人の担い手同士の横のつながりや、様々な経営情報の共有を強化します。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
滋賀羽二重糯の複数年契約数量 袋 7,300 7,500 7,700

★ 産地ブランド化に向けたＪＡこう
か産地表示の協力取引先数 先 １ ２ ３

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 契約指導員制度の構築（トレーニ
ングファーム（仮称）の設置） ─ 制度設計

（ブドウ・梨） ２ヵ所設置 運用・検証

★ トレーニングファームからの新規生産者数 戸 ─ ─ ２（ブドウ）
２（　梨　）

★ 茶・野菜・果樹の加工品開発と販売 ─ 調査・企画 試作・開発 商品化
★ 園芸特産品・加工品の新規取引先数 件/年 ３ ３ ３

①地域農業の課題（令和７年12月第１回地区別運営委員会の意見集約より）
項　　目 内　　　容

後継者不足 ・過疎化の進行と農業者の高齢化により離農が顕著
・企業の定年延長や雇用延長による人材不足

不利地農地 ・中山間の未整備田や急傾斜による法面の草刈り等で作業効率の低下
農業機械更新 ・農業機械の高騰により、更新時に離農を選択

獣害被害 ・耕作放棄地の増加
・平野部における河川敷からの侵入増加

農業インフラ
整備

・農地整備、畦畔整備（区画整理、耕作条件の改善、換地計画）
・農業水利施設の整備（幹線水路、パイプライン化、IoT（※２）水管理）

農事改良組合
農業組合

・農業者の減少に伴い、組織の求心力低下
・組織の活動、維持が困難

行政の支援 ・地域計画の随時更新
・人的物資の支援強化（人・物・金）

（※２）　�IoTは、インターネットを活用し、機器やセンサーをインターネットに接続してデータを収集・共有・
制御する技術のことを指します。これにより、手動で行っていた操作や監視が自動化され、効率
化や利便性の向上に繋がります

③事業内容のイメージ
事業イメージ 内　　　容

作業受委託
①機械作業を中心とした耕起・田植・
収穫などの作業

②ドローンによる防除、施肥散布の
作業　等

新規就農支援
（土地利用型）

①新規就農者のトレーニング機能
②トレーニングセンター・ICT（※３）に
よる未経験者のほ場管理サポート
③独立を目指した農地の貸借等の
就農後サポート　等

※�事業化について検討を進めるため、現状で上記の
全てを実施する想定ではありません

（※３）　�ICTは、情報を扱う技術と通信技術を組み合わせた概
念です。インターネット、クラウドサービス、データベー
ス、通信ネットワークなどが含まれ、ICTを活用するこ
とで業務の効率化や生産性向上を図ることができます

②�ＪＡこうか農業サービス事業体（土地利用型）の
イメージ

農業サービス
事業体

農事改良組合
農業組合
（地域）

組合員

行政　国/県/市

新規就農支援 スマート農業

農産物の集荷・出荷・販売

人材派遣
作業受委託

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
地域営農組織次世代部会への集
落営農法人の参加数 法人 24 27 30

特別企画
第48回通常総代会を開催しました

13



項　目 令和６年度 令和７年度 前年比

収

　
　
　益

育 苗 収 益 168,099 166,958 99.3
カントリー収 益 126,168 116,108 92.0
ライスセンター収益 ─ ─ －
観光利用収益 873 782 89.6
葬祭利用収益 322,389 302,312 93.8
その他利用収益 56,096 67,542 120.4

計 673,626673,626 653,702653,702 97.097.0

費

　
　
　用

育 苗 費 用 50,031 50,885 101.7
カントリー費 用 29,365 30,785 104.8
ライスセンター費用 335 346 103.3
観光利用費用 321 20 6.2
葬祭利用費用 190,859 183,849 96.3
その他利用費用 5,340 4,851 90.8

計 276,251276,251 270,737270,737 98.098.0
利用事業総利益 397,375397,375 382,965382,965 96.496.4

⑺　利用事業� （単位：千円、％）
項　目 令和６年度 令和７年度 前年比

収

　
　
　入

指導事業補助金 1,170 598 51.1
営農実費収入 979 790 80.7
畜産実費収入 25,505 26,436 103.7
生活実費収入 6,108 5,613 91.9
指 導 雑 収 入 10,077 13,743 136.4

計 43,83943,839 47,18047,180 107.6107.6

支

　
　
　出

営農改善指導費 1,986 2,401 120.9
畜産改善指導費 21,781 22,832 104.8
生活文化改善指導費 8,492 9,144 107.7
広 報 活 動 費 19,158 16,553 86.4
組 織 指 導 費 5,368 4,677 87.1
農 政 活 動 費 2,445 2,403 98.3
指 導 雑 費 569 648 113.9

計 59,79859,798 58,65758,657 98.198.1
指導事業収支差額 △ 15,959△ 15,959 △ 11,477△ 11,477 128.1128.1

⑻　指導事業� （単位：千円、％）

─ 第17次３ヵ年計画の策定にあたって ─
　第17次３ヵ年計画では、第16次３ヵ年計画の取り組み状況と課題をふまえ、甲賀市並びに湖南市の農業とＪＡを取り巻く環境
変化に対応し、当組合の３つのビジョンである、夢のある地域農業づくり、心豊かで安心して暮らせる地域づくり、元気なＪＡづくり
に向かって事業と組織活動のさらなる魅力向上に取り組みます。
　そのため、組合員のみなさまとの対話を通じて自己改革の取り組みの評価を把握し、次の取り組みに繋げることで、総合事業を
基本とした不断の自己改革を実践します。� 【★印の項目は新たな取り組み計画です】

Ⅰ．夢のある地域農業づくり
　近年の農業情勢は、気候変動や国際情勢の影響による生
産コストの上昇、農業従事者の高齢化と担い手不足、さら
には消費者ニーズの多様化など、かつてない変化と多様な
課題に直面しています。こうした状況を受け、政府は農業
経営基盤強化促進法の改正やみどりの食料システム戦略な
ど、経営の効率化、食料安全保障の強化や環境負荷低減を
柱とした農政の転換を進めており、持続可能で競争力のあ
る農業の実現に向けて、今まさに大きな変革期を迎えてい
ます。
　管内においても、約７割を占める中山間地域では、条件
不利地により、労力の増加に係る負担が大きくのしかかり、
多くの集落において近い将来、担い手が急激に減少すると
いった深刻な担い手不足が見込まれています。また、高温
等により主産品である米の品質が低下するなど気候変動の
影響を大きく受けています。一方、園芸では、重点品目や
果樹等で新たな生産者の定着もあり、これまで中心として
いた生産指導の取り組みについて、より専門性の高い指導体制の実践と、新たな販売戦略の策定等が必要となっています。
　第17次３ヵ年は、地域農業の変革期であることを認識し、これまでの多様な農業者に対応した選択制のある農業メニューづくりを
継続しつつも、特に、管内の滋賀羽二重糯の特産化や園芸品のブランド力向上（販売力強化）に向けた取り組みと、農業者の減少
を見据えた担い手づくりの取り組みを柱とします。さらに、気候変動に対応した新たな米品種の推進や、省力化に向けたドローン�
防除の拡大等、環境変化に対応した農業を推進します。

第17次３ヵ年計画第17次３ヵ年計画（令和８年度～令和10年度）（令和８年度～令和10年度）
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１ ．管内農産物の特産化に向けた取り組みの強化
⑴ 　滋賀羽二重糯の特産化に取り組みます。
　管内で生産されている滋賀羽二重糯は、県内で
も需要が高く、令和７年産においては生産量が不
足している状況です。また、令和７年産うるち米
の価格高騰により販売価格の差は縮小したとはい
え、糯米の販売価格はうるち米と比較して高い水準です。このため、持続可能な地域農業を進めていく上で、生産者の農業所得向
上への取り組みの一つとして滋賀羽二重糯のさらなる特産化に向けた生産拡大に取り組みます。あわせて、生産者のうるち米との
コンタミ防止にかかる手間等を削減するため、糯米専用の乾燥調製施設の整備を進めます。

⑵ 　茶・野菜・果樹・花卉等の地域ブランド力
向上に取り組みます。
　野菜や果樹等の生産者と連携した契約指導員
制度の構築により、新たな生産者への実践的な
生産指導に取り組みます。これにより職員の力
を生産指導だけでなく販売力の強化へシフトし
ていくことで地域ブランド力を高めます。

２．担い手づくりの取り組みの促進
⑴ 　農業サービス事業体（※１）の設立準備室を設置し、事業化に取り組みます。
　令和７年度に開催した地区別運営委員会のグループワークでご意見をいただ
いた地域計画の実態や課題では、中山間地域を中心とした担い手不足や農作業
の労力負担の増加により、集落内の農業者だけでは地域農業を維持していくこと
が困難になることも見込まれます。このため、農業サービス事業体の設立準備
室を設置し、地域農業は地域で守るを基本として地域の農業者だけでなく地域住
民とも連携した上で、農作業支援や土地利用型の新規就農者の育成等、スマー
ト農業を駆使した様々な農業関連サービスの事業化に取り組みます。
（※１）　�農業サービス事業体とは、持続可能な地域農業の実現のため、集落（地域）単位などでの農作

業支援（人材派遣含む）、中山間地域等の農地保全、土地利用型の新規就農者の育成、ＪＡの
共同利用施設の運営受託等、地域で必要とされる農業関連サービスを提供する事業体です

⑵ 　集落の次世代担い手による組織活動への参加を
促進します。
　集落の営農法人が地域農業を担っている集落で
は、法人の次世代役員となる人材の育成が持続的な地域農業に不可欠です。このため、地域営農組織次世代部会への各法人から
の参加を促進することで、法人の担い手同士の横のつながりや、様々な経営情報の共有を強化します。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
滋賀羽二重糯の複数年契約数量 袋 7,300 7,500 7,700

★ 産地ブランド化に向けたＪＡこう
か産地表示の協力取引先数 先 １ ２ ３

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 契約指導員制度の構築（トレーニ
ングファーム（仮称）の設置） ─ 制度設計

（ブドウ・梨） ２ヵ所設置 運用・検証

★ トレーニングファームからの新規生産者数 戸 ─ ─ ２（ブドウ）
２（　梨　）

★ 茶・野菜・果樹の加工品開発と販売 ─ 調査・企画 試作・開発 商品化
★ 園芸特産品・加工品の新規取引先数 件/年 ３ ３ ３

①地域農業の課題（令和７年12月第１回地区別運営委員会の意見集約より）
項　　目 内　　　容

後継者不足 ・過疎化の進行と農業者の高齢化により離農が顕著
・企業の定年延長や雇用延長による人材不足

不利地農地 ・中山間の未整備田や急傾斜による法面の草刈り等で作業効率の低下
農業機械更新 ・農業機械の高騰により、更新時に離農を選択

獣害被害 ・耕作放棄地の増加
・平野部における河川敷からの侵入増加

農業インフラ
整備

・農地整備、畦畔整備（区画整理、耕作条件の改善、換地計画）
・農業水利施設の整備（幹線水路、パイプライン化、IoT（※２）水管理）

農事改良組合
農業組合

・農業者の減少に伴い、組織の求心力低下
・組織の活動、維持が困難

行政の支援 ・地域計画の随時更新
・人的物資の支援強化（人・物・金）

（※２）　�IoTは、インターネットを活用し、機器やセンサーをインターネットに接続してデータを収集・共有・
制御する技術のことを指します。これにより、手動で行っていた操作や監視が自動化され、効率
化や利便性の向上に繋がります

③事業内容のイメージ
事業イメージ 内　　　容

作業受委託
①機械作業を中心とした耕起・田植・
収穫などの作業

②ドローンによる防除、施肥散布の
作業　等

新規就農支援
（土地利用型）

①新規就農者のトレーニング機能
②トレーニングセンター・ICT（※３）に
よる未経験者のほ場管理サポート
③独立を目指した農地の貸借等の
就農後サポート　等

※�事業化について検討を進めるため、現状で上記の
全てを実施する想定ではありません

（※３）　�ICTは、情報を扱う技術と通信技術を組み合わせた概
念です。インターネット、クラウドサービス、データベー
ス、通信ネットワークなどが含まれ、ICTを活用するこ
とで業務の効率化や生産性向上を図ることができます

②�ＪＡこうか農業サービス事業体（土地利用型）の
イメージ

農業サービス
事業体

農事改良組合
農業組合
（地域）

組合員

行政　国/県/市

新規就農支援 スマート農業

農産物の集荷・出荷・販売

人材派遣
作業受委託

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
地域営農組織次世代部会への集
落営農法人の参加数 法人 24 27 30

特別企画
第48回通常総代会を開催しました

13



３．環境変化に対応した農業の推進
⑴ 　高温等の環境変化に対応した選択制のある米

づくりを推進します。
　気候変動による米の品質低下への対策や、農政
の柱の一つである環境負荷軽減に向けた米づくり
の促進に向け、「滋賀82号」等の高温耐性品種へ
の転換とともに、滋賀県が推奨する「きらみずき」
の取り組みなど選択制のある米づくりを進めます。また、流通形態の変化による米価の不安定化に対し、実需者との販売契約並び
に生産者との出荷契約の両方について、複数年契約の締結を進め、価格の安定化に向けた仕組みづくりに取り組みます。

⑵ 　省力化に対応したドローン防除の拡大や生産
管理のＩＴ化に取り組みます。

　中山間地を中心としたドローン防除の拡大と防
除資材や施肥資材の取り扱いの促進、栽培管理や
生産指導のＩＴ化を進めるなど、農業の省力化に
向けた環境変化に対応します。

Ⅱ．心豊かで安心して暮らせる地域づくり
　全国的に少子高齢化が進む中、当組合の組合員も70歳以上が過半数を
占める状況となっています。今後、組合員の金融資産だけでなく農地や農
業資産等の相続に関する相談や、困りごとの増加が見込まれます。また、
金融サービス面では、デジタル化によるスマホアプリやネットバンキングの
取引拡大が進み、次世代層が利用しやすい仕組みや特典を整備・提供して
いくことや、金利だけではないＪＡらしい特色ある付加価値を提供していくこ
とが求められています。
　こうした情勢から、第17次３ヵ年では、相続等の相談機能の強化とし
て事業間の連携による総合的なサポート体制の構築や、次世代層を中心
としたデジタル化へのニーズに応えるためのサービス提供に取り組みます。
また、地域の総合ＪＡとして地域密着型の利用者組織活動を展開します。

１．ＪＡらしい総合的なサポート機能の強化
⑴ 　相続相談や資産活用相談等の増加を見据え、

事業間の連携によるトータルサポート体制づくり
に取り組みます。
　ＪＡの総合事業の強みを活かし、金融・葬祭・
資産相談等の各担当者が連携した相続等相談対応
の仕組みの構築や利用者向けツールの作成に取り組みます。あわせて相続相談員の育成を継続的に進め、組合員・利用者の多様
な相続や資産活用等に関するニーズに総合的かつきめ細やかに対応します。

⑵ 　農業関連の資金需要やリスクへの備え等に係る
対応を強化します。
　農業経営においては、農産物の生産・販売管理
だけでなく、経営に係る投資や資金繰り、事故や
災害への備え等、幅広い対応が求められます。農業融資専任担当者や各支所の渉外担当者と営農指導員による定期的な農家訪問
の体制を整備し、情報提供と相談対応を強化します。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★「滋賀82号」の実証ほ場の設置と生産拡大 戸 ２ 20 80

「きらみずき」の生産面積 ha 18.5 19.5 20.5

★ 分施による品質向上の実証ほ
場設置 戸 ３ ６ 分施栽培方

法の確立

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
ドローン防除試験の実施集落数 集落 ３ ６ 本格取組開始

★ 衛星による栽培管理システム
（ザルビオ）の実証ほ場の設置 戸 １ ３ ５

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 事業間連携によるサポート体制
の構築 ─ 検討チーム

設置 体制整備 運用・検証

★ 利用者向け資材（相続相談マニュ
アル等）の企画・作成 ─ 検討チーム

設置 資材提供 運用・検証

相続相談員研修受講修了者数 人 31 41 51

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
部門間（営農＋金融）担当者に
よる農家訪問数 戸/年 700 700 700
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２ ．幅広い世代が利用しやすい金融サービスの提供
⑴ 　次世代の事業利用にかかる満足度を高めます。
　次世代にＪＡの魅力を知っていただき、ＪＡとの取
引の継続・拡大を図っていくことは重要な取り組み
です。このため、既存の利用者向けの特典だけで
なく、次世代が利用しやすい特典の充実や、各事
業部門と連携した組織活動の充実に取り組みます。

⑵ 　資産形成型金融商品（投資信託・NISA等）
の利用サポートを継続します。

⑶ 　金融取引のデジタル化を促進し利便性を向上
します。
　デジタル化の進展を踏まえ、金融サービスに対
するニーズは対面や時間に縛られない取引へと多
様化しています。アプリやネットバンクの利用拡大
に加えて、窓口取引での伝票記入や押印の手間の削減等、さらなる利便性の向上に取り組みます。

３．利用者の組織活動等の魅力向上
⑴ 　ＪＡこうか元気倶楽部の活動を充実し、倶楽部

員の輪を広げます。
　地域コミュニティの希薄化といった課題に対し
て、ＪＡが取り組んでいる様々な組織活動が地域の
人のつながりを広げることに貢献することは、地
域に根差したＪＡの社会的役割です。このため、会
員数が１万人を超えるＪＡこうか元気倶楽部の活動
を、より魅力的なものとし、倶楽部員の輪を広げることで人と人とのつながりづくりに取り組みます。地区別の小グループ活動の展開、
会員特典の充実、元気倶楽部だより等のデジタル化による情報発信の強化等に取り組みます。

Ⅲ．元気なＪＡづくり
　ＪＡが持続的に発展していくためには、組合員の皆さまに
ＪＡの魅力をより深く知っていただき、ＪＡファンとして継続
的に利用と参画をいただくとともに、新たなファン層を拡大
していくことが重要です。
　ＪＡの教育文化活動の目的は、協同組合としての基本理念
や農業・農産物の魅力発信を通じたＪＡファンづくりにありま
す。第17次３ヵ年では、教育文化活動を通したＪＡファンづ
くりをさらに加速させていくため、令和７年度の「家の光
文化賞」の受賞を契機として、新たな組合員組織活動の展
開や、組織活動への参加促進に取り組みます。
　また、労働人口の減少が見込まれる中、多様な人材が活
躍できる働きやすい職場づくりを進めていくことが必要です。
職員の働きがいを向上する取り組みや業務の効率化を通し
て、安定した経営を維持します。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 給与振込等利用者向けのコンビ
ニＡＴＭ手数料の優遇 ─ 導入 運用・検証 運用・検証

★
甲賀のゆめ丸ポイント付与基準
（住宅ローン・給与振込・こども
共済等）の見直し

─ 実施 運用・検証 運用・検証

事業間連携による次世代（子
育て世代）向け活動の展開 回/年 ２回 ２回 ２回

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
資産形成型金融商品残高 億円 ９ 11 13
資産形成型金融商品口座数 口座 950 1,100 1,250

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
ＪＡバンクアプリ新規利用者数 人/年 500 500 500
ＪＡネットバンク（アプリプラス）
新規利用者数 人/年 800 800 800

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
★ 地区別小グループ活動の展開（全６地区）回/年 30 30 30

★ 元気倶楽部員（年金受給者）向け
のコンビニＡＴＭ手数料の優遇 ─ 導入 運用・検証 運用・検証

★ 元気倶楽部だよりのデジタル配信 ─ 企画・
配信開始 運用・検証 運用・検証

年金受取口座の新規指定件数 件/年 830 830 830
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３．環境変化に対応した農業の推進
⑴ 　高温等の環境変化に対応した選択制のある米

づくりを推進します。
　気候変動による米の品質低下への対策や、農政
の柱の一つである環境負荷軽減に向けた米づくり
の促進に向け、「滋賀82号」等の高温耐性品種へ
の転換とともに、滋賀県が推奨する「きらみずき」
の取り組みなど選択制のある米づくりを進めます。また、流通形態の変化による米価の不安定化に対し、実需者との販売契約並び
に生産者との出荷契約の両方について、複数年契約の締結を進め、価格の安定化に向けた仕組みづくりに取り組みます。

⑵ 　省力化に対応したドローン防除の拡大や生産
管理のＩＴ化に取り組みます。
　中山間地を中心としたドローン防除の拡大と防
除資材や施肥資材の取り扱いの促進、栽培管理や
生産指導のＩＴ化を進めるなど、農業の省力化に
向けた環境変化に対応します。

Ⅱ．心豊かで安心して暮らせる地域づくり
　全国的に少子高齢化が進む中、当組合の組合員も70歳以上が過半数を
占める状況となっています。今後、組合員の金融資産だけでなく農地や農
業資産等の相続に関する相談や、困りごとの増加が見込まれます。また、
金融サービス面では、デジタル化によるスマホアプリやネットバンキングの
取引拡大が進み、次世代層が利用しやすい仕組みや特典を整備・提供して
いくことや、金利だけではないＪＡらしい特色ある付加価値を提供していくこ
とが求められています。
　こうした情勢から、第17次３ヵ年では、相続等の相談機能の強化とし
て事業間の連携による総合的なサポート体制の構築や、次世代層を中心
としたデジタル化へのニーズに応えるためのサービス提供に取り組みます。
また、地域の総合ＪＡとして地域密着型の利用者組織活動を展開します。

１．ＪＡらしい総合的なサポート機能の強化
⑴ 　相続相談や資産活用相談等の増加を見据え、

事業間の連携によるトータルサポート体制づくり
に取り組みます。
　ＪＡの総合事業の強みを活かし、金融・葬祭・
資産相談等の各担当者が連携した相続等相談対応
の仕組みの構築や利用者向けツールの作成に取り組みます。あわせて相続相談員の育成を継続的に進め、組合員・利用者の多様
な相続や資産活用等に関するニーズに総合的かつきめ細やかに対応します。

⑵ 　農業関連の資金需要やリスクへの備え等に係る
対応を強化します。
　農業経営においては、農産物の生産・販売管理
だけでなく、経営に係る投資や資金繰り、事故や
災害への備え等、幅広い対応が求められます。農業融資専任担当者や各支所の渉外担当者と営農指導員による定期的な農家訪問
の体制を整備し、情報提供と相談対応を強化します。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★「滋賀82号」の実証ほ場の設置と生産拡大 戸 ２ 20 80

「きらみずき」の生産面積 ha 18.5 19.5 20.5

★ 分施による品質向上の実証ほ
場設置 戸 ３ ６ 分施栽培方

法の確立

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
ドローン防除試験の実施集落数 集落 ３ ６ 本格取組開始

★ 衛星による栽培管理システム
（ザルビオ）の実証ほ場の設置 戸 １ ３ ５

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 事業間連携によるサポート体制
の構築 ─ 検討チーム

設置 体制整備 運用・検証

★ 利用者向け資材（相続相談マニュ
アル等）の企画・作成 ─ 検討チーム

設置 資材提供 運用・検証

相続相談員研修受講修了者数 人 31 41 51

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
部門間（営農＋金融）担当者に
よる農家訪問数 戸/年 700 700 700
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２ ．幅広い世代が利用しやすい金融サービスの提供
⑴ 　次世代の事業利用にかかる満足度を高めます。
　次世代にＪＡの魅力を知っていただき、ＪＡとの取
引の継続・拡大を図っていくことは重要な取り組み
です。このため、既存の利用者向けの特典だけで
なく、次世代が利用しやすい特典の充実や、各事
業部門と連携した組織活動の充実に取り組みます。

⑵ 　資産形成型金融商品（投資信託・NISA等）
の利用サポートを継続します。

⑶ 　金融取引のデジタル化を促進し利便性を向上
します。
　デジタル化の進展を踏まえ、金融サービスに対
するニーズは対面や時間に縛られない取引へと多
様化しています。アプリやネットバンクの利用拡大
に加えて、窓口取引での伝票記入や押印の手間の削減等、さらなる利便性の向上に取り組みます。

３．利用者の組織活動等の魅力向上
⑴ 　ＪＡこうか元気倶楽部の活動を充実し、倶楽部

員の輪を広げます。
　地域コミュニティの希薄化といった課題に対し
て、ＪＡが取り組んでいる様々な組織活動が地域の
人のつながりを広げることに貢献することは、地
域に根差したＪＡの社会的役割です。このため、会
員数が１万人を超えるＪＡこうか元気倶楽部の活動
を、より魅力的なものとし、倶楽部員の輪を広げることで人と人とのつながりづくりに取り組みます。地区別の小グループ活動の展開、
会員特典の充実、元気倶楽部だより等のデジタル化による情報発信の強化等に取り組みます。

Ⅲ．元気なＪＡづくり
　ＪＡが持続的に発展していくためには、組合員の皆さまに
ＪＡの魅力をより深く知っていただき、ＪＡファンとして継続
的に利用と参画をいただくとともに、新たなファン層を拡大
していくことが重要です。
　ＪＡの教育文化活動の目的は、協同組合としての基本理念
や農業・農産物の魅力発信を通じたＪＡファンづくりにありま
す。第17次３ヵ年では、教育文化活動を通したＪＡファンづ
くりをさらに加速させていくため、令和７年度の「家の光
文化賞」の受賞を契機として、新たな組合員組織活動の展
開や、組織活動への参加促進に取り組みます。
　また、労働人口の減少が見込まれる中、多様な人材が活
躍できる働きやすい職場づくりを進めていくことが必要です。
職員の働きがいを向上する取り組みや業務の効率化を通し
て、安定した経営を維持します。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 給与振込等利用者向けのコンビ
ニＡＴＭ手数料の優遇 ─ 導入 運用・検証 運用・検証

★
甲賀のゆめ丸ポイント付与基準
（住宅ローン・給与振込・こども
共済等）の見直し

─ 実施 運用・検証 運用・検証

事業間連携による次世代（子
育て世代）向け活動の展開 回/年 ２回 ２回 ２回

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
資産形成型金融商品残高 億円 ９ 11 13
資産形成型金融商品口座数 口座 950 1,100 1,250

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
ＪＡバンクアプリ新規利用者数 人/年 500 500 500
ＪＡネットバンク（アプリプラス）
新規利用者数 人/年 800 800 800

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
★ 地区別小グループ活動の展開（全６地区）回/年 30 30 30

★ 元気倶楽部員（年金受給者）向け
のコンビニＡＴＭ手数料の優遇 ─ 導入 運用・検証 運用・検証

★ 元気倶楽部だよりのデジタル配信 ─ 企画・
配信開始 運用・検証 運用・検証

年金受取口座の新規指定件数 件/年 830 830 830

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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うお座
2 /19〜 3 /20

【全体運】情報は最新かどうかをよく確認。勘違いに気付くことがありそう。無理せず様子を見るという選択肢を忘れずに
【健康運】良い治療法が見つかりやすい時。小まめに受診を

１ ．ＪＡファンづくりと組合員のメンバーシップ強化
⑴ 　プレミアム組合員倶楽部（仮称）の新設により、

組合員加入を促進します。
　プレミアム組合員倶楽部は「組合員で良かった」
をテーマに、組合員であることの良さを認識いた
だく機会づくりを主な活動とする組織です。教育
文化事業部と各事業部門が連携し、組合員を対象
にＪＡと地域農業や農産物の魅力発信、各種教室
や体験学習会、商品モニター等の様々な活動を展開します。こうした活動の魅力を発信することで、将来、ＪＡの組合員に加入いた
だく方を拡大していくことを目指します。

⑵ 　地域に密着した広報活動を強化し、ＪＡファン
の拡大に取り組みます。

　ＪＡのファンづくりや組合員加入の促進に向けて
は、ＪＡの活動をより知っていただくための広報活
動は重要な取り組みです。特に次世代に向けた取
り組みを強化するため、　ＪＡグループの子供向け
雑誌「ちゃぐりん」を活用した読書感想文の取り組
みや、ＳＮＳ（公式Instagramの開設、YouTube動画配信等）を活用した情報発信力の強化、新規に加入いただいた組合員を対象
にしたイベントや研修会等の開催など広報活動の強化に取り組みます。

２ ．デジタル化の促進による利用者の利便性向上
⑴ 　組織活動への参加促進や事業利用の拡大に向

けて、甲賀のゆめ丸ポイント制度（※５）をリニュー
アルします。
　新しいスマートフォンアプリによるカードレスのポイントシステムを導入し、組織活動参加時や来店時などの様々な場面でポイント
を実感いただけるよう、ポイント制度のリニューアルを行います。
（※５）　�甲賀のゆめ丸ポイント制度はＪＡこうかの様々な事業をご利用いただくことでポイントを貯め、直売所「花野果市・ここぴあ」でのお買い物でポイントをご

利用いただけるサービスです

⑵ 　請求書や農業所得の電子申告に向けた提供資
料等のデジタル化を促進します。
　購買請求書や販売精算書などの各種帳票や、申
告に必要な農業収支計算資料等をＰＤＦやデータで提供できるＪＡグループ滋賀のＷｅｂサイト「FarmingPress（ファーミングプレス）」
の利用を促進します。

３．働きがいの向上への取り組み強化
⑴ 　職員の心身の健康や社会的な充実感を大切に

し、誰もが働きやすい職場づくりを推進します。
　職員にとってより魅力ある働きやすい職場づく
りに向けて、職員提案制度の構築と提案に対す
る表彰制度を見直します。また、職員が今まで以上に地域から信頼され満足される「キラリと光るＪＡこうかの職員」になるため、
現在の職員マニュアル「レインボーロード７つの原点（※６）」の内容充実に向けた更新に取り組みます。
（※６）　�「レインボーロード７つの原点（職員マニュアル）」とは、「キラリと光るＪＡこうかの職員」になるため、“気持ちの良いあいさつ”“まわりの声を感じよう”等、７つの

項目を実践する職員マニュアルです

⑵ 　人権意識の高揚とコンプライアンス態勢の徹
底に取り組みます。
　職場別の人権研修会やコンプライアンスプロ
グラム（計画）に基づく研修会等に継続的に取り組みます。また、ヒヤリ・ハット・キガカリ報告等に基づく安全衛生管理として、
安全衛生委員会の開催や、事務改善にかかる取組報告等による事務改善機能の向上に取り組みます。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 事業連携による組合員感謝デー
の設置 回/年 ８ 12 12

★ ホームページでの組合員募集
フォーム等の開設 ─ 企画・開設 運用・検証 運用・検証

「ちゃぐりん」読書感想文応募数 編 260 260 260
★ 公式Instagramの開設 ─ 企画・開設 運用・検証 運用・検証

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 甲賀のゆめ丸ポイントアプリ登
録者数 人 3,000 10,000 20,000

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
「FarmingPress」登録者数 人 800 1,100 1,500

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
★ 職員提案制度の構築 ─ 制度構築 運用・検証 運用・検証
★ 職員マニュアルの更新 ─ 企画 更新・運用開始 運用・検証

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
職場内コンプライアンス研修会の実施 ─ 全部署 全部署 全部署

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
★ プレミアム組合員倶楽部の設置 ─ 募集・設置 運用・検証 運用・検証
新規組合員加入者数

人/年
600 600 600

（うち女性正組合員加入者数） （50） （50） （50）
★ 複数事業利用（※4）に向けた情報提供 ─ 制度設計・指標設定 運用・検証 運用・検証
（※４）　�複数事業利用の取り組みとは、ＪＡこうかの組織活動へ参加いただくことで様々な事業内容

を知っていただき、ＪＡの事業を幅広くご利用いただけるよう情報提供していくことです

特別企画
第48回通常総代会を開催しました

16
みずがめ座
1 /20〜 2 /18

【全体運】ハプニング運ですが想定外のうれしい出会いも。ポジティブ思考でいきましょう。良いことに巡り合えるはず
【健康運】遊びでも疲れることが。何事も適度に行いましょう

科　　　目 金　　額
事 業 総 利 益 3,009,8003,009,800
事 業 収 益 7,537,2507,537,250
事 業 費 用 4,527,4504,527,450
信 用 事 業 収 益 1,799,630
信 用 事 業 費 用 609,730
信 用 事 業 総 利 益 1,189,900
共 済 事 業 収 益 811,830
共 済 事 業 費 用 63,410
共 済 事 業 総 利 益 748,420
購 買 事 業 収 益 1,305,360
購 買 事 業 費 用 1,048,820
購 買 事 業 総 利 益 256,540
販 売 事 業 収 益 2,638,860
販 売 事 業 費 用 2,276,150
販 売 事 業 総 利 益 362,710
保 管 事 業 収 益 3,360
保 管 事 業 費 用 3,980
保 管 事 業 総 利 益 △ 620
加 工 事 業 収 益 134,120
加 工 事 業 費 用 116,790
加 工 事 業 総 利 益 17,330
利 用 事 業 収 益 700,380
利 用 事 業 費 用 284,460
利 用 事 業 総 利 益 415,920
宅 地 等 供 給 事 業 収 益 96,070
宅 地 等 供 給 事 業 費 用 62,070
宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益 34,000

科　　　目 金　　額
そ の 他 事 業 収 益 3,000
そ の 他 事 業 費 用 1,360
そ の 他 事 業 総 利 益 1,640
指 導 事 業 収 入 44,640
指 導 事 業 支 出 60,680
指 導 事 業 収 支 差 額 △ 16,040
事 業 管 理 費 2,968,8002,968,800
人 件 費 1,901,510
業 務 費 507,450
諸 税 負 担 金 92,970
施 設 費 445,080
そ の 他 事 業 管 理 費 21,790
事 業 利 益 41,00041,000
事 業 外 収 益 157,700
事 業 外 費 用 28,700
経 常 利 益 170,000170,000
特 別 利 益 ─
特 別 損 失 ─
税 引 前 当 期 利 益 170,000170,000
法 人 税 等 48,000
当 期 剰 余 金 122,000122,000
前 期 繰 越 剰 余 金 137,000
当 期 未 処 分 剰 余 金 259,000259,000

�（単位：千円）

総合損益計画
第49事業年度（令和８年４月１日から令和９年３月31日まで）

種　　　類 金　　額

営
農
経
済
・
農
産
販
売
事
業

受託販売品販売高 1,431,5801,431,580
麦・豆・雑穀 75,100
野菜類 537,000
茶 225,680
その他農産物 800
花卉類 3,000
畜産物 590,000

買取販売品販売高 2,551,3502,551,350
米 2,272,950
野菜類 244,150
その他農畜産物 33,900
花卉類 350

購買品供給高 1,404,4001,404,400
生産資材 837,870
生活物資 566,530

種　　　類 金　　額

金
融
事
業

貯金 181,000,000
貸出金 30,400,000
預金 125,000,000
有価証券 25,500,000
長期共済新契約高 15,000,000
長期共済保有高 360,000,000
短期共済受入掛金 1,030,000

生
活
関

連
事
業

葬祭利用高 316,300
宅地等供給事業収益 96,070

� （単位：千円）

事業量取扱高計画
第49事業年度

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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うお座
2 /19〜 3 /20

【全体運】情報は最新かどうかをよく確認。勘違いに気付くことがありそう。無理せず様子を見るという選択肢を忘れずに
【健康運】良い治療法が見つかりやすい時。小まめに受診を

１ ．ＪＡファンづくりと組合員のメンバーシップ強化
⑴ 　プレミアム組合員倶楽部（仮称）の新設により、

組合員加入を促進します。
　プレミアム組合員倶楽部は「組合員で良かった」
をテーマに、組合員であることの良さを認識いた
だく機会づくりを主な活動とする組織です。教育
文化事業部と各事業部門が連携し、組合員を対象
にＪＡと地域農業や農産物の魅力発信、各種教室
や体験学習会、商品モニター等の様々な活動を展開します。こうした活動の魅力を発信することで、将来、ＪＡの組合員に加入いた
だく方を拡大していくことを目指します。

⑵ 　地域に密着した広報活動を強化し、ＪＡファン
の拡大に取り組みます。

　ＪＡのファンづくりや組合員加入の促進に向けて
は、ＪＡの活動をより知っていただくための広報活
動は重要な取り組みです。特に次世代に向けた取
り組みを強化するため、　ＪＡグループの子供向け
雑誌「ちゃぐりん」を活用した読書感想文の取り組
みや、ＳＮＳ（公式Instagramの開設、YouTube動画配信等）を活用した情報発信力の強化、新規に加入いただいた組合員を対象
にしたイベントや研修会等の開催など広報活動の強化に取り組みます。

２ ．デジタル化の促進による利用者の利便性向上
⑴ 　組織活動への参加促進や事業利用の拡大に向

けて、甲賀のゆめ丸ポイント制度（※５）をリニュー
アルします。
　新しいスマートフォンアプリによるカードレスのポイントシステムを導入し、組織活動参加時や来店時などの様々な場面でポイント
を実感いただけるよう、ポイント制度のリニューアルを行います。
（※５）　�甲賀のゆめ丸ポイント制度はＪＡこうかの様々な事業をご利用いただくことでポイントを貯め、直売所「花野果市・ここぴあ」でのお買い物でポイントをご

利用いただけるサービスです

⑵ 　請求書や農業所得の電子申告に向けた提供資
料等のデジタル化を促進します。
　購買請求書や販売精算書などの各種帳票や、申
告に必要な農業収支計算資料等をＰＤＦやデータで提供できるＪＡグループ滋賀のＷｅｂサイト「FarmingPress（ファーミングプレス）」
の利用を促進します。

３．働きがいの向上への取り組み強化
⑴ 　職員の心身の健康や社会的な充実感を大切に

し、誰もが働きやすい職場づくりを推進します。
　職員にとってより魅力ある働きやすい職場づく
りに向けて、職員提案制度の構築と提案に対す
る表彰制度を見直します。また、職員が今まで以上に地域から信頼され満足される「キラリと光るＪＡこうかの職員」になるため、
現在の職員マニュアル「レインボーロード７つの原点（※６）」の内容充実に向けた更新に取り組みます。
（※６）　�「レインボーロード７つの原点（職員マニュアル）」とは、「キラリと光るＪＡこうかの職員」になるため、“気持ちの良いあいさつ”“まわりの声を感じよう”等、７つの

項目を実践する職員マニュアルです

⑵ 　人権意識の高揚とコンプライアンス態勢の徹
底に取り組みます。
　職場別の人権研修会やコンプライアンスプロ
グラム（計画）に基づく研修会等に継続的に取り組みます。また、ヒヤリ・ハット・キガカリ報告等に基づく安全衛生管理として、
安全衛生委員会の開催や、事務改善にかかる取組報告等による事務改善機能の向上に取り組みます。

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 事業連携による組合員感謝デー
の設置 回/年 ８ 12 12

★ ホームページでの組合員募集
フォーム等の開設 ─ 企画・開設 運用・検証 運用・検証

「ちゃぐりん」読書感想文応募数 編 260 260 260
★ 公式Instagramの開設 ─ 企画・開設 運用・検証 運用・検証

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度

★ 甲賀のゆめ丸ポイントアプリ登
録者数 人 3,000 10,000 20,000

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
「FarmingPress」登録者数 人 800 1,100 1,500

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
★ 職員提案制度の構築 ─ 制度構築 運用・検証 運用・検証
★ 職員マニュアルの更新 ─ 企画 更新・運用開始 運用・検証

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
職場内コンプライアンス研修会の実施 ─ 全部署 全部署 全部署

重点指標 単位 令和８年度 令和９年度 令和10年度
★ プレミアム組合員倶楽部の設置 ─ 募集・設置 運用・検証 運用・検証
新規組合員加入者数

人/年
600 600 600

（うち女性正組合員加入者数） （50） （50） （50）
★ 複数事業利用（※4）に向けた情報提供 ─ 制度設計・指標設定 運用・検証 運用・検証
（※４）　�複数事業利用の取り組みとは、ＪＡこうかの組織活動へ参加いただくことで様々な事業内容

を知っていただき、ＪＡの事業を幅広くご利用いただけるよう情報提供していくことです

特別企画
第48回通常総代会を開催しました

16
みずがめ座
1 /20〜 2 /18

【全体運】ハプニング運ですが想定外のうれしい出会いも。ポジティブ思考でいきましょう。良いことに巡り合えるはず
【健康運】遊びでも疲れることが。何事も適度に行いましょう

科　　　目 金　　額
事 業 総 利 益 3,009,8003,009,800
事 業 収 益 7,537,2507,537,250
事 業 費 用 4,527,4504,527,450
信 用 事 業 収 益 1,799,630
信 用 事 業 費 用 609,730
信 用 事 業 総 利 益 1,189,900
共 済 事 業 収 益 811,830
共 済 事 業 費 用 63,410
共 済 事 業 総 利 益 748,420
購 買 事 業 収 益 1,305,360
購 買 事 業 費 用 1,048,820
購 買 事 業 総 利 益 256,540
販 売 事 業 収 益 2,638,860
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農
産
販
売
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事業量取扱高計画
第49事業年度

特別企画
第48回通常総代会を開催しました
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SDGsSDGs

　日本五大銘茶の一つで、日本最古の茶といわれる『朝
宮茶』の産地、信楽町にある甲賀市立朝宮小学校は6月
8日、同学校の茶園で児童らによる茶の手摘みを行いま
した。同校のほかに甲賀市立小原小学校、甲賀市立多
羅尾小学校の3、4年生と甲賀市立信楽こども園の園児
の計46名が参加しました。茶摘みでは、信楽町茶業協
会のほか、JAこうかの洞重則理事や職員の協力の下、
子どもたちが茶摘みを実施。
　摘み取った茶葉は共同工場で製茶され、6月17日に
同校で開かれる『新茶収穫祭』で味わいました。

　甲賀市立多羅尾小学校では児童が集まる朝会で読書
時間があり、月に１回、図書委員がオススメの本を紹介し
ています。4年生児童は毎月、自らの視点で家の光協会
発行の子ども雑誌『ちゃぐりん』を選び、農産物を使った
レシピなどの読みどころを全校児童14名に紹介してい
ます。5月19日には、『ちゃぐりん』6月号の『わくわく
フルーツポンチ』などを紹介。児童らの前に立ち、ページ
を見せながら魅力を語り、「ぜひ作ってみて」と笑顔で呼
び掛けました。紹介を聴いた児童らは「美味しそう」「作っ
てみたい」と興味津々でした。

　当ＪＡの子会社、㈱JAゆうハートが運営する介護施設では、家
族型ロボットの『LOVOT（らぼっと）』が活躍しています。導入した
ことで利用者の笑顔が増え、不安な気持ちが和らぐなど、施設内
に癒やしをもたらしています。LOVOTは、センサーやカメラで
相手の顔や声を認識し、受け答えに合わせて瞳を動かしたり鳴き
声を出したりするロボットです。利用者の満足度向上を目的に、当
ＪＡがＪＡ共済の地域貢献活動助成を活用して、4月27日に3事業
所へ計3台を寄贈しました。
　甲南町にある同社事業所の甲南デイサービスセンターでは、
『ゆうちゃん』の愛称で親しまれ、利用者の人気者となってい
ます。同施設の村山智恵甲南地域課長は「地域イベントなどで、
LOVOTが未利用者や家族らと触れ合う機会を増やし、介護施設
は明るく、楽しく過ごせる場だと感じてもらいたい」と話しました。

ちゃぐりんの読みどころを全校児童に
紹介する図書委員の児童

多羅尾小の図書委員児童が『ちゃぐりん』の
読みどころを毎月学校で紹介

朝宮茶の産地で小学生らが茶摘み体験
未来へつなぐ伝統の味

『JAゆうハート』の介護施設が家族型ロボット導入
利用者の笑顔増え利用満足度向上へ

やぎ座
12/22〜 1 /19

【全体運】運勢は山あり谷あり。順調に進んでいたことに問題が出そうですが、解決方法も見つかります。落ち着いて対処を
【健康運】汗はしっかり拭き取って。あせもやかぶれに注意

『LOVOT』と笑顔でふれあう利用者

茶摘み体験をする児童ら

かわいい！
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SDGsSDGs

　スナップエンドウの産地化を目指す当JAは6月11日、
京都市下京区の京都中央卸売市場で視察研修を実施し
ました。生産者らと当JA、JA全農しが職員の計14名が
参加し、出荷したスナップエンドウのせりの模様を見学
しました。
　当日は、生産者らは自らが出荷したスナップエンドウ
がせり場に並び、買参人の前で次々とせり落とされてい
く様子を目の当たりにし、出荷物がどのように流通の現
場で扱われているかを学びました。

　甲賀地域農業センターは5月28日、水口町と湖南市
のほ場で小麦『びわほなみ』の収穫前研修会を開き、生
産者や関係者28名が参加しました。同センターは令和6
年産から、滋賀県の小麦品種『びわほなみ』への品種転
換を進めています。今年の生育は昨年に比べて1週間ほ
ど早く、適期の防除に取り組んだ結果、赤かび病の発生
も少なくなっています。収量は平年並みからやや多い見
込みです。
　当日は県の普及員が病害虫被害や収穫適期の見極め
方を説明しました。特に赤かび病の見分け方には生産者
らが熱心に聞き入りました。当ＪＡの乾燥調整施設は6月
1日から荷受けを開始しました。

おもしろおもしろ

生産者らが市場でせりを見学
産地化へ意欲高める

『びわほなみ』増収・品質向上へ
甲賀地域農業センターが収穫前研修甲賀地域農業センターが収穫前研修

いて座
11/23〜12/21

【全体運】上昇運。困難な状況を成功に導くチャンスですから果敢にチャレンジを。過程で得る物も多いはず。下旬は慎重に
【健康運】不注意によるけがにご用心。疲れたら適宜休憩を

病害虫被害の見分け方を聞く参加者ら

　水口町の朏正明さんが、とても大きなタマネギを収
穫されました！ なんと、赤タマネギは約600g、右のタ
マネギは約700g。一般的なタマネギの重さが200～
250gほどなので、約3倍もの大きさです！ 朏さんによ
ると、これほど大きなタマネギが収穫できたのは十数年
ぶりとのこと。「自作のボカシ肥料が良かったのかなぁ」
と話されていました。

　甲賀町大原上田の川村つね子さんの畑で、とてもか
わいらしい形のジャガイモが収穫されました！ まるで某
テーマパークで人気の大きな耳と丸い鼻が特徴的なネ
ズミのキャラクターに見えませんか？ もしかしたら、畑
の中に大きなリボンを付けたガールフレンドが隠れてい
るかも…！  

ビッグタマネギ あの!? 人気キャラクター
ジャガイモ

19



こうかニュース
ほかにも、JAこうかのニュースを『note』で公開しているよ♪
２次元コードを読み取って CHECK！

SDGsSDGs

　日本五大銘茶の一つで、日本最古の茶といわれる『朝
宮茶』の産地、信楽町にある甲賀市立朝宮小学校は6月
8日、同学校の茶園で児童らによる茶の手摘みを行いま
した。同校のほかに甲賀市立小原小学校、甲賀市立多
羅尾小学校の3、4年生と甲賀市立信楽こども園の園児
の計46名が参加しました。茶摘みでは、信楽町茶業協
会のほか、JAこうかの洞重則理事や職員の協力の下、
子どもたちが茶摘みを実施。
　摘み取った茶葉は共同工場で製茶され、6月17日に
同校で開かれる『新茶収穫祭』で味わいました。

　甲賀市立多羅尾小学校では児童が集まる朝会で読書
時間があり、月に１回、図書委員がオススメの本を紹介し
ています。4年生児童は毎月、自らの視点で家の光協会
発行の子ども雑誌『ちゃぐりん』を選び、農産物を使った
レシピなどの読みどころを全校児童14名に紹介してい
ます。5月19日には、『ちゃぐりん』6月号の『わくわく
フルーツポンチ』などを紹介。児童らの前に立ち、ページ
を見せながら魅力を語り、「ぜひ作ってみて」と笑顔で呼
び掛けました。紹介を聴いた児童らは「美味しそう」「作っ
てみたい」と興味津々でした。

　当ＪＡの子会社、㈱JAゆうハートが運営する介護施設では、家
族型ロボットの『LOVOT（らぼっと）』が活躍しています。導入した
ことで利用者の笑顔が増え、不安な気持ちが和らぐなど、施設内
に癒やしをもたらしています。LOVOTは、センサーやカメラで
相手の顔や声を認識し、受け答えに合わせて瞳を動かしたり鳴き
声を出したりするロボットです。利用者の満足度向上を目的に、当
ＪＡがＪＡ共済の地域貢献活動助成を活用して、4月27日に3事業
所へ計3台を寄贈しました。
　甲南町にある同社事業所の甲南デイサービスセンターでは、
『ゆうちゃん』の愛称で親しまれ、利用者の人気者となってい
ます。同施設の村山智恵甲南地域課長は「地域イベントなどで、
LOVOTが未利用者や家族らと触れ合う機会を増やし、介護施設
は明るく、楽しく過ごせる場だと感じてもらいたい」と話しました。

ちゃぐりんの読みどころを全校児童に
紹介する図書委員の児童

多羅尾小の図書委員児童が『ちゃぐりん』の
読みどころを毎月学校で紹介

朝宮茶の産地で小学生らが茶摘み体験
未来へつなぐ伝統の味

『JAゆうハート』の介護施設が家族型ロボット導入
利用者の笑顔増え利用満足度向上へ

やぎ座
12/22〜 1 /19

【全体運】運勢は山あり谷あり。順調に進んでいたことに問題が出そうですが、解決方法も見つかります。落ち着いて対処を
【健康運】汗はしっかり拭き取って。あせもやかぶれに注意

『LOVOT』と笑顔でふれあう利用者

茶摘み体験をする児童ら

かわいい！

18

こうかニュース
ほかにも、JAこうかのニュースを『note』で公開しているよ♪
２次元コードを読み取って CHECK！

SDGsSDGs

　スナップエンドウの産地化を目指す当JAは6月11日、
京都市下京区の京都中央卸売市場で視察研修を実施し
ました。生産者らと当JA、JA全農しが職員の計14名が
参加し、出荷したスナップエンドウのせりの模様を見学
しました。
　当日は、生産者らは自らが出荷したスナップエンドウ
がせり場に並び、買参人の前で次々とせり落とされてい
く様子を目の当たりにし、出荷物がどのように流通の現
場で扱われているかを学びました。

　甲賀地域農業センターは5月28日、水口町と湖南市
のほ場で小麦『びわほなみ』の収穫前研修会を開き、生
産者や関係者28名が参加しました。同センターは令和6
年産から、滋賀県の小麦品種『びわほなみ』への品種転
換を進めています。今年の生育は昨年に比べて1週間ほ
ど早く、適期の防除に取り組んだ結果、赤かび病の発生
も少なくなっています。収量は平年並みからやや多い見
込みです。
　当日は県の普及員が病害虫被害や収穫適期の見極め
方を説明しました。特に赤かび病の見分け方には生産者
らが熱心に聞き入りました。当ＪＡの乾燥調整施設は6月
1日から荷受けを開始しました。

おもしろおもしろ

生産者らが市場でせりを見学
産地化へ意欲高める

『びわほなみ』増収・品質向上へ
甲賀地域農業センターが収穫前研修甲賀地域農業センターが収穫前研修

いて座
11/23〜12/21

【全体運】上昇運。困難な状況を成功に導くチャンスですから果敢にチャレンジを。過程で得る物も多いはず。下旬は慎重に
【健康運】不注意によるけがにご用心。疲れたら適宜休憩を

病害虫被害の見分け方を聞く参加者ら

　水口町の朏正明さんが、とても大きなタマネギを収
穫されました！ なんと、赤タマネギは約600g、右のタ
マネギは約700g。一般的なタマネギの重さが200～
250gほどなので、約3倍もの大きさです！ 朏さんによ
ると、これほど大きなタマネギが収穫できたのは十数年
ぶりとのこと。「自作のボカシ肥料が良かったのかなぁ」
と話されていました。

　甲賀町大原上田の川村つね子さんの畑で、とてもか
わいらしい形のジャガイモが収穫されました！ まるで某
テーマパークで人気の大きな耳と丸い鼻が特徴的なネ
ズミのキャラクターに見えませんか？ もしかしたら、畑
の中に大きなリボンを付けたガールフレンドが隠れてい
るかも…！  

ビッグタマネギ あの!? 人気キャラクター
ジャガイモ

19



今月の

えい
のう

じょう
ほう

米

茶

■ 

カ
メ
ム
シ
に
要
注
意
！

　
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま

す
。
カ
メ
ム
シ
の
加
害
に
よ
り
斑
点
米
が
発
生
し
、
品
質

が
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
防
除
と
雑
草

管
理
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
防
除
効
果
を
高
め
ま
し
ょ

う
。
特
に
『
み
ず
か
が
み
』
は
、
ほ
か
の
早
生
品
種
よ
り

出
穂
が
早
く
、
カ
メ
ム
シ
な
ど
の
被
害
を
受
け
や
す
い
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
右
の
図
の
よ
う
に
出
穂
３
週
間
前
と
出
穂
期
の
２
回

連
続
で
畦
畔
の
草
刈
り
を
行
い
、
カ
メ
ム
シ
を
防
除
し
ま

し
ょ
う
。

　
近
年
、イ
ネ
カ
メ
ム
シ（
写
真
参
照
）の
生
息
域
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
他
の
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
と
異
な
り
、

出
穂
期
か
ら
登
熟
初
期
に
籾
を
加
害
し
、
不
稔
を
生
じ
さ

せ
、
減
収
の
要
因
と
な
り
ま
す
。『
み
ず
か
が
み
』
な
ど
、

周
囲
の
水
稲
よ
り
出
穂
が
早
い
ほ
場
の
場
合
は
、
被
害
が

集
中
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
見
し
た
場
合
に

は
防
除
時
期
を
早
め
て
出
穂
期
に
１
回
追
加
防
除
を
実
施

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
環
境
こ
だ
わ
り
に
お
取
り
組
み
の
生
産
者
さ
ま

は
、
農
薬
成
分
数
の
増
加
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

特
別
栽
培
米
に
お
取
り
組
み
の
場
合
、
追
加
防
除
は
特
別

栽
培
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

水
管
理
に
つ
い
て

　
近
年
、
稲
の
登
熟
期
に
高
温
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
水

分
不
足
に
よ
っ
て
乳
白
粒
の
発
生
や
籾
の
充
実
不
足
が
多

発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
品
種
が
8
月

中
に
出
穂
期
を
迎
え
ま
す
。
品
質
向
上
と
カ
ド
ミ
ウ
ム
吸

収
抑
制
の
た
め
、
出
穂
前
後
各
3
週
間
は
湛
水
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
長
期
予
報
で
は
、
今
年
も
高
温
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

■ 

土
壌
改
良

　
土
壌
改
良
資
材
の
施
用
は
一
般
的
に
は
二
番
茶
摘
採

後
か
ら
秋
肥
の
散
布
前
に
行
い
ま
す
。

　
茶
樹
の
生
育
に
最
も
適
し
た
土
壌
pH
は
4.0
～
5.0
前

後
で
す
が
、
pH 

3.5
以
下
の
強
酸
性
土
壌
で
は
、
養
分

吸
収
を
担
う
根
の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
肥
料
の

吸
収
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
茶
樹
の
生

育
と
施
肥
効
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
適
正
な
酸

性
矯
正
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
土
壌
改
良
資
材
の
施

用
前
に
は
土
壌
診
断
を
行
い
、
ほ
場
の
pH
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　
土
壌
診
断
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

病
害
虫
防
除

　
二
番
茶
摘
採
後
の
茶
園
は
、
一
年
で
最
も
病
害
虫

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
、
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、

チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
の
基
幹
防
除
の
適
期
は

７
月
下
旬
～
８
月
上
旬
で
す
。
ま
た
、
炭
疸
病
の
発

病
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
気
象
条
件
に
よ
り
状
況
は

変
化
す
る
た
め
、
茶
園
を
よ
く
観
察
し
て
適
期
の
防

除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
８
月
上
旬
～
中
旬
に
か
け
て
、
ク
ワ
シ
ロ
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
（
第
２
世
代
幼
虫
）
の
防
除
適
期
を
迎
え

ま
す
。
ふ
化
状
況
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
防
除
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
薬
を
使
用
す
る
前
に
は
ラ
ベ
ル
の
表
示
を
よ

く
読
み
、
使
用
基
準
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。
風
が
強

い
日
な
ど
、
他
の
農
産
物
に
飛
散
す
る
恐
れ
の
あ
る
日
は

散
布
を
避
け
る
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

岡﨑充志
水口営農経済センター

畦
畔
の
草
刈
り
と
水
管
理

７
月
の

　
茶
園
管
理

さそり座
10/24〜11/22

【全体運】大変ですが助けてくれる人も多い時。下旬には挽回可能なので力を蓄え時間を稼ぎましょう。映画、美術鑑賞が吉
【健康運】運動の機会を増やすと体も心も健康に近づきます

３
週
間

イ
ネ
出
穂
期（
み
ず
か
が
み
で
7
月
25
日
頃
）

草
刈
り
２
回
目

３
週
間

草
刈
り
１
回
目

カ
メ
ム
シ
類
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
畦
畔
で
イ
ネ
科
雑
草
の

穂
を
出
さ
せ
な
い
よ
う
草
刈
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

※
草
刈
り
後
約
３
週
間
で
雑
草
の
新
た
な
穂
が
出
て
き
ま
す

イネカメムシ

出典：農文協

○
対
象
機
種
…
穀
類
水
分
計
（
ケ
ッ
ト
製
）

※
点
検
料
　
税
込
1
︐1
0
0
円

／
1
台
の
ほ
か
、
修
理
が
必
要

な
場
合
は
別
途
費
用
が
発
生
し

ま
す

○
お
申
込
み
方
法
…
７
月
23
日（
木
）

ま
で
に
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
ま
で

水
分
計
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
Ｊ
Ａ
こ
う
か 

各
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

ケット製水分計点検のお知らせ

谷永直毅
信楽営農経済センター

20
てんびん座
9 /23〜10/23

【全体運】コミュニケーション運が活発に。うれしい申し出も多そうです。誘いはできるだけ参加を。触れ合いの中で得る物も
【健康運】体調を崩しがちかも。無理せず休憩を入れて

◆ 災害への備えには園芸施設共済がおすすめ！

お問い合わせ
東部支所 0120-739-031 甲賀出張所 0120-863-031

滋賀 詳しい補償内容はNOSAIまでお問い合わせください。

※付保割合追加特約を付加して補償割合を100％にした場合ハウスの再建築価額まで補償！
※小損害不填補１万円特約を付加した場合損害額１万円からお支払い！

※施設本体を園芸施設共済、農作物の販売収入を収入保険で
補償いたします。収入保険の加入は青色申告をされている方
に限ります

収入保険とセット加入をおすすめ！

・
排
水
が
悪
い
と
生
育
不
良
を
起
こ
す
の
で
、
高
い

畝
作
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
草
勢
が
弱
る
と
、
着
果
性
が
悪
く
な
っ
た
り

 

う
ど
ん
こ
病
に
か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
肥
切
れ

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（追
肥
で
調
整
）

・
茎
や
葉
が
旺
盛
に
育
つ
の
で
、
整
枝
を
し
て
風
通

り
や
日
当
た
り
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う

・
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
訪
花
昆
虫
が
少
な
い
場
合
は
受

粉
で
き
な
い
の
で
、
人
口
受
粉
を
行
い
ま
し
ょ
う

園芸特産販売課
上田 健司

すずなりカボちゃん
（ナント種苗）

・名前の通り雌花の着果性
が良く、収量性にすぐれて
います。小ぶりで(700g
～1kg程度)で料理にも使
いやすいです
・成熟するまでの未熟果は、
サラダや浅漬けなどにして
もおいしいです

オススメ品種オススメ品種

・甘みが強く栄養価の高い野菜で、煮物、天ぷら、
　サラダなど食べ方もいろいろです。
・甘みが強く栄養価の高い野菜で、煮物、天ぷら、
　サラダなど食べ方もいろいろです。

今育てたい！ 

おうちde
地元野菜

旬のタネ・苗ガイド

カボチャカボチャ

こふき
（ナント種苗）

・黒皮かぼちゃの代表的な
品種
  栗のようなホクホクとし
た食感と高い糖度なため
非常においしいです
・草勢が強く葉が大きいの
で、少し株間を広げて栽
培してください

7月 8月 9月 10月 11月

すずなり
カボちゃん

露地
一般
抑制

一般
抑制

こふき

4月 5月 6月
種まき 植付 収穫

Point!

　あなたが丹精こめた農産物を直売所『花野果市・ここぴあ』で販売しませんか？
　詳しくは、『花野果市新規出荷者説明会』にご参加ください！

新規出荷者説明会※ご予約不要

花野果市・ここぴあ新規出荷者募集中！！花野果市・ここぴあ新規出荷者募集中！！

●7月16日（木）／8月6日（木）14：00～【場所】ここぴあ 研修室
●8月19日（水）14：00～【場所】花野果市水口店　多目的ルーム
●7月16日（木）／8月6日（木）14：00～【場所】ここぴあ 研修室
●8月19日（水）14：00～【場所】花野果市水口店　多目的ルーム

～地域の食を応援 !!～～地域の食を応援 !!～

お問い合わせ 花野果市水口店 （☎0748‒62‒0711）　ここぴあ （☎0748‒72‒5552）

ご興味のある方は
お気軽に

ご参加ください♪
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今月の

えい
のう

じょう
ほう

米

茶

■ 

カ
メ
ム
シ
に
要
注
意
！

　
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま

す
。
カ
メ
ム
シ
の
加
害
に
よ
り
斑
点
米
が
発
生
し
、
品
質

が
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
防
除
と
雑
草

管
理
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
防
除
効
果
を
高
め
ま
し
ょ

う
。
特
に
『
み
ず
か
が
み
』
は
、
ほ
か
の
早
生
品
種
よ
り

出
穂
が
早
く
、
カ
メ
ム
シ
な
ど
の
被
害
を
受
け
や
す
い
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
右
の
図
の
よ
う
に
出
穂
３
週
間
前
と
出
穂
期
の
２
回

連
続
で
畦
畔
の
草
刈
り
を
行
い
、
カ
メ
ム
シ
を
防
除
し
ま

し
ょ
う
。

　
近
年
、イ
ネ
カ
メ
ム
シ（
写
真
参
照
）の
生
息
域
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
他
の
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
と
異
な
り
、

出
穂
期
か
ら
登
熟
初
期
に
籾
を
加
害
し
、
不
稔
を
生
じ
さ

せ
、
減
収
の
要
因
と
な
り
ま
す
。『
み
ず
か
が
み
』
な
ど
、

周
囲
の
水
稲
よ
り
出
穂
が
早
い
ほ
場
の
場
合
は
、
被
害
が

集
中
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
見
し
た
場
合
に

は
防
除
時
期
を
早
め
て
出
穂
期
に
１
回
追
加
防
除
を
実
施

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
環
境
こ
だ
わ
り
に
お
取
り
組
み
の
生
産
者
さ
ま

は
、
農
薬
成
分
数
の
増
加
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

特
別
栽
培
米
に
お
取
り
組
み
の
場
合
、
追
加
防
除
は
特
別

栽
培
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

水
管
理
に
つ
い
て

　
近
年
、
稲
の
登
熟
期
に
高
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と
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る
こ
と
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く
、
水
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籾
の
充
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が
多
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に
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す
。
ま
た
、
多
く
の
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種
が
8
月
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に
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迎
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ま
す
。
品
質
向
上
と
カ
ド
ミ
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吸

収
抑
制
の
た
め
、
出
穂
前
後
各
3
週
間
は
湛
水
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
長
期
予
報
で
は
、
今
年
も
高
温
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
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改
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資
材
の
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用
は
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般
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に
は
二
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採

後
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ら
秋
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の
散
布
前
に
行
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ま
す
。

　
茶
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の
生
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に
最
も
適
し
た
土
壌
pH
は
4.0
～
5.0
前

後
で
す
が
、
pH 

3.5
以
下
の
強
酸
性
土
壌
で
は
、
養
分

吸
収
を
担
う
根
の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
肥
料
の

吸
収
に
も
影
響
を
与
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ま
す
。
し
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が
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茶
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の
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と
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効
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を
向
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た
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に
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適
正
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酸
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矯
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必
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と
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す
。
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改
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資
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用
前
に
は
土
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を
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、
ほ
場
の
pH
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ま
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う
。

　
土
壌
診
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に
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い
て
は
、
最
寄
り
の
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
に
お
問
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く
だ
さ
い
。
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病
害
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防
除

　
二
番
茶
摘
採
後
の
茶
園
は
、
一
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で
最
も
病
害
虫

が
発
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し
や
す
い
時
期
で
す
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ン
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ニ
、
チ
ャ
ノ
キ
イ
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ア
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ミ
ウ
マ
、

チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
の
基
幹
防
除
の
適
期
は

７
月
下
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～
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上
旬
で
す
。
ま
た
、
炭
疸
病
の
発
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に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
気
象
条
件
に
よ
り
状
況
は

変
化
す
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た
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、
茶
園
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よ
く
観
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し
て
適
期
の
防

除
に
努
め
ま
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ょ
う
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ま
た
、
８
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上
旬
～
中
旬
に
か
け
て
、
ク
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ロ
カ

イ
ガ
ラ
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第
２
世
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幼
虫
）
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防
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適
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を
迎
え

ま
す
。
ふ
化
状
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し
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か
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確
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し
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防
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て
く
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さ
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な
お
、
農
薬
を
使
用
す
る
前
に
は
ラ
ベ
ル
の
表
示
を
よ

く
読
み
、
使
用
基
準
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。
風
が
強

い
日
な
ど
、
他
の
農
産
物
に
飛
散
す
る
恐
れ
の
あ
る
日
は

散
布
を
避
け
る
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
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畔
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草
刈
り
と
水
管
理

７
月
の

　
茶
園
管
理
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10/24〜11/22

【全体運】大変ですが助けてくれる人も多い時。下旬には挽回可能なので力を蓄え時間を稼ぎましょう。映画、美術鑑賞が吉
【健康運】運動の機会を増やすと体も心も健康に近づきます
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週
間

イ
ネ
出
穂
期（
み
ず
か
が
み
で
7
月
25
日
頃
）

草
刈
り
２
回
目

３
週
間

草
刈
り
１
回
目

カ
メ
ム
シ
類
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
畦
畔
で
イ
ネ
科
雑
草
の

穂
を
出
さ
せ
な
い
よ
う
草
刈
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

※
草
刈
り
後
約
３
週
間
で
雑
草
の
新
た
な
穂
が
出
て
き
ま
す

イネカメムシ

出典：農文協
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製
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1
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の
ほ
か
、
修
理
が
必
要

な
場
合
は
別
途
費
用
が
発
生
し

ま
す

○
お
申
込
み
方
法
…
７
月
23
日（
木
）

ま
で
に
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
セ
ン
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ー
ま
で

水
分
計
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持
ち
く
だ
さ
い

【
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ケット製水分計点検のお知らせ

谷永直毅
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てんびん座
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【全体運】コミュニケーション運が活発に。うれしい申し出も多そうです。誘いはできるだけ参加を。触れ合いの中で得る物も
【健康運】体調を崩しがちかも。無理せず休憩を入れて

◆ 災害への備えには園芸施設共済がおすすめ！

お問い合わせ
東部支所 0120-739-031 甲賀出張所 0120-863-031

滋賀 詳しい補償内容はNOSAIまでお問い合わせください。

※付保割合追加特約を付加して補償割合を100％にした場合ハウスの再建築価額まで補償！
※小損害不填補１万円特約を付加した場合損害額１万円からお支払い！

※施設本体を園芸施設共済、農作物の販売収入を収入保険で
補償いたします。収入保険の加入は青色申告をされている方
に限ります

収入保険とセット加入をおすすめ！

・
排
水
が
悪
い
と
生
育
不
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を
起
こ
す
の
で
、
高
い

畝
作
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を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
草
勢
が
弱
る
と
、
着
果
性
が
悪
く
な
っ
た
り

 

う
ど
ん
こ
病
に
か
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り
や
す
く
な
る
の
で
肥
切
れ

に
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注
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く
だ
さ
い
（追
肥
で
調
整
）

・
茎
や
葉
が
旺
盛
に
育
つ
の
で
、
整
枝
を
し
て
風
通

り
や
日
当
た
り
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う

・
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
訪
花
昆
虫
が
少
な
い
場
合
は
受

粉
で
き
な
い
の
で
、
人
口
受
粉
を
行
い
ま
し
ょ
う

園芸特産販売課
上田 健司

すずなりカボちゃん
（ナント種苗）

・名前の通り雌花の着果性
が良く、収量性にすぐれて
います。小ぶりで(700g
～1kg程度)で料理にも使
いやすいです
・成熟するまでの未熟果は、
サラダや浅漬けなどにして
もおいしいです

オススメ品種オススメ品種

・甘みが強く栄養価の高い野菜で、煮物、天ぷら、
　サラダなど食べ方もいろいろです。
・甘みが強く栄養価の高い野菜で、煮物、天ぷら、
　サラダなど食べ方もいろいろです。

今育てたい！ 

おうちde
地元野菜

旬のタネ・苗ガイド

カボチャカボチャ

こふき
（ナント種苗）

・黒皮かぼちゃの代表的な
品種
  栗のようなホクホクとし
た食感と高い糖度なため
非常においしいです
・草勢が強く葉が大きいの
で、少し株間を広げて栽
培してください

7月 8月 9月 10月 11月

すずなり
カボちゃん

露地
一般
抑制

一般
抑制

こふき

4月 5月 6月
種まき 植付 収穫

Point!

　あなたが丹精こめた農産物を直売所『花野果市・ここぴあ』で販売しませんか？
　詳しくは、『花野果市新規出荷者説明会』にご参加ください！

新規出荷者説明会※ご予約不要

花野果市・ここぴあ新規出荷者募集中！！花野果市・ここぴあ新規出荷者募集中！！

●7月16日（木）／8月6日（木）14：00～【場所】ここぴあ 研修室
●8月19日（水）14：00～【場所】花野果市水口店　多目的ルーム
●7月16日（木）／8月6日（木）14：00～【場所】ここぴあ 研修室
●8月19日（水）14：00～【場所】花野果市水口店　多目的ルーム

～地域の食を応援 !!～～地域の食を応援 !!～

お問い合わせ 花野果市水口店 （☎0748‒62‒0711）　ここぴあ （☎0748‒72‒5552）

ご興味のある方は
お気軽に

ご参加ください♪
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JAこうか女性部
心ひとつに みんなの広場みんなの広場

おとめ座
８ /23〜 ９ /22

【全体運】安定運ですが思い悩むことが多そう。気分転換は大切。外出や趣味の時間を多めに取ってリフレッシュを
【健康運】不調は解消へ。考え過ぎないのが良いようです

前
まえ

田
だ

　悠
ゆう

斗
と

さん（23歳）甲賀市土山町

宮
みや

下
した

　美
み

恵
え

子
こ

さん（79歳）甲賀市甲南町

　
私
は
4
年
前
に
就
農
し
、
甲
賀
市
で
認
定
農
業

者
と
し
て
、
ブ
ド
ウ
を
12
品
種
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
キ
ャ
ベ
ツ
や
ニ
ン
ジ
ン
を
作
付
け
し
て
お

り
、
ニ
ン
ジ
ン
は
甲
賀
市
の
学
校
給
食
に
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
農
業
を
し
て
い
て
大
変
な
こ
と
は
、
自
然
の
厳

し
さ
で
す
。
ブ
ド
ウ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
状
況
に

合
わ
せ
て
管
理
す
る
の
が
大
変
で
す
が
、
お
客
様

か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
！
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

た
り
、
笑
顔
を
見
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、

他
の
ブ
ド
ウ
園
へ
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
学
ん
で
い

ま
す
が
、
他
の
農
家
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
に
は
驚

き
ま
す
。
今
年
は
7
月
末
か
ら
お
盆
頃
に
か
け
て

販
売
を
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
ブ
ド

ウ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
S
N
S
を
活
用

し
た
情
報
発
信
や
発
送
販
売
に
も
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ブ
ド
ウ
の
魅
力
を
さ
ら
に
広
げ
ら
れ

る
よ
う
、
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
！

　
私
は
甲
賀
市
の
パ
ー
ル
美
容
で
、
美
容
師

と
し
て
58
年
働
い
て
い
ま
す
。
最
初
は
１
週
間

だ
け
住
み
込
み
で
働
く
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

お
店
が
忙
し
く
「
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
け
手
伝
お

う
か
な
」
と
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
気
づ
け
ば

58
年
も
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
ど
ち
ら
か
と
う
い
う
と
あ

ま
り
話
さ
な
い
性
格
で
し
た
。
し
か
し
、
美
容

師
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
人
と
話
す
楽
し

さ
を
知
り
、
今
で
は
お
客
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
時
間
が
毎
日
の
楽
し
み
で
す
。
お
店
に
は

気
軽
に
来
て
く
れ
る
方
が
多
く
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

髪
を
切
る
時
間
よ
り
雑
談
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
日
も
あ
り
ま
す
。「
こ
こ
に
来
る
と
元

気
に
な
る
わ
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
の
言
葉
が
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
私
自
身

も
毎
日
お
客
さ
ん
と
話
し
て
笑
う
こ
と
で
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
79
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
日
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。
元
気
の
秘
訣
は
、
み
ん
な
と
話

し
て
笑
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

あぐりあぐり
イキイキイキイキ

さんさん

キラリキラリ
さんさん

キラキラキラキラ

信楽支所　窓口係
　水口支所 窓口係の村上涼也です。入組して2ヵ月になりました。 主な仕事
は、窓口担当として、入出金や振込などの貯金業務をはじめ、お客さまから
の相談対応や商品案内を行うことです。日々の業務では、お客さまに安心し
てご利用いただけるよう、正確かつ、丁寧な対応を心掛けています。また、
ミスの防止のため確認を徹底し、笑顔で気持ちの良い接客を意識しています。
　休日は、友人と食事に出かけたり、買い物をしたりして過ごしています。
また、自宅で映画や動画をみながら、ゆっくりと過ごすことも好きです。地
域の皆さまとのつながりを大切にし、親しみやすい職員を目指しています。
まだまだ未熟な部分もありますが、精一杯頑張りますのでよろしくお願いい
たします！

今月のJA職員
むら   かみ　　   すず   や

村上　涼也村上　涼也水口支所　窓口係

ご
来
店
の
際
は
、

「
広
報
紙
み
た
よ
！
」と

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
！

丹精込めて
お届けします！

毎日みんなと
話すのが楽しみ！
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JAこうか女性部
心ひとつに

築野食品㈱で大人の工場見学と

開 催 日 令和8年8月26日（水）

募集定員 先着40名様
ご注意事項 ・お申込者への改めての通知はいたしません。

・バスは全席指定です。事務局で席割りさせていただきます。バス酔い等で前列をご希望の方は申込み時にお申し出ください。
・「旅行傷害保険」に加入しております。　・状況により、内容の変更または中止となる場合があります。
・お預かりした個人情報は、旅行手配の事務にのみ使用いたします。
・キャンセル料：10日前20％、7日前30％、前日40％、当日50％、無連絡不参加100％

申込締切日 令和8年7月31日（金）※定員になり次第、締め切ります

宝塚ホテルランチ

お申込み方法 令和8年7月7日（火）8時45分より事務局（くらしの活動課）までお電話にて
お申込みください。なお、お電話でのお申込みは、一度に2名様までとさせていただきます。

※お申込み後1週間以内に「JA各支所窓口」
　または「くらしの活動課」でご入金ください

参加費 11,500円

JAこうか女
性部員対象

JAこうか
女性部員
限定！

行 程 表

JAこうか出発（8：30）→築野食品工業㈱宝塚工場（エーコープ米油の見学）→ 
  　宝塚ホテル（ビュッフェの昼食）→伊丹空港（休憩・お買い物）→JAこうか本所 帰着・解散（17：00頃）

JAこうか本所玄関ロビー集合（8：15）JAこうか本所玄関ロビー集合（8：15） ※天候・道路事情またはその他の事情により変更になる場合があります

※写真はイメージです※写真はイメージです

しし座
7 /23〜 ８ /22

【全体運】好調運に恵まれパワフル。周囲への気遣いが称賛の的に。新しいことを始めてみると周囲の協力も得られます
【健康運】夜は早めに就寝を。良く眠れる枕を探してみて

お問い合わせ 平日8:30～17:00JAこうか くらしの活動課 ☎0748-62-0582

　
J
A
こ
う
か
女
性
部
は
６
月
12
日
と
６
月
14
日
に
湖
南
市
市
民
産
業
交

流
促
進
施
設
『
こ
こ
ぴ
あ
』
で
、
女
性
部
員
12
名
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
７

名
を
対
象
に
、
梅
干
し
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
を
対
象
と
し
た
梅
干
し
作
り
教
室
は
今
年
で
３
年
目
。

活
動
を
知
っ
た
女
性
部
員
か
ら
「
私
た
ち
も
改
め
て
学
び
た
い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
新
た
に
女
性
部
員
も
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
J
A
女
性
部
の
部
長
で
、
家
の
光
講
師
で
も
あ
る
上
田
和

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
梅
干
し
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１

人
２
kg
の
梅
の
ヘ
タ
取
り
か
ら
塩
漬
け
ま
で
の
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、

自
宅
で
行
う
工
程
に
つ
い
て
も
講
師
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
完
成
が
楽
し
み
。来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
梅
干
し
作
り
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

季
節
の
手
仕
事
を
楽
し
む

季
節
の
手
仕
事
を
楽
し
む

女
性
部
員
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
梅
干
し
作
り
に
挑
戦

女
性
部
員
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
梅
干
し
作
り
に
挑
戦

梅干し作りに挑戦する女性部員

講師から手ほどきを受けるフレッシュミズ部員
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JAこうか女性部
心ひとつに みんなの広場みんなの広場

おとめ座
８ /23〜 ９ /22

【全体運】安定運ですが思い悩むことが多そう。気分転換は大切。外出や趣味の時間を多めに取ってリフレッシュを
【健康運】不調は解消へ。考え過ぎないのが良いようです

前
まえ

田
だ

　悠
ゆう

斗
と

さん（23歳）甲賀市土山町

宮
みや

下
した

　美
み

恵
え

子
こ

さん（79歳）甲賀市甲南町

　
私
は
4
年
前
に
就
農
し
、
甲
賀
市
で
認
定
農
業

者
と
し
て
、
ブ
ド
ウ
を
12
品
種
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
キ
ャ
ベ
ツ
や
ニ
ン
ジ
ン
を
作
付
け
し
て
お

り
、
ニ
ン
ジ
ン
は
甲
賀
市
の
学
校
給
食
に
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
農
業
を
し
て
い
て
大
変
な
こ
と
は
、
自
然
の
厳

し
さ
で
す
。
ブ
ド
ウ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
状
況
に

合
わ
せ
て
管
理
す
る
の
が
大
変
で
す
が
、
お
客
様

か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
！
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

た
り
、
笑
顔
を
見
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、

他
の
ブ
ド
ウ
園
へ
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
学
ん
で
い

ま
す
が
、
他
の
農
家
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
に
は
驚

き
ま
す
。
今
年
は
7
月
末
か
ら
お
盆
頃
に
か
け
て

販
売
を
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
ブ
ド

ウ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
S
N
S
を
活
用

し
た
情
報
発
信
や
発
送
販
売
に
も
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ブ
ド
ウ
の
魅
力
を
さ
ら
に
広
げ
ら
れ

る
よ
う
、
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
！

　
私
は
甲
賀
市
の
パ
ー
ル
美
容
で
、
美
容
師

と
し
て
58
年
働
い
て
い
ま
す
。
最
初
は
１
週
間

だ
け
住
み
込
み
で
働
く
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

お
店
が
忙
し
く
「
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
け
手
伝
お

う
か
な
」
と
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
気
づ
け
ば

58
年
も
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
ど
ち
ら
か
と
う
い
う
と
あ

ま
り
話
さ
な
い
性
格
で
し
た
。
し
か
し
、
美
容

師
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
人
と
話
す
楽
し

さ
を
知
り
、
今
で
は
お
客
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
時
間
が
毎
日
の
楽
し
み
で
す
。
お
店
に
は

気
軽
に
来
て
く
れ
る
方
が
多
く
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

髪
を
切
る
時
間
よ
り
雑
談
し
て
い
る
時
間
の
方

が
長
い
日
も
あ
り
ま
す
。「
こ
こ
に
来
る
と
元

気
に
な
る
わ
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
の
言
葉
が
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
私
自
身

も
毎
日
お
客
さ
ん
と
話
し
て
笑
う
こ
と
で
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
79
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
日
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。
元
気
の
秘
訣
は
、
み
ん
な
と
話

し
て
笑
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

あぐりあぐり
イキイキイキイキ

さんさん

キラリキラリ
さんさん

キラキラキラキラ

信楽支所　窓口係
　水口支所 窓口係の村上涼也です。入組して2ヵ月になりました。 主な仕事
は、窓口担当として、入出金や振込などの貯金業務をはじめ、お客さまから
の相談対応や商品案内を行うことです。日々の業務では、お客さまに安心し
てご利用いただけるよう、正確かつ、丁寧な対応を心掛けています。また、
ミスの防止のため確認を徹底し、笑顔で気持ちの良い接客を意識しています。
　休日は、友人と食事に出かけたり、買い物をしたりして過ごしています。
また、自宅で映画や動画をみながら、ゆっくりと過ごすことも好きです。地
域の皆さまとのつながりを大切にし、親しみやすい職員を目指しています。
まだまだ未熟な部分もありますが、精一杯頑張りますのでよろしくお願いい
たします！

今月のJA職員
むら   かみ　　   すず   や

村上　涼也村上　涼也水口支所　窓口係

ご
来
店
の
際
は
、

「
広
報
紙
み
た
よ
！
」と

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
！

丹精込めて
お届けします！

毎日みんなと
話すのが楽しみ！
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わ
わ わ

JAこうか女性部
心ひとつに

築野食品㈱で大人の工場見学と

開 催 日 令和8年8月26日（水）

募集定員 先着40名様
ご注意事項 ・お申込者への改めての通知はいたしません。

・バスは全席指定です。事務局で席割りさせていただきます。バス酔い等で前列をご希望の方は申込み時にお申し出ください。
・「旅行傷害保険」に加入しております。　・状況により、内容の変更または中止となる場合があります。
・お預かりした個人情報は、旅行手配の事務にのみ使用いたします。
・キャンセル料：10日前20％、7日前30％、前日40％、当日50％、無連絡不参加100％

申込締切日 令和8年7月31日（金）※定員になり次第、締め切ります

宝塚ホテルランチ

お申込み方法 令和8年7月7日（火）8時45分より事務局（くらしの活動課）までお電話にて
お申込みください。なお、お電話でのお申込みは、一度に2名様までとさせていただきます。

※お申込み後1週間以内に「JA各支所窓口」
　または「くらしの活動課」でご入金ください

参加費 11,500円

JAこうか女
性部員対象

JAこうか
女性部員
限定！

行 程 表

JAこうか出発（8：30）→築野食品工業㈱宝塚工場（エーコープ米油の見学）→ 
  　宝塚ホテル（ビュッフェの昼食）→伊丹空港（休憩・お買い物）→JAこうか本所 帰着・解散（17：00頃）

JAこうか本所玄関ロビー集合（8：15）JAこうか本所玄関ロビー集合（8：15） ※天候・道路事情またはその他の事情により変更になる場合があります

※写真はイメージです※写真はイメージです

しし座
7 /23〜 ８ /22

【全体運】好調運に恵まれパワフル。周囲への気遣いが称賛の的に。新しいことを始めてみると周囲の協力も得られます
【健康運】夜は早めに就寝を。良く眠れる枕を探してみて

お問い合わせ 平日8:30～17:00JAこうか くらしの活動課 ☎0748-62-0582

　
J
A
こ
う
か
女
性
部
は
６
月
12
日
と
６
月
14
日
に
湖
南
市
市
民
産
業
交

流
促
進
施
設
『
こ
こ
ぴ
あ
』
で
、
女
性
部
員
12
名
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
７

名
を
対
象
に
、
梅
干
し
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
を
対
象
と
し
た
梅
干
し
作
り
教
室
は
今
年
で
３
年
目
。

活
動
を
知
っ
た
女
性
部
員
か
ら
「
私
た
ち
も
改
め
て
学
び
た
い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
新
た
に
女
性
部
員
も
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
J
A
女
性
部
の
部
長
で
、
家
の
光
講
師
で
も
あ
る
上
田
和

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
梅
干
し
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１

人
２
kg
の
梅
の
ヘ
タ
取
り
か
ら
塩
漬
け
ま
で
の
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、

自
宅
で
行
う
工
程
に
つ
い
て
も
講
師
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
完
成
が
楽
し
み
。来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
梅
干
し
作
り
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

季
節
の
手
仕
事
を
楽
し
む

季
節
の
手
仕
事
を
楽
し
む

女
性
部
員
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
梅
干
し
作
り
に
挑
戦

女
性
部
員
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
梅
干
し
作
り
に
挑
戦

梅干し作りに挑戦する女性部員

講師から手ほどきを受けるフレッシュミズ部員
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インフォメーションインフォメーション

かに座
6 /22〜 7 /22

【全体運】ハプニング要素もありますが冷静に対処すればOK。困ったときは周囲の意見も参考に。美味しい物にツキあり
【健康運】日差しへの対策は入念に。UVカットのアイテムが◎

3,800円3,800円〈白米5㎏〉 （税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

7,400円7,400円〈白米10㎏〉

18,300円18,300円

17,400円17,400円

7,300円7,300円〈白米10㎏〉

自慢のおいしい「地元のお米」を
特別価格でご提供します。

※写真はイメージです。

特別栽培米コシヒカリ

〈玄米30㎏〉

マーク… 農薬や化学肥料の使用量を通常の半分以下に減らし、琵琶湖や
 周辺の環境に優しい栽培技術を取り入れた特別栽培米です。

17,600円17,600円
きぬむすめ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米みずかがみ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米キヌヒカリ

〈玄米30㎏〉

忍味 コシヒカリ忍味 コシヒカリ
忍味 みずかがみ忍味 みずかがみ

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

7,100円7,100円7,100円7,100円〈白米10㎏〉

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

〈白米10㎏〉

忍味 キヌヒカリ きぬむすめ

18,000円18,000円

物価高に
負けない！

お買い求めは、
JAこうか

『花野果市』各店・
『ここぴあ』へ！

※申告書の作成などについては別途費用が発生する場合があります
※予約制となっていますので、ご希望の日時を開催前日までにご予約ください。受付順に時間調整いたします
※その他税金に限らず、相続に関する相談も対応していますので、お気軽にお問い合わせください

税理士による無料の相談会です。相続や贈与に関すること、税金対策などお気軽にご利用ください！

開催日：令和8年 7月29日（水）・8月5日（水）
時　間：午前10時～午後３時　　　会　場：JAこうか本所 3階研修室　

お問い合わせ・ご予約 ＪＡこうか 総務課（資産相談）　☎0748-62-2182

◆ 無料税金相談会のご案内　

◆ 初盆のご案内

お問い合わせ ＪＡこうか やすらぎセンター　☎ 0748-63-7300　℻ 0748-65-3060

※ご精算１回につき、１枚の利用とさせていただきます ※お釣りは出ません 
※クーポン券の第３者への譲渡、換金、払い戻しはできませんのでご了承ください
※他のクーポンとの併用はできません

2００円引きクーポン2００円引きクーポン
ご使用期間 令和8年7月16日木～8月31日月

花野果市各店・ここぴあで使える♪

税込2,０００円以上のお買い上げで、2００円分として
ご使用いただけます

この券を切り取り、
お会計時に
お渡しください

　やすらぎセンターでは初盆の 祭壇の設営から回収、
生花や盛籠、供養品のご注文を承っております。
　「初盆って何を準備したらいいのだろう？」「生花や
盛籠を供えたい」「供養品を何にしようかな？」とお
考えの方は、やすらぎセンターまでご相談ください！ 

祭壇 生花

盛籠

お問い合わせ
㈱JAオートパルこうか 
水口店  ☎0748-62-2265
甲南店  ☎0748-86-8601

年金についての質問や疑問に、社会保
険労務士などの年金の専門家が無料で
ご相談をお受けいたします。これから
年金を受け取る方、受給中の年金に関
する疑問をお持ちの方など
お気軽にご相談ください。

年金相談会 のご案内

下記まで
予約制

無 料

甲南支所（☎0748‒86‒3071）
午前9時～12時
信楽支所（☎0748‒82‒1165）
午後1時30分～4時30分

令和8年８月１４日（金）

令和8年７月２０日（月・祝）

※本所金融部はJAホール西隣の建物で、
　「年金相談会会場」の看板が目印です

信用課（☎0748‒62‒0382）

JAこうか本所 金融部
午前9時～午後4時30分

JARIC（JA共済自動車指定工場協力会）は、全国約1,600の優
良自動車修理工場が加盟するJA共済の指定工場ネットワーク
です。当JA管内に９社ある指定工場を１社ずつご紹介♪

会社住所：湖南市石部中央４-５-67
会社☎ ：0748-77-5600

代表取締役社長
川合 康友 さん

スターエナジー共々　
よろしくお願い致します。

有限会社 川合自工

 お車の修理・整備はJA共済の指定工場　　　　　　 へ  「JARIC」 「JARIC」

　お得意さまや地域の皆さまを第一に考え、「ま
ずは川合自工に相談だ！」を合言葉に、気軽に頼
れる “町のお医者さん” のような自動車屋を目指
しています。
　また、ガソリンスタンド『スターエナジー』と
提携し、『カワイアンカード』を発行してガソリ
ン・軽油・灯油の割引特典を設け、お客様にお得
にご利用いただけるよう努めています。
　JA指定工場として、これからも地域の皆さま
に安心と信頼をお届けするとともに、JAと力を合
わせてブランド力の向上に取り組んでまいります。

夏の大感謝祭

会 場 ＪＡこうか本所　駐車場
（甲賀市水口町水口6111-1）

※小学生以下のお子さまに
　限ります

縁日縁日 お子さま限定無料

スーパーボール
わ な げ

射　的

か き 氷
カップゼリーつかみ取り

開催
日時

令和8年

※両日、㈱JAオートパルこうか水口店・甲南店は休業日となります
午前10時～午後5時
７月１８日土・１９日日

◆ 車の大展示会 開催！
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インフォメーションインフォメーション

ふたご座
5 /21〜 6 /21

【全体運】良い話が聞けるなど幸運が続く時。いいことがあったら周囲にもお裾分けを。皆で楽しめばより運気アップ
【健康運】疲れを感じたら療養が必要なサイン。ゆっくり休んで

3,800円3,800円〈白米5㎏〉 （税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

7,400円7,400円〈白米10㎏〉

18,300円18,300円

17,400円17,400円

7,300円7,300円〈白米10㎏〉

自慢のおいしい「地元のお米」を
特別価格でご提供します。

※写真はイメージです。

特別栽培米コシヒカリ

〈玄米30㎏〉

マーク… 農薬や化学肥料の使用量を通常の半分以下に減らし、琵琶湖や
 周辺の環境に優しい栽培技術を取り入れた特別栽培米です。

17,600円17,600円
きぬむすめ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米みずかがみ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米キヌヒカリ

〈玄米30㎏〉

忍味 コシヒカリ忍味 コシヒカリ
忍味 みずかがみ忍味 みずかがみ

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

7,100円7,100円7,100円7,100円〈白米10㎏〉

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

〈白米10㎏〉

忍味 キヌヒカリ きぬむすめ

18,000円18,000円

物価高に
負けない！

お買い求めは、
JAこうか

『花野果市』各店・
『ここぴあ』へ！

※申告書の作成などについては別途費用が発生する場合があります
※予約制となっていますので、ご希望の日時を開催前日までにご予約ください。受付順に時間調整いたします
※その他税金に限らず、相続に関する相談も対応していますので、お気軽にお問い合わせください

税理士による無料の相談会です。相続や贈与に関すること、税金対策などお気軽にご利用ください！

開催日：令和8年 7月29日（水）・8月5日（水）
時　間：午前10時～午後３時　　　会　場：JAこうか本所 3階研修室　

お問い合わせ・ご予約 ＪＡこうか 総務課（資産相談）　☎0748-62-2182

◆ 無料税金相談会のご案内　

◆ 初盆のご案内

お問い合わせ ＪＡこうか やすらぎセンター　☎ 0748-63-7300　℻ 0748-65-3060

※ご精算１回につき、１枚の利用とさせていただきます ※お釣りは出ません 
※クーポン券の第３者への譲渡、換金、払い戻しはできませんのでご了承ください
※他のクーポンとの併用はできません

2００円引きクーポン2００円引きクーポン
ご使用期間 令和8年7月16日木～8月31日月

花野果市各店・ここぴあで使える♪

税込2,０００円以上のお買い上げで、2００円分として
ご使用いただけます

この券を切り取り、
お会計時に
お渡しください

　やすらぎセンターでは初盆の 祭壇の設営から回収、
生花や盛籠、供養品のご注文を承っております。
　「初盆って何を準備したらいいのだろう？」「生花や
盛籠を供えたい」「供養品を何にしようかな？」とお
考えの方は、やすらぎセンターまでご相談ください！ 

祭壇 生花

盛籠

お問い合わせ
㈱JAオートパルこうか 
水口店  ☎0748-62-2265
甲南店  ☎0748-86-8601

年金についての質問や疑問に、社会保
険労務士などの年金の専門家が無料で
ご相談をお受けいたします。これから
年金を受け取る方、受給中の年金に関
する疑問をお持ちの方など
お気軽にご相談ください。

年金相談会 のご案内

下記まで
予約制

無 料

甲南支所（☎0748‒86‒3071）
午前9時～12時
信楽支所（☎0748‒82‒1165）
午後1時30分～4時30分

令和8年８月１４日（金）

令和8年７月２０日（月・祝）

※本所金融部はJAホール西隣の建物で、
　「年金相談会会場」の看板が目印です

信用課（☎0748‒62‒0382）

JAこうか本所 金融部
午前9時～午後4時30分

JARIC（JA共済自動車指定工場協力会）は、全国約1,600の優
良自動車修理工場が加盟するJA共済の指定工場ネットワーク
です。当JA管内に９社ある指定工場を１社ずつご紹介♪

会社住所：湖南市石部中央４-５-67
会社☎ ：0748-77-5600

代表取締役社長
川合 康友 さん

スターエナジー共々　
よろしくお願い致します。

有限会社 川合自工

 お車の修理・整備はJA共済の指定工場　　　　　　 へ  「JARIC」 「JARIC」

　お得意さまや地域の皆さまを第一に考え、「ま
ずは川合自工に相談だ！」を合言葉に、気軽に頼
れる “町のお医者さん” のような自動車屋を目指
しています。
　また、ガソリンスタンド『スターエナジー』と
提携し、『カワイアンカード』を発行してガソリ
ン・軽油・灯油の割引特典を設け、お客様にお得
にご利用いただけるよう努めています。
　JA指定工場として、これからも地域の皆さま
に安心と信頼をお届けするとともに、JAと力を合
わせてブランド力の向上に取り組んでまいります。

夏の大感謝祭

会 場 ＪＡこうか本所　駐車場
（甲賀市水口町水口6111-1）

※小学生以下のお子さまに
　限ります

縁日縁日 お子さま限定無料

スーパーボール
わ な げ

射　的

か き 氷
カップゼリーつかみ取り

開催
日時

令和8年

※両日、㈱JAオートパルこうか水口店・甲南店は休業日となります
午前10時～午後5時
７月１８日土・１９日日

◆ 車の大展示会 開催！

25



インフォメーションインフォメーション

かに座
6 /22〜 7 /22

【全体運】ハプニング要素もありますが冷静に対処すればOK。困ったときは周囲の意見も参考に。美味しい物にツキあり
【健康運】日差しへの対策は入念に。UVカットのアイテムが◎

3,800円3,800円〈白米5㎏〉 （税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

7,400円7,400円〈白米10㎏〉

18,300円18,300円

17,400円17,400円

7,300円7,300円〈白米10㎏〉

自慢のおいしい「地元のお米」を
特別価格でご提供します。

※写真はイメージです。

特別栽培米コシヒカリ

〈玄米30㎏〉

マーク… 農薬や化学肥料の使用量を通常の半分以下に減らし、琵琶湖や
 周辺の環境に優しい栽培技術を取り入れた特別栽培米です。

17,600円17,600円
きぬむすめ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米みずかがみ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米キヌヒカリ

〈玄米30㎏〉

忍味 コシヒカリ忍味 コシヒカリ
忍味 みずかがみ忍味 みずかがみ

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

7,100円7,100円7,100円7,100円〈白米10㎏〉

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

〈白米10㎏〉

忍味 キヌヒカリ きぬむすめ

18,000円18,000円

物価高に
負けない！

お買い求めは、
JAこうか

『花野果市』各店・
『ここぴあ』へ！

※申告書の作成などについては別途費用が発生する場合があります
※予約制となっていますので、ご希望の日時を開催前日までにご予約ください。受付順に時間調整いたします
※その他税金に限らず、相続に関する相談も対応していますので、お気軽にお問い合わせください

税理士による無料の相談会です。相続や贈与に関すること、税金対策などお気軽にご利用ください！

開催日：令和8年 7月29日（水）・8月5日（水）
時　間：午前10時～午後３時　　　会　場：JAこうか本所 3階研修室　

お問い合わせ・ご予約 ＪＡこうか 総務課（資産相談）　☎0748-62-2182

◆ 無料税金相談会のご案内　

◆ 初盆のご案内

お問い合わせ ＪＡこうか やすらぎセンター　☎ 0748-63-7300　℻ 0748-65-3060

※ご精算１回につき、１枚の利用とさせていただきます ※お釣りは出ません 
※クーポン券の第３者への譲渡、換金、払い戻しはできませんのでご了承ください
※他のクーポンとの併用はできません

2００円引きクーポン2００円引きクーポン
ご使用期間 令和8年7月16日木～8月31日月

花野果市各店・ここぴあで使える♪

税込2,０００円以上のお買い上げで、2００円分として
ご使用いただけます

この券を切り取り、
お会計時に
お渡しください

　やすらぎセンターでは初盆の 祭壇の設営から回収、
生花や盛籠、供養品のご注文を承っております。
　「初盆って何を準備したらいいのだろう？」「生花や
盛籠を供えたい」「供養品を何にしようかな？」とお
考えの方は、やすらぎセンターまでご相談ください！ 

祭壇 生花

盛籠

お問い合わせ
㈱JAオートパルこうか 
水口店  ☎0748-62-2265
甲南店  ☎0748-86-8601

年金についての質問や疑問に、社会保
険労務士などの年金の専門家が無料で
ご相談をお受けいたします。これから
年金を受け取る方、受給中の年金に関
する疑問をお持ちの方など
お気軽にご相談ください。

年金相談会 のご案内

下記まで
予約制

無 料

甲南支所（☎0748‒86‒3071）
午前9時～12時
信楽支所（☎0748‒82‒1165）
午後1時30分～4時30分

令和8年８月１４日（金）

令和8年７月２０日（月・祝）

※本所金融部はJAホール西隣の建物で、
　「年金相談会会場」の看板が目印です

信用課（☎0748‒62‒0382）

JAこうか本所 金融部
午前9時～午後4時30分

JARIC（JA共済自動車指定工場協力会）は、全国約1,600の優
良自動車修理工場が加盟するJA共済の指定工場ネットワーク
です。当JA管内に９社ある指定工場を１社ずつご紹介♪

会社住所：湖南市石部中央４-５-67
会社☎ ：0748-77-5600

代表取締役社長
川合 康友 さん

スターエナジー共々　
よろしくお願い致します。

有限会社 川合自工

 お車の修理・整備はJA共済の指定工場　　　　　　 へ  「JARIC」 「JARIC」

　お得意さまや地域の皆さまを第一に考え、「ま
ずは川合自工に相談だ！」を合言葉に、気軽に頼
れる “町のお医者さん” のような自動車屋を目指
しています。
　また、ガソリンスタンド『スターエナジー』と
提携し、『カワイアンカード』を発行してガソリ
ン・軽油・灯油の割引特典を設け、お客様にお得
にご利用いただけるよう努めています。
　JA指定工場として、これからも地域の皆さま
に安心と信頼をお届けするとともに、JAと力を合
わせてブランド力の向上に取り組んでまいります。

夏の大感謝祭

会 場 ＪＡこうか本所　駐車場
（甲賀市水口町水口6111-1）

※小学生以下のお子さまに
　限ります

縁日縁日 お子さま限定無料

スーパーボール
わ な げ

射　的

か き 氷
カップゼリーつかみ取り

開催
日時

令和8年

※両日、㈱JAオートパルこうか水口店・甲南店は休業日となります
午前10時～午後5時
７月１８日土・１９日日

◆ 車の大展示会 開催！
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インフォメーションインフォメーション

ふたご座
5 /21〜 6 /21

【全体運】良い話が聞けるなど幸運が続く時。いいことがあったら周囲にもお裾分けを。皆で楽しめばより運気アップ
【健康運】疲れを感じたら療養が必要なサイン。ゆっくり休んで

3,800円3,800円〈白米5㎏〉 （税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

7,400円7,400円〈白米10㎏〉

18,300円18,300円

17,400円17,400円

7,300円7,300円〈白米10㎏〉

自慢のおいしい「地元のお米」を
特別価格でご提供します。

※写真はイメージです。

特別栽培米コシヒカリ

〈玄米30㎏〉

マーク… 農薬や化学肥料の使用量を通常の半分以下に減らし、琵琶湖や
 周辺の環境に優しい栽培技術を取り入れた特別栽培米です。

17,600円17,600円
きぬむすめ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米みずかがみ

〈玄米30㎏〉

特別栽培米キヌヒカリ

〈玄米30㎏〉

忍味 コシヒカリ忍味 コシヒカリ
忍味 みずかがみ忍味 みずかがみ

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

7,100円7,100円7,100円7,100円〈白米10㎏〉

3,600円3,600円〈白米5㎏〉

〈白米10㎏〉

忍味 キヌヒカリ きぬむすめ

18,000円18,000円

物価高に
負けない！

お買い求めは、
JAこうか

『花野果市』各店・
『ここぴあ』へ！

※申告書の作成などについては別途費用が発生する場合があります
※予約制となっていますので、ご希望の日時を開催前日までにご予約ください。受付順に時間調整いたします
※その他税金に限らず、相続に関する相談も対応していますので、お気軽にお問い合わせください

税理士による無料の相談会です。相続や贈与に関すること、税金対策などお気軽にご利用ください！

開催日：令和8年 7月29日（水）・8月5日（水）
時　間：午前10時～午後３時　　　会　場：JAこうか本所 3階研修室　

お問い合わせ・ご予約 ＪＡこうか 総務課（資産相談）　☎0748-62-2182

◆ 無料税金相談会のご案内　

◆ 初盆のご案内

お問い合わせ ＪＡこうか やすらぎセンター　☎ 0748-63-7300　℻ 0748-65-3060

※ご精算１回につき、１枚の利用とさせていただきます ※お釣りは出ません 
※クーポン券の第３者への譲渡、換金、払い戻しはできませんのでご了承ください
※他のクーポンとの併用はできません

2００円引きクーポン2００円引きクーポン
ご使用期間 令和8年7月16日木～8月31日月

花野果市各店・ここぴあで使える♪

税込2,０００円以上のお買い上げで、2００円分として
ご使用いただけます

この券を切り取り、
お会計時に
お渡しください

　やすらぎセンターでは初盆の 祭壇の設営から回収、
生花や盛籠、供養品のご注文を承っております。
　「初盆って何を準備したらいいのだろう？」「生花や
盛籠を供えたい」「供養品を何にしようかな？」とお
考えの方は、やすらぎセンターまでご相談ください！ 

祭壇 生花

盛籠

お問い合わせ
㈱JAオートパルこうか 
水口店  ☎0748-62-2265
甲南店  ☎0748-86-8601

年金についての質問や疑問に、社会保
険労務士などの年金の専門家が無料で
ご相談をお受けいたします。これから
年金を受け取る方、受給中の年金に関
する疑問をお持ちの方など
お気軽にご相談ください。

年金相談会 のご案内

下記まで
予約制

無 料

甲南支所（☎0748‒86‒3071）
午前9時～12時
信楽支所（☎0748‒82‒1165）
午後1時30分～4時30分

令和8年８月１４日（金）

令和8年７月２０日（月・祝）

※本所金融部はJAホール西隣の建物で、
　「年金相談会会場」の看板が目印です

信用課（☎0748‒62‒0382）

JAこうか本所 金融部
午前9時～午後4時30分

JARIC（JA共済自動車指定工場協力会）は、全国約1,600の優
良自動車修理工場が加盟するJA共済の指定工場ネットワーク
です。当JA管内に９社ある指定工場を１社ずつご紹介♪

会社住所：湖南市石部中央４-５-67
会社☎ ：0748-77-5600

代表取締役社長
川合 康友 さん

スターエナジー共々　
よろしくお願い致します。

有限会社 川合自工

 お車の修理・整備はJA共済の指定工場　　　　　　 へ  「JARIC」 「JARIC」

　お得意さまや地域の皆さまを第一に考え、「ま
ずは川合自工に相談だ！」を合言葉に、気軽に頼
れる “町のお医者さん” のような自動車屋を目指
しています。
　また、ガソリンスタンド『スターエナジー』と
提携し、『カワイアンカード』を発行してガソリ
ン・軽油・灯油の割引特典を設け、お客様にお得
にご利用いただけるよう努めています。
　JA指定工場として、これからも地域の皆さま
に安心と信頼をお届けするとともに、JAと力を合
わせてブランド力の向上に取り組んでまいります。

夏の大感謝祭

会 場 ＪＡこうか本所　駐車場
（甲賀市水口町水口6111-1）

※小学生以下のお子さまに
　限ります

縁日縁日 お子さま限定無料

スーパーボール
わ な げ

射　的

か き 氷
カップゼリーつかみ取り

開催
日時

令和8年

※両日、㈱JAオートパルこうか水口店・甲南店は休業日となります
午前10時～午後5時
７月１８日土・１９日日

◆ 車の大展示会 開催！
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理事会
だより

おうし座
4 /20〜 5 /20

【全体運】スムーズに物事が進まない時。あえてペースダウンをしてゆっくり進めればミスを減らせます。下旬は上昇運
【健康運】喉に痛みを感じたら早めにケアを。喉あめが◎

あ
な
た
ら
し
さ
が
、社
会
の
チ
カ
ラ

あ
な
た
ら
し
さ
が
、社
会
の
チ
カ
ラ

　
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
は『
男
女
共
同
参
画
週
間
』で
あ
り
、
令
和
８
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

『
あ
な
た
ら
し
さ
が
、
社
会
の
チ
カ
ラ
』
で
す
。
こ
の
言
葉
に
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
ひ
と
り
の
持

ち
味
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　『
あ
な
た
ら
し
さ
』と
聞
く
と
、目
立
つ
個
性
や
特
別
な
才
能
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
人
ら
し
さ
は
、
普
段
の
考
え
方
や
人
と
の
関
わ
り
方
、
物
事
へ
の
向
き
合
い
方
の
中
に
も

表
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
し
も
見
え
や
す
い
形
を
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、『
こ
う
あ
る
べ
き
』
と
い
う
決
め
つ
け
が
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
、
年
齢
や
家
庭
の
事
情
が
あ
る
か
ら
。
そ
う
し
た
思
い
込

み
が
あ
る
と
、
そ
の
人
の
力
や
考
え
方
が
十
分
に
生
か
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
同
じ
意
見
で
も
、
発

言
者
の
性
別
や
立
場
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
が
変
わ
っ
た
り
、
家
事
・
育
児
・
介
護
の
担
い
手
が
固
定
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
も
、
積
み
重
な
れ
ば
選
択
肢
を
狭
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　『
あ
な
た
ら
し
さ
が
、
社
会
の
チ
カ
ラ
』と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
目
立
つ
個
性
の
発
揮
を
求
め

る
も
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分
の
能
力
を
生
か
せ
る
社
会
を
目
指
す
呼
び
か
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
職
場
や
地
域
で
も
、『
男
性
だ
か
ら
・

女
性
だ
か
ら
』と
役
割
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
何
を

考
え
、ど
の
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い
る
か
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
を
や
め
、そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
て
支
え
合
え
れ
ば
、誰
も
が
力
を
発
揮
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
持
ち
味
は
、本
人
の
努
力
だ
け
で
生
か
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
理
解
と
、決
め
つ
け
の
な
い
関

わ
り
方
が
あ
っ
て
こ
そ
、そ
の
持
ち
味
は
社
会
の
中
で
発
揮
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、自
分
の
中
の
思
い
込
み
に
気
づ
き
、身
近

な
人
の
可
能
性
を
狭
め
て
い
な
い
か
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
先
に
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く『
チ
カ
ラ
』を
発
揮
で
き
る
社

会
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会
　

Ｊ
Ａ
滋
賀
同
和
対
策
本
部

令和８年５月29日（金）に開催された主な審議内容は次の通りで、全議案が原案通り可決・決定されました。

①令和８年４月末事業実績について

②令和７年度第５回内部監査の結果について

③令和７年度年間内部監査業務活動報告について

④第48回通常総代会の決議について
　　持続可能な地域農業の確立に向けた決議を行う

⑤令和８年３月末員外利用状況について

⑥余裕金運用等に係るリスク分析結果について

⑦令和７年度決算資産査定結果について

⑧令和８年４月末有価証券運用状況について

⑨令和８年度荒茶共同販売会の進捗状況について

報告事項

①�令和７年度決算の承認について

②�第48回通常総代会に係る書面議決権の行使期限
及び記載留意事項について（案）

③�株式会社JAゆうハート定款の一部変更について

④�株式会社JAオートパルこうか定款の一部変更に
ついて

⑤�株式会社JAゆうハート令和８年度事業計画につ
いて

⑥�株式会社JAオートパルこうか令和８年度事業計
画について

⑦�令和７年度決算期リスク管理債権等の処理方針
について

⑧令和８年度JAバンク経営戦略シートについて

提出議案

JAこうか
5月末の主な事業量

貯 金 高 1,785億6,207万円
貸 出 金 高 296億2,710万円
長期共済保有高 3,772億9,335万円

組合員数 17,559人
（正組合員） 5,374人
（准組合員） 12,185人

議事の経過などの詳細につきましては、各支所に
備え付けの理事会議事録を閲覧ください。

みのり

みんなの
人  権

26

読者からのおたより みなさまのおたより

お待ちしています♪

おひつじ座
３ /21〜 4 /19

【全体運】夏ならではのレジャーを楽しむと運気がアップ。人の和を大切に。出会いが日々を豊かにします。旅行が吉
【健康運】体調の変化に敏感に対処して。外出時には帽子を

月の モナ・カサンドラ 監修8

お詫びとお知らせ
　広報紙『こうか』６月号の一部におきまして、ホッチキス留めの不備があったことについて、深くお詫び申し上げます。
　今号（７月号）より、ホッチキス留めから環境や安全に配慮した綴じなし冊子へと変更させていただきます。

�手作りの物は、世界に１つだけの作品だと思っ
ています。できあがったときの感動や、楽しさを、
今も続けて伝えておられるお姿を久しぶりに『キラ
キラキラリさん』のコーナーで拝見して、懐かしく、
嬉しく思いました。これからのご活躍を願っており
ます。� （甲賀町　片岡さん）

�手づくりは、作る過程も、身につけている時間
も、どこか特別ですよね♪�そんな楽しさをみんなに
伝え、一緒に楽しむ姿はとても素敵ですね。私もこ
の広報紙を通じて、読者の皆さんとお話しできるこ
とが、とても楽しいです！�いつもお便りありがとう
ございます♪

�昨日きゅうり苗を植えました。タイミングよく
『こうか』を配っていただきました。植付けがだいぶ
遅れましたが、たくさんなる様に！�次の種も蒔き、
長く収穫できる様に参考にします。
� （甲賀町　福井さん）

�畑仕事、お疲れさまです！�『おうちde地元野菜』
を参考にしていただけて嬉しいです♪�長く収穫でき
るよう、紙面づくりを通して応援しております！�豊
作になりますように♪

�みんなの広場のコーナーで若い方が就農されて
頑張っている様子を拝見して１人応援したくなって
います。大きなトラクターを運転され、暑い日も頑
張っていらっしゃる姿に感動しました。
� （水口町　上前さん）

�暑い中でも一生懸命に取り組む姿は、私たちも
元気をもらえますよね。上前さんのような応援が、
若い農家さんの大きな励みになるはずです♪�これ
からの暑い夏、冷たいお茶と広報紙『こうか』を片手�
に、クールダウンしながら一緒に乗り越えていきま�
しょう！

�スナップエンドウが大好きなので、表紙にも旬
だよりにもスナップエンドウが載っていて、嬉しかっ
たです。特に表紙の絵には、スナップエンドウの手
裏剣まで描かれていて、癒されます。
� （湖南市　平地さん）

�表紙の絵、とても可愛いですよね♪�細かいとこ
ろまでこだわって描かれていて、私たちもいつも絵
を描いてくださるデザイナーの方の発想力に驚かさ
れています。今後も、『野菜の国』で甲賀のゆめ丸と
子どもたちが修行を続けますので、一緒にゆめ丸た
ちの成長を見守りましょう♪

情報提供窓口のご案内
　私たち監事は、当ＪＡの経営の健全な運営に資するため、理事が適正に職務を遂行しているかどうかに
ついて組合員や利用者の皆さまなどからの情報提供窓口を設置しています。
　理事が職務を遂行する上で、弊害があると思われる事柄があれば、封書またはハガキにて実名で下記
宛にご連絡くださいますようお願いします。

〇当ＪＡの業務に関するご意見につきましては、
別途窓口（ご意見ダイレクトライン☎0748-62-9000）
を設置しておりますので、そちらをご利用ください
〇理事の職務の遂行に係る情報提供であっても、誹謗・中傷に類似
する内容のものは受付いたしかねますので予めご了承ください

ひ　ぼう

〒528-0005
滋賀県甲賀市水口町水口6111-1
甲賀農業協同組合
常勤監事　 設楽　靖夫　宛

しだ らく　   やす お

連 絡 先
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理事会
だより

おうし座
4 /20〜 5 /20

【全体運】スムーズに物事が進まない時。あえてペースダウンをしてゆっくり進めればミスを減らせます。下旬は上昇運
【健康運】喉に痛みを感じたら早めにケアを。喉あめが◎
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毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
は『
男
女
共
同
参
画
週
間
』で
あ
り
、
令
和
８
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

『
あ
な
た
ら
し
さ
が
、
社
会
の
チ
カ
ラ
』
で
す
。
こ
の
言
葉
に
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
ひ
と
り
の
持

ち
味
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　『
あ
な
た
ら
し
さ
』と
聞
く
と
、目
立
つ
個
性
や
特
別
な
才
能
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
人
ら
し
さ
は
、
普
段
の
考
え
方
や
人
と
の
関
わ
り
方
、
物
事
へ
の
向
き
合
い
方
の
中
に
も

表
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
し
も
見
え
や
す
い
形
を
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、『
こ
う
あ
る
べ
き
』
と
い
う
決
め
つ
け
が
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
、
年
齢
や
家
庭
の
事
情
が
あ
る
か
ら
。
そ
う
し
た
思
い
込

み
が
あ
る
と
、
そ
の
人
の
力
や
考
え
方
が
十
分
に
生
か
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
同
じ
意
見
で
も
、
発

言
者
の
性
別
や
立
場
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
が
変
わ
っ
た
り
、
家
事
・
育
児
・
介
護
の
担
い
手
が
固
定
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
も
、
積
み
重
な
れ
ば
選
択
肢
を
狭
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　『
あ
な
た
ら
し
さ
が
、
社
会
の
チ
カ
ラ
』と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
目
立
つ
個
性
の
発
揮
を
求
め

る
も
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分
の
能
力
を
生
か
せ
る
社
会
を
目
指
す
呼
び
か
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
職
場
や
地
域
で
も
、『
男
性
だ
か
ら
・

女
性
だ
か
ら
』と
役
割
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
何
を

考
え
、ど
の
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い
る
か
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
を
や
め
、そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
て
支
え
合
え
れ
ば
、誰
も
が
力
を
発
揮
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
持
ち
味
は
、本
人
の
努
力
だ
け
で
生
か
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
理
解
と
、決
め
つ
け
の
な
い
関

わ
り
方
が
あ
っ
て
こ
そ
、そ
の
持
ち
味
は
社
会
の
中
で
発
揮
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、自
分
の
中
の
思
い
込
み
に
気
づ
き
、身
近

な
人
の
可
能
性
を
狭
め
て
い
な
い
か
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
先
に
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く『
チ
カ
ラ
』を
発
揮
で
き
る
社

会
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会
　

Ｊ
Ａ
滋
賀
同
和
対
策
本
部

令和８年５月29日（金）に開催された主な審議内容は次の通りで、全議案が原案通り可決・決定されました。

①令和８年４月末事業実績について

②令和７年度第５回内部監査の結果について

③令和７年度年間内部監査業務活動報告について

④第48回通常総代会の決議について
　　持続可能な地域農業の確立に向けた決議を行う

⑤令和８年３月末員外利用状況について

⑥余裕金運用等に係るリスク分析結果について

⑦令和７年度決算資産査定結果について

⑧令和８年４月末有価証券運用状況について

⑨令和８年度荒茶共同販売会の進捗状況について

報告事項

①�令和７年度決算の承認について

②�第48回通常総代会に係る書面議決権の行使期限
及び記載留意事項について（案）

③�株式会社JAゆうハート定款の一部変更について

④�株式会社JAオートパルこうか定款の一部変更に
ついて

⑤�株式会社JAゆうハート令和８年度事業計画につ
いて

⑥�株式会社JAオートパルこうか令和８年度事業計
画について

⑦�令和７年度決算期リスク管理債権等の処理方針
について

⑧令和８年度JAバンク経営戦略シートについて

提出議案

JAこうか
5月末の主な事業量

貯 金 高 1,785億6,207万円
貸 出 金 高 296億2,710万円
長期共済保有高 3,772億9,335万円

組合員数 17,559人
（正組合員） 5,374人
（准組合員） 12,185人

議事の経過などの詳細につきましては、各支所に
備え付けの理事会議事録を閲覧ください。

みのり

みんなの
人  権
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読者からのおたより みなさまのおたより

お待ちしています♪

おひつじ座
３ /21〜 4 /19

【全体運】夏ならではのレジャーを楽しむと運気がアップ。人の和を大切に。出会いが日々を豊かにします。旅行が吉
【健康運】体調の変化に敏感に対処して。外出時には帽子を

月の モナ・カサンドラ 監修8

お詫びとお知らせ
　広報紙『こうか』６月号の一部におきまして、ホッチキス留めの不備があったことについて、深くお詫び申し上げます。
　今号（７月号）より、ホッチキス留めから環境や安全に配慮した綴じなし冊子へと変更させていただきます。

�手作りの物は、世界に１つだけの作品だと思っ
ています。できあがったときの感動や、楽しさを、
今も続けて伝えておられるお姿を久しぶりに『キラ
キラキラリさん』のコーナーで拝見して、懐かしく、
嬉しく思いました。これからのご活躍を願っており
ます。� （甲賀町　片岡さん）

�手づくりは、作る過程も、身につけている時間
も、どこか特別ですよね♪�そんな楽しさをみんなに
伝え、一緒に楽しむ姿はとても素敵ですね。私もこ
の広報紙を通じて、読者の皆さんとお話しできるこ
とが、とても楽しいです！�いつもお便りありがとう
ございます♪

�昨日きゅうり苗を植えました。タイミングよく
『こうか』を配っていただきました。植付けがだいぶ
遅れましたが、たくさんなる様に！�次の種も蒔き、
長く収穫できる様に参考にします。
� （甲賀町　福井さん）

�畑仕事、お疲れさまです！�『おうちde地元野菜』
を参考にしていただけて嬉しいです♪�長く収穫でき
るよう、紙面づくりを通して応援しております！�豊
作になりますように♪

�みんなの広場のコーナーで若い方が就農されて
頑張っている様子を拝見して１人応援したくなって
います。大きなトラクターを運転され、暑い日も頑
張っていらっしゃる姿に感動しました。
� （水口町　上前さん）

�暑い中でも一生懸命に取り組む姿は、私たちも
元気をもらえますよね。上前さんのような応援が、
若い農家さんの大きな励みになるはずです♪�これ
からの暑い夏、冷たいお茶と広報紙『こうか』を片手�
に、クールダウンしながら一緒に乗り越えていきま�
しょう！

�スナップエンドウが大好きなので、表紙にも旬
だよりにもスナップエンドウが載っていて、嬉しかっ
たです。特に表紙の絵には、スナップエンドウの手
裏剣まで描かれていて、癒されます。
� （湖南市　平地さん）

�表紙の絵、とても可愛いですよね♪�細かいとこ
ろまでこだわって描かれていて、私たちもいつも絵
を描いてくださるデザイナーの方の発想力に驚かさ
れています。今後も、『野菜の国』で甲賀のゆめ丸と
子どもたちが修行を続けますので、一緒にゆめ丸た
ちの成長を見守りましょう♪

情報提供窓口のご案内
　私たち監事は、当ＪＡの経営の健全な運営に資するため、理事が適正に職務を遂行しているかどうかに
ついて組合員や利用者の皆さまなどからの情報提供窓口を設置しています。
　理事が職務を遂行する上で、弊害があると思われる事柄があれば、封書またはハガキにて実名で下記
宛にご連絡くださいますようお願いします。

〇当ＪＡの業務に関するご意見につきましては、
別途窓口（ご意見ダイレクトライン☎0748-62-9000）
を設置しておりますので、そちらをご利用ください
〇理事の職務の遂行に係る情報提供であっても、誹謗・中傷に類似
する内容のものは受付いたしかねますので予めご了承ください

ひ　ぼう

〒528-0005
滋賀県甲賀市水口町水口6111-1
甲賀農業協同組合
常勤監事　 設楽　靖夫　宛

しだ らく　   やす お

連 絡 先
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第48回  通常総代会を開催しました特別企画

笑顔はじける農業づくりと地域づくり
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美味しい
トウモロコシの選び方
実が先まで詰まっていて、ふっ
くら、ツヤのあるものを選び
ましょう。皮が付いている場
合は、皮の色が濃い緑のもの
が良いです。ひげが褐色なら、
よく熟している証拠です。

コーンなにおいしい
トウモロコシはいかが？
コーンなにおいしい
トウモロコシはいかが？

こうかのオリジナルレシピ

お好みでお酢とからしを
つけるとさっぱり♪

 直売所 花野果市から

旬だより

　世
界
三
大
穀
物
の
一
つ
で
も
あ
る
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
、
青
果
用
や
加
工
用
な
ど
い
く

つ
か
の
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち

が
一
番
な
じ
み
深
く
食
べ
て
い
る
の
は
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
中
で
も
甘
い
「
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
」
と
い
う
品
種
で
す
。

　ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
糖
や
デ
ン
プ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物
が
多
く
、
野

菜
の
中
で
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
材
で
す
。
粒
の
つ
け
根
の
白
っ
ぽ
い
部

分
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、Ｂ
１
、Ｂ
２
、
カ
リ
ウ
ム
、
亜
鉛
、
鉄
な
ど
の

栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
食
物
繊
維
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
時
間
と
と
も
に
栄
養
や
甘
み
が
失
わ
れ
や
す
い
も

の
。
鮮
度
が
命
だ
か
ら
こ
そ
、
朝
採
れ
野
菜
が
並
ぶ
当
Ｊ
Ａ
の
直
売

所
で
、
ぜ
ひ
新
鮮
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
お
求
め
く
だ
さ
い
♪

材 料 （30個分）

ボウルに❶と豚ひき肉、Aを入れ、粘りが
出るまでよく混ぜ合わせる。できたタネを
しゅうまいの皮で包む。

2.

❷を蒸し器に並べ、中火で約6分蒸す。中ま
で火が通ったらできあがり♪

3.

1.トウモロコシの皮を剥いて、実をそぎ取る。
タマネギと大葉を細かくみじん切りにする。

A

せいろで簡単！ 
　甘みはじけるコーンしゅうまい
せいろで簡単！ 
　甘みはじけるコーンしゅうまい

食育ソムリエが
教えます　
食育ソムリエが
教えます　！！
花野果市水口店　副店長

　平井 彩也香
花野果市水口店　副店長

　平井 彩也香

皮で包む

JAこうかホームページ  https://ja-kouka.shinobi.or.jp
メールアドレス  kouhou@ja-kouka.jp

〒528-0005 滋賀県甲賀市水口町水口6111-1 ☎0748-62-0210  編集：教育文化事業部 くらしの活動課
JAこうか

ホームページ 公式LINE Youtube Instagram


